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　リリアは幼おさない頃ころから、屋や敷しき近くの海岸で海を眺ながめるのが大好きだった。

　その理由は、『海の上を走る馬』と『その背にまたがる人間』の姿を見ていたかったから。五歳の頃に、『彼等が所属する隊』に命を救われたリリアは、彼等に対して強い憧あこがれを抱いだいていたのだ。

　その馬は毎日決まった時刻に、紺こん碧ぺきの海の上を横切っていった。

　そのしなやかな体や額ひたいの中央に生える螺ら旋せん状じようの角つのは、さながら芸術作品のよう。またその馬を自じ在ざいに操あやつる人間の姿も、リリアの目には美しく映うつった。




　そしてリリアが八歳になったばかりの、とある日のこと。

「わあ……！　来た！」

　リリアはいつもと同じように、海の上を走る馬を眺めていた。

　白しら波なみが立つ海面を、風のような速度で駆かけ抜ぬけていく漆しつ黒こくの体。時とき折おり騎き手しゆが「はっ！」と胴どうを蹴けり、その度たびに水しぶきがきらきらと跳はねる。

「きれい……！」

　リリアは小さな手で、パチパチと手て拍ばたきした。

　その頃にはその馬が、『水棲馬スイレーナ』と呼ばれる聖せい獣じゆうであること。さらに水棲馬にまたがる人間が、『王立騎き士し団だん』に所属する『騎士』であることをリリアは知っていた。

　そして、いつか自分も絶対に騎士になってやる!!　そう決意していた。

「いいなぁ、いつかわたしも水棲馬に乗りたい！　あの騎士みたいに剣を片手に国を守って……というか、大人おとなになったら絶対に騎士団に入ってみせるわ!!」

　興こう奮ふんするあまりに海に向かってそう叫さけぶのも、もはや毎日のこと。

　けれどその日だけはいつもと違ちがっていた。リリアの独ひとり言ごとに返ってくる声があったのだ。

「やかましいぞ！　こっちは今、夫ふう婦ふゲンカの真っ最中なんだ。黙だまってろ！」

　それは若い女性の声だった。

　いきなり怒ど鳴なりつけられて、リリアは「ひっ」と震ふるえ上がった。

　──え？　ていうか今どこから声がした？　海岸？　そこの岩場？　上の家？

　リリアはきょろきょろと辺りを見回した。

　どこから飛んできたかはわからないけれど、とりあえず謝あやまったほうがいいだろうか？

「ご、ごめんなさ──い！」

「だからやかましいって言ってんだろうが、このアホが！」

「ぎゃっ！」

　素す直なおに謝ったのに、なぜか再び怒られた。しかも今度は物を投げつけられるというおまけつきだ。後こう頭とう部ぶにゴンッと直ちよく撃げきした何かが、リリアの足あし下もとにころりと転がる。

「それでもくれてやるからさっさと失うせろ！」

「えっ、知らない人に物なんかいただけません！」

「クソ旦だん那なにもらったクソみたいなものだ。今すぐ捨てたい気分だからもらっとけ！」

　拾い上げると、それは手の平ほどの大きさの石だった。海草がびっしりこびりついた黒い石で、正しよう直じきすごく汚きたない。よくよく見れば、何やら文字が彫ほってある。

「……レジーナ・アズーリ？　って……誰だれのこと？」

　口に出した瞬しゆん間かん、その石が手の平の上でどろっと溶とけ出したように思えた。

「きゃ──汚い！　ナメクジ!?　ナマコ!?」

「だからやかましいって言ってんだろうが！」

「ご、ごめんなさ──い！」

　これ以上物を投げつけられるのはかんべんだ。

「ではこの気持ち悪いもの、ありがたくいただいておきます！」

　礼を言って、リリアはそそくさと逃にげ出した。

　──残ざん念ねん。今日はあと二回も水棲馬を見るチャンスがあったのに！

　そう考えながら、屋敷に向かって海岸をひた走る。

「あっ……」

　そういえば、あのおかしな石はどうなっただろうか？

　足を止めて、おそるおそる右手を開いてみた。しかしそこに汚い石は見当たらなかった。

　代わりに手の平に、『レジーナ・アズーリ』との文字が彫られている。不ふ思し議ぎな模も様ようと共ともに、まるで入いれ墨ずみのように。

「え────っ!?　うそ、おかしなことになってる！」

　反射的に叫ぶと、三み度たびあの怒ど声せいに追いかけられた。

「だからやかましいと何度言えば──!!」

「きゃ──ごめんなさい！　ここにはもう二度と来ませ──ん!!」




　それ以い降こうリリアは、その海岸に足を踏ふみ入れることはしなかった。

　そしてその日から、欠かかさず手袋をはめる生活を強しいられるようになったのである。

　──右の手の平に居い座すわる、『青の女王レジーナ・アズーリ』という文字のせいで。
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　石いし畳だたみの路ろ面めんを走り続けていた馬車が、ふいに停てい止しした。

　どうやらあらかじめ指し定ていしておいた場所に到とう着ちやくしたらしい。

「じゃあわたし、ここで降りるわね」

　リリアが馬車の扉とびらを開けると、乾かわいた風がさあっと車内に入り込んできた。潮しおの香りを乗せた海風は肌はだにちょうどいい温度で、春の訪おとずれを感じさせる。

「ずいぶんと重そうな荷物だけれど、まさかそれを一人で持つつもり？」

　物もの憂うげな顔をする母親の前で、リリアは「大だい丈じよう夫ぶ！」と大きな旅行[image: 鞄]かばんを持ち上げてみせた。

　なにせ連日、剣を片手に稽けい古こしている身だ。腕わん力りよくにはちょっと自信がある──が、母親が心配しているのは、全く逆ぎやくの問題だった。

「年頃のレディが、そんな大きなものを軽々と持ち上げてはダメよ」

「わかってるわ。人ひと目めがあるところではちゃんと重そうに持つから心配しないで」

「いい？　どんな状じよう況きようでも常つねに淑しゆく女じよらしい行動を取ること。それを忘れないでね」

「それもわかってる」

　リリアがこくりと頷うなずくと、母親は安あん[image: 堵]どしたように口元をほころばせる。

「リリア……ほんっとうに一人で残るのかい？　なんなら今からでもパパと一いつ緒しよに……！」

「ダメよあなた。それは言わない約やく束そくでしょう？」

　妻にたしなめられ、バツが悪くなったのだろう。奥に座すわっていた父親が「でも……」と半泣きになった。

「姉さま、もうお別れなのですか？」

　リリアの隣となりに座っている七つ年下の弟も、しゅんと項うな垂だれている。

「やだ、二人とも元気出して。しばらく会えないんだから普ふ通つうに笑って？」

　ね？　と同どう意いを求めると、父親と弟は渋しぶ々しぶといった態ていで顔を上げた。けれどもまだ気分は浮ふ上じようしないのだろう。顔には不ふ満まんの色が残っている。

「それにほら、長期休みには必ず会いに行くし、手紙だって書くから。ね？」

　するとそこで、父親がカッと目を見開いた。

「手紙は三日に一度！」

「えっ、それは無理！」

　ほとんど条件反射の返事だった。

　だいたい三日に一度なんて、筆ふで無ぶ精しようなリリアにとっては厳げん罰ばつレベルだ。

「み、三日に一度はちょっと……半月に一度くらいなら書けると思うけど」

「三日に一度！」

　今度は父親の声に、幼おさない弟の声も上うわ乗のせされていた。

「うう……か、かなり頑がん張ばって十日に一度なら」

「三日に一度！」

「一週間に一──ああもうわかった！　三日に一度ね。書きます、書きますとも。書いたらすぐに送らせていただきます、すっごく面めん倒どうだけど！」

　半なかば投げやりに宣せん言げんすると、父親と弟は「やったー!!」と手をとってはしゃぎ始めた。

　彼等がこれほど嬉うれしそうな顔を見せるのは、実に三カ月ぶりくらいかもしれない。

「リリア、約束を破やぶったら即そく『退団』だぞ！」

「姉さま、紙とナイフがあるので今すぐ血けつ判ぱんを！　口約束では心こころ許もとないので！」

「そ、そんなことしなくてもちゃんと書くから！　ね!?」

　──まずい。これはかなり面倒なことになった。

　早さつ速そく新生活に影かげが差したような気がして、リリアはがくりと肩かたを落とす。

「じゃあわたし、本当に行くから」

　馬車を降りると、眼がん下かにはレンガ造りの町並みが広がっていた。さらにその向こうには、青と緑を溶とかし込んだような色合いの海が続いている。

　ここはバルトランツ王国の王都、フェネツァ。その町並みを見下ろす高台の広場だ。

　リリアは今からここで、家族とひとときの別れをする。

　その理由は、家庭の事情半分、リリアの事情半分といったところだった。

「リリア、お世話になる方への挨あい拶さつは念ねん入いりにするのよ」

　馬車の窓が開き、家族三人が我われ先さきにと顔を出した。

「ママ、わたしもう十六よ。ちゃんとできる。心配しないで」

　薄うす茶ちや色の長い髪かみを手ぐしで整ととのえ、革かわのブーツを履はいた足を[image: 揃]そろえる。紺こん色の外出用ドレスのスカート部分をつまみ、「ではごきげんよう」と淑女風の挨拶をしてみせた。

　紫むらさき色の大きな瞳ひとみはリリアを少し幼く見せるけれど、小さな唇くちびるに大人おとなぶった笑えみを浮うかべれば、リリアだってそこそこ見られる容よう姿しをしている。

「……そうね。ちょっと元気すぎるけれど、あなたももう大人ですものね」

　母親は紅べにをさした頰ほおに手をあてて、ほうっと息を吐はいた。

「困こまったことがあったらすぐに連絡をよこすのよ」

「ええ、手紙を書くわ」

「それから騎き士し団だんに入ることを、やたらと人に明かしてはダメよ。剣術が得とく意いなことも黙だまっておきなさい。あなたは女の子なんだから、将来に差さし障さわりのないように──」

「ちゃんとわかってるわ。それよりママたちも気をつけてね」

　こちらの様よう子すを窺うかがっていた御ぎよ者しやに向けて、目で合あい図ずをする。その途と端たんに質しつ素そな箱はこ形がた馬車は、北の方角に向けて走り出した。

　王都と反対方向のそちらには、切り立った山々が霞んで見える。家族三人がこれから暮くらす田舎いなか町は、その麓ふもとにあるはずだ。

「姉さま、お体に気をつけて……！」

「リリア、パパはいつだっておまえの幸せを祈いのっているからな！」

　手を振る父と弟の顔が、次し第だいに遠ざかっていく。

　泣かない。さみしくなんてない。自分はもう夢への一歩を踏み出したのだ。どんなに辛つらくたって、絶対に騎士団を退団なんてしないのだから──。

　馬車が見えなくなるまで手を振ってから、背はい後ごの景け色しきを振り返った。眼下に広がる町並みの中に、飛び抜けて大きな白はく亜あの建物──この国の王宮を見つける。

　さらにその隣には、半球状の特徴的な屋根が並んでいた。バルトランツの民たみが信しん仰こうする海かい神じん『ネプトゥス』の神しん殿でんである。

「リリア・コルテーゼ、明日からバルトランツ王国、王立騎士団に所属いたします！」

　リリアは白い手袋を着けた右手で、ぴしっと敬けい礼れいした。

　胸の中に漂ただよっていたさみしさや不安は、そうしている間にすっかり消えていた。
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　ここバルトランツ王国は、国こく土どの前半分を海、後ろ半分を険けわしい山々で囲かこまれた国だ。

　漁ぎよ業ぎようの他には宝石の採さい掘くつやガラス細ざい工くなどが盛さかんで、それを他国に輸ゆ出しゆつすることで生なり業わいを得ている。

　貿ぼう易えきや交通が全すべて海から行われているのは、北側の山脈が険しすぎて山越えが不ふ可か能のうなためだ。それによりバルトランツの主要都市は、たいてい海沿ぞいに置かれていた。

　ちなみに周辺諸国とは良好な関係を築いているバルトランツだが、唯ゆい一いつ、隣りん国ごくのノワール王国とだけは緊きん張ちよう関係にある。その理由は、バルトランツの宝とも言うべき『水棲馬スイレーナ』をノワール王国が欲ほしがっているから。そのためバルトランツには、大だい規き模ぼな『王立騎士団』が存そん在ざいしている。

　リリアはそれに入団することを、幼い頃から夢見てきた。そして願いが叶かなったのが今から三カ月前のこと。初めて受けた入団試験で、見み事ごと合格を手にしたのだ。

　しかしリリアの両親は、リリアの入団を真まっ向こうから反対した。『団員のほとんどが男性である騎士団に、なぜ宮廷貴族コルテーゼ家の一人娘が入団する必要があるのだ』と。

　それでもリリアは入団をあきらめなかった。そして面倒なことに、両親も反対することをあきらめなかった。

　かくして親子間の舌ぜつ戦せんは、しばらくの間続いたのである。




「確か……この辺りだったはず」

　家族と別れてから一時間後。リリアは王宮の西側の路地を歩いていた。

　目め指ざしているのは、本日からリリアがお世話になる家。リリアの剣術の師しが、伝つ手てを頼りに探してくれた下げ宿しゆく先さきだ。

「よいしょっ……と」

　右手に持っていた旅行[image: 鞄]を左手に持ち替え、空あいた手に地図を握にぎる。大きすぎるほどの[image: 鞄]を軽々持つリリアに、道行く人々が目を丸くした。

　いけない。先ほど母親に注意されたばかりなのに、すっかり忘れていた。

『年頃のレディが、そんな大きなものを軽々と持ち上げてはダメよ』

　リリアは[image: 鞄]の取とっ手てを両手で握り、せいぜい非ひ力りきなふりをする。

　だが本当はこの程てい度どの荷物を持つことなど、リリアにとっては朝あさ飯めし前まえだ。

　幼い頃から厳しい師のもとで稽古に励はげんできたリリアは、華きや奢しやな体つきからは想像もつかないほどの腕力と身体能力、そして戦せん闘とう能力を持っている。

　だからこそ女性ながらに騎士団への入団を許ゆるされたのだろう。その事実が今のリリアの一番の誇ほこりだった。──とはいえ、家族にも理解してもらえなかった誇りだけれど。

「ええと……アンフォッシ、さん」

　リリアはとある二階建ての家の前で足を止めた。

　路地の左右にはレンガ造りの建物がずらりと並んでいたが、その中の一軒に『アンフォッシ』との表札がかかっている。

　──クラウディオ・アンフォッシ。

　それが、リリアがこれから世話になる家や主ぬしの名前だった。

　はやる気持ちを抑おさえ、玄関扉までゆっくり歩み寄よった。コンコン。少し控ひかえめにノックをして、髪やスカートの裾すそを整えながら待ちかまえる。

　リリアの師曰いわく、この家には家主であるクラウディオと、使用人の女性が住んでいるだけだという。いくつか部屋が余あまっているので、リリアを受け入れる余よ裕ゆうもあるのだとか。

　しかも王宮周辺では有り得ないほどの格かく安やす家や賃ちんで住まわせてくれるのだから、親からの仕送りなどあてにできない身としては、この上なくありがたい。

「アンフォッシさん、いらっしゃいますか？」

　リリアは再びコンコン、と扉をノックした。今度は先ほどよりも強めに。

　するとそのうちに、ガチャリと扉が開いて一人の男が現れた。

　黒髪に青い瞳の、背の高い青年だった。

　歳は二は十た歳ちを少し超えたあたりだろうか。思わず息をのんでしまうほどに整っている顔立ちだが、リリアが抱いだいた第一印いん象しようは『なんだかちょっと冷たそうな人』だ。

　どうしてかしら。そう考えながら、リリアはその青年をひとしきり見つめ続けた。そしてなぜ冷たそうだと感じたのか、すぐに思い当たる。

　まずは彼の目つきが鋭するどいのだ。──鋭いと言ったほうがいいのか、悪いと言ったほうがいいのか、選せん択たくに迷まようくらいに。そして完全なる無表情。これも無表情と言ったほうがいいのか仏ぶつ頂ちよう面づらと言ったほうがいいのか、微び妙みようなところである。

　彼は白いシャツに黒のズボン、足あし下もとは革のブーツといったラフな格かつ好こうをしていた。

「君は誰だれだ？」
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　黙りこくっているリリアを不ふ審しんに思ったのか、冷ややかな視し線せんをこちらに向けてくる。

「あの、こんにちは。どうもはじめまして」

　とりあえず体てい裁さいを取り繕つくろうべく、慌あわててドレスのスカートの中で膝ひざを曲げた。

「わたし、今日からこちらでお世話になるコルテーゼ家の者です」

「ああ、そういうことか」

　リリアの正体を知ってホッとしたのか、彼の表情が少しだけ柔やわらかなものになる。

「クラウディオ・アンフォッシだ。よろしく。──で？　当の本人は？」

　だが今度は、リリアが「は？」と表情を強こわ張ばらせる番だった。

「当の本人、ですか……？」

「家で預あずかる男の子のことだ。君の弟君なんだろう？」

　ええ!?　リリアは声に出さずに驚おどろいた。ちょっと待って、いったいどうしてそうなった。

　男の子って、そんなことあるわけないじゃない！

「いえ、この家に住まわせていただくのはわたしなんですけど……！」

　するとクラウディオも、「はあ!?」と声を上げ、青い目を丸くした。

「君は何の冗じよう談だんを……」

「冗談なんかじゃありません。本当にわたしなんです！」

「だがあいつは、自分の弟で子しを預かってほしいと言っていたぞ」

　クラウディオが言う『あいつ』とは、リリアの剣術の師のことだろう。そして師の発言は間ま違ちがってなどいない。事実リリアは、彼の弟子だったのだから。

「ですからその弟子とはわたしのことなんです」

「女が剣術を？　噓うそだろう？」

　その言葉を聞いて、リリアは内ない心しんでイラッとした。

　確かに古こ来らいより、剣術とは男性が学び、つきつめるものとされてきた。けれども時代は変わった。今や王立騎士団にだって女性が入団できる時代なのだ。──が。

「ええと、剣術はちょっと嗜たしなむ程度で……」

　苛いらつく気持ちをぐっとのみ込み、代わりに噓を口にした。

　剣術が得意なことを、やたらと他人に明かさない。そんな約束を母親としていたからだ。

「ああ、護ご身しん術じゆつとかその程度か」

「ええ、まあ、そのような感じで……」

　その場にしばしの沈ちん黙もくが訪れる。

　これはいったいどうするべきか。リリアは頭の中でぐるぐると考えた。

　家主であるクラウディオは、下宿人が男だと思っていた。ということは、相手が女であると明らかになった今、この話自体が立ち消えになる可能性もある。

　それはまずい。いや、まずいなんてものじゃない。激しく困る。

　困った時はどうする？　そう、困った時は──。

『困った時は先手必勝で突っ込めこのやろう！　相手は泡あわを食っているうちにザ・死し亡ぼうだ』

　頭の中に剣術の師の助じよ言げんが響ひびき渡った。

　そう、敵てきと出会って睨にらみ合いになったらまずは先手をとる！　リリアはそう教えられた。

「あの、まずはわたしの話を聞いていただきたいのですが……！」

　手にしていた旅行[image: 鞄]を放り投げ、両方の拳こぶしをぐっと握る。その途端。

「悪い。この話はなかったことにしてくれ」

　頭の上から恐れていた一いち撃げきが降ってきて、リリアはいきなり大ダメージを受けた。

「ちょ、ちょっと待ってください、今なんて──」

「だからここで預かるという話はなかったことにしてくれと言ってるんだ」

「どうしてですか!?」

　リリアは目の前に立つクラウディオにすがりついた。

「お願いですからそんなことおっしゃらないでください！　だってわたし、明日から仕事が始まるのに……！」

「だがここで女を預かるわけにはいかない。男の家だぞ？　君も少し考え直せ」

「でもお手伝いさんが住み込んでるって……」

「なんだその適てき当とうな情報は。確かに雇やとってはいるが、住み込みではない！」

「あのバカ師匠──っ!!」

　リリアは今ここにいない師に対して怒り狂くるった。前々から適当な人だとは思っていたが、今回の件は今までで最高レベルの適当さだ。

　──後で絶対に仕し返かえししてやる！　しかも師匠が泣いて謝あやまるほどの陰いん険けんな方法で！

　リリアは心の中で、師への恨うらみをふつふつと煮にえたぎらせる。

　と、一いつ方ぽうのクラウディオは、いきなり玄関扉を閉めようとした。

「ということで、申もうし訳わけないが他をあたってくれ」

「ちょっと待った──!!」

　閉められてなるものかと、わずかな隙すき間まから旅行[image: 鞄]を投げ入れる。続いて自みずからの体も強引にねじ込むが、淑女にあるまじき行ぎよう儀ぎの悪い行こう為いだった。

「お願いですからちょっと待ってください……！　というかそもそもわたしは悪くないのに、どうしてわたしが追い返されなければいけないんですか！」

　そう。よく考えてみれば、下宿人を男だと勘かん違ちがいしたのはクラウディオのほうだ。

「だからちゃんと謝っただろうが」

「謝ったから追い返すって、そんなのおかしい！　冷れい酷こく非ひ情じようの人でなしよ。そちらに非があるんですから、ちゃんと責任をとっていただかないと困ります！」

　するとその直後、目の前に立つクラウディオのこめかみに青あお筋すじが走った。

「……おまえそれ、本気で言ってるのか？」

「も、もちろん本気です……！」

　今さら退ひくものかと、リリアは両足にぐっと力をこめる。

「そうか、この俺が珍めずらしく謝罪してやったというのに、本気でそんな暴ぼう言げんを……」

　その時、クラウディオが手にしていたドアノブが、バキボキッとおかしな音を立てた。

「え……？」

「このクソバカ女が……！　ふざけるのもいいかげんにしろよ？」

　いつしかクラウディオを取り巻く空気が、邪じや悪あくな色に変化している。

「ク、クラウディオさ……？」

「だいたい初対面でその口のきき方はなんだてめぇ。あぁ？」

　彼がいきなりぶちぎれたので、リリアは「ひぃっ」と息をのんだ。

　クラウディオの口元にはうっすらとした笑みが浮かんでいたが、目元は完全に笑っていない。眉まゆや頰はぴくぴくと痙けい攣れんしていて、まるで悪あく魔まのような形ぎよう相そうだ。

　まずい。これは完全にこちらの失しつ態たいだ──というか、この人いきなり恐いんですけど！

「ご、ごめんなさい……！」

　リリアは深ふか々ぶかと頭を下げた。

「これからはちゃんと気をつけます。ですから予定どおりに下宿させてください！」

「二度と顔を見せるな！」

　リリアの足下に、壊こわれたドアノブが投げつけられる。

「ひぃっ……しょ、食事も作りますし、掃そう除じもします。間違ってもクラウディオさんのこと襲おそったりなんてしませんから!!」

「あったりまえだろうがこのアホが!!　そもそもおまえみたいなガキは願い下げだ！」

　大きな雷かみなりを落とされ、リリアはとうとう外へと追い出された。再び中に進入しようと試みるが、クラウディオにあっさり阻そ止しされてしまう。

「おい、確かおまえの家は宮廷貴族だったな？」

「──それは！」

　リリアは思わず言葉を詰つまらせた。

　つまりクラウディオはこう言いたいのだ。

　宮廷貴族ならば、受け入れてくれる家などいくらでもあるだろう、と。そしていざとなったら、ホテル住まいをしたところで金きん銭せん的てきにも痛くないだろう、と。

　──それは確かに、宮廷貴族ならそうだろうけれど。

「……クラウディオさんがどのような方かは存ぞんじませんが、世せ間けんの──特に宮廷内の情じよう勢せいには、あまり興きよう味みがない方だということはわかりました」

　挑いどむような調ちよう子しで言うと、クラウディオは、「あぁ？」と、むっとしたようだった。

「自分に必要な情報だけを入れるようにしている。それが俺のやり方だ」

「でしたら今、ぜひこの話を聞いてください。わたしの父は──コルテーゼ家は上流といわれる宮廷貴族でしたけど、官位を失うしなえばさすがに没ぼつ落らくするんです！」

「────っ！」

　その瞬しゆん間かん、クラウディオはひっぱたかれたような顔をした。

「だからわたしは、クラウディオさんを頼ることしかできないんです……！」

　気き丈じように言ったつもりだったけれど、リリアの顔は自然とうつむいていた。口に出した事実が自分の胸に刺ささって、ちくりと痛む。

『──おまえの騎士団への入団を認みとめる。自分が目指すところまで頑張ってみなさい』

　父親からそんな許きよ可かをもらったのは、今から半月前、父が失職した直後のこと。

　財ざいを奪うばわれ、田舎に引っ越すしかなくなった両親は、もう『なぜ宮廷貴族コルテーゼ家の一人娘が入団する必要があるのだ』との文もん句くを言えなくなってしまった。そのためリリアは一人、王都に残ることを許されたのだ。

　それはリリアにとって喜よろこばしいことだったけれど、コルテーゼ家が没落したことは、その何十倍も何百倍も悲しいことだった。

　幼い頃からあたりまえにあったものが、全て消えていく。リリアの目の前で、ものすごい速度で。その悲しみはまだ、癒いえはしない。

「とにかくそういう状況なので、なんとかここにおいていただければと……」

　平へい静せいを装よそおった声は、少し震ふるえていたかもしれない。それを聞いたクラウディオが、どんな顔をしているのかはわからなかった。──ただリリアの耳に。

「悪かった」

　そんな言葉が、溜ため息いきと共に届けられた。

　リリアはびっくりして、「へ？」とマヌケな声を漏もらしてしまう。

「え？　いえ？　べつにクラウディオさんに謝ってほしいわけでは……」

「この世の中で一番強いのが子供だ。次に女。だから素す直なおに謝られとけ」

　急に優やさしくされると、どうしていいのかわからなくなる。

　リリアは顔をうつむけたまま、ドレスのスカート部分をぎゅっと握りしめた。と、そうこうしているうちに、クラウディオは壊れたドアノブを玄関扉に取りつけ始めている。

「まあなんだ、そっちも何かと苦く労ろうしているということはわかった」

「でしたらわたしをここに……！」

「──が、そんなもの俺にはなんの関係もないしな」

「え……？」

　その直後、「じゃあな」という短い挨拶と共に、リリアの目の前で玄関扉が閉ざされた。

　完全に拒きよ否ひされたということに気づくまで、しばしの時を要した。

「え、だって……そんな、噓でしょう？　クラウディオさん、噓ですよね!?」

　リリアは焦こげ茶色の扉に取りすがり、両手でドンドン叩たたきまくった。

　あの流れからどうしてこの展開になるのか。激しく[image: 謎]なぞである。

「甘あまく見てたわ……！　まさかドアを閉められるなんて！」

　するとその時。ガチャリとドアノブを回す音がして、再びクラウディオが顔を出した。

　やった！　内心で飛び上がるほど喜んだリリアだったが──。

「ゴミは持ち帰れ」

　大きな旅行[image: 鞄]が、リリアの足下めがけてひょいと投げられる。そして。

「消え失うせろ」

　再度、扉は閉ざされてしまった。しかも今度は、鍵かぎまでかけるというおまけつきだ。

「ひどい……！　いくらなんでもひどすぎるわ！」

　リリアはその場に、糸が切れた人形のように座り込んだ。

　まさかこんな形で追い返されることになるなんて、予想もしていなかった。しかしここであきらめたら、全てが終わってしまう。

「かくなるうえは、淑女の泣き落とし大作戦よ！」

　そう意い気き込ごんだリリアは、投げ出していた両足を[image: 揃]えて、か弱そうに座り直した。

「クラウディオさん、どうかドアを開けてください！　お願いですからもう一度わたしの話を聞いていただけませんか？　すぐに済みますから……しくしく」

　大おお袈げ裟さなほどに息を乱し、精せい一いつ杯ぱいの泣き真ま似ねをしてみせる。涙の一いつ滴てきも滲にじんではこなかったが、目め頭がしらをおさえて自分の気持ちを盛り上げた。

　すると三み度たび、玄関扉が押し開けられた。そして今度は、拳大に丸められた紙くずが、リリアの額ひたいめがけて猛もうスピードで飛んでくる。

「いったぁっ！」

　直ちよく撃げきの痛みに悶もだえている間に、またしても扉は施せ錠じようされてしまった。

「うう、痛い……ていうか女子が泣いてるのに放置するなんて、最低……！」

　ぶちぶち言いながら紙くずを拾い上げると、そこには何やらメッセージが記されていた。

「ええと……『うざい。黙れ。とりあえず今すぐここに行け』──？」

　ここに行け、の後には、とある施設の名称と住所が書かれている。

「王立騎士団、ミネルウァ隊の迷まい子ご相談所……って、わたしもう十六なんですけど！」

　いい加減頭にきたリリアは、その紙が塵ちりになるまで破り続けた。

　──いくらなんでもひどすぎるわ。後で絶対に仕返ししてやる！

「まずはここに犬のフン爆ばく弾だんを……それともドアノブに海草を干ほしまくってやろうかしら」

　リリアは頭の中で、陰険な復ふく讐しゆうをあれこれ考え始める。

　と、その時。

「郵ゆう便びんでーす」

　背後から投げられた一通の手紙が、ちょうどリリアの膝の上に着地した。反射的に振り返ると、そこには革の[image: 鞄]を斜ななめに提さげた配はい達たつ員いんが立っていた。

　いけない。こんな所に座り込んでいたら、おかしな娘むすめだと思われてしまう。

　すっくと立ち上がったリリアは、配達員の青年に向けて「こんにちは」と笑顔を見せる。

「こんちはーっていうか君、クラウディオさんに用があるんでしょ？　それ、あの人に渡しといてよ。待ちに待った返事がやっと来たみたいだからさ」

「え？　ええ、それはかまいませんけど……」

　リリアは自分に託たくされた手紙をしげしげと眺めた。

　それはごく普通の、白い横長封筒だった。

「ちゃんと手渡してよね。それがなくなったらクラウディオさん、死んじゃうからさ」

　配達員の青年は「じゃあよろしく！」と、手を振りながら走り去っていく。

　──待ちに待った返事？　これがなくなったら死んでしまう？

　ということは今、クラウディオの命運はリリアが握っていることになるのだろうか？

「まさか、そんなわけないわよね……」

　そう思いつつも心のどこかで期待していた。これが海神ネプトゥスが与えてくれた、最大のチャンスでありますように、と。

　コホン。手紙を片手に、何度か咳せき払ばらいをする。

「クラウディオさん、お手紙が届いてますよ。ええと『アドルフォ・アンフォッシ』さんという方からで、差出人住所は『王立学校』内の──」

「なんだと!?」

　リリアが言い終える前に、扉を蹴け破やぶるような勢いきおいでクラウディオが現れた。どうやら彼は、リリアを無む視しして読書を楽しんでいたようだ。片手に分ぶ厚あつい本を持っている。

「手紙番ご苦労。今すぐそれをよこせ」

「嫌いやです」

　リリアは即そく答とうした。するとクラウディオの全身から、殺さつ気きのようなものが放はなたれた。

　それだけでわかった。この手紙は真実、クラウディオの大切なものらしい。

　──郵便屋さん、ありがとう。託された手紙は汚きたない交こう渉しように使わせていただきます！

　リリアは心の中で、配達員の青年に礼を告つげる。

「取引です。この手紙を渡してほしければ、わたしをここにおいてください」

　しかしクラウディオは、リリアの予想に反してくつくつと笑い始めた。

「アホかおまえ。『ごめんなさい』をするなら今のうちだぞ？」

　その鋭い視線にびくつきながらも、リリアはきっぱりと首を横に振る。

「まだ言うつもりはありません。クラウディオさんが取引に応おうじてくださった後です」

「話にならないな。そもそも手紙ごときで俺を脅おどそうなど──」

「ではこの手紙は破らせていただきます！」

　そんな宣言をしたのは、半ばやけくそな気持ちからだった。──けれど。

「ちょっと待ておまえ頼むからそれだけはやめてくれ──っ!!」

　クラウディオが血けつ相そうを変えて両手をのばしてきたので、リリアはギョッとした。先ほどまでの余裕はどこへ行ったのか、彼はいきなりの半泣き状態である。

　──え？？？　ということは、やっぱりこの手紙が生命線なの？

　困こん惑わくしながらも、リリアはサッと後あと退ずさった。手紙はもちろん自分の背後に押し隠かくす。

「……………………」

　二人の間に、しばしの沈黙が流れた。

　どうやらクラウディオは、自らの取り乱しぶりに自分自身で驚いているようだ。両手をのばしたままの体たい勢せいで、石像のように固まっている。

「クラウディオさん……？」

「いや、これはちょっとエア水泳をしただけで、べつに手紙が大切なわけでは……」

「でしたらこの手紙はやっぱり破かせていただいて！」

「だからそれだけはやめろって言ってるだろ下宿でもなんでもさせてやるからっ!!」

「っきゃ──ありがとうございます！」

　明らかな言げん質ちを取った瞬間、リリアは嬉しさのあまりにその場で飛び跳はねていた。

「いや、いろいろとまずいだろ、これは……」

　クラウディオは青空を仰あおいで、しみじみと息を吐いている。

「あの……卑ひ怯きような真似をしてすみませんでした。この手紙、お返しいたします」

　おずおずと手紙を差し出すと、彼はそれをひったくるようにして受け取った。

「あったりまえだ、このバカが！　──もういい。早く家に入れ。話はそれからだ！」

「はい！」

　リリアは元気よく返事をして、投げっぱなしにしていた旅行[image: 鞄]を手に取った。
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「あらまあ、男の子じゃなくてお嬢じようさんだったんですか」

　リリアとクラウディオがアンフォッシ家の中に入ると、そこには小さな老ろう婆ばがいた。

　真っ白になった髪を品良くまとめ、深ふか緑みどり色のドレスに白いエプロンをかけたその姿は、まさしく『お手伝いさん』という言葉がぴったりである。

「クラウディオさん、こちらの方が？」

　視線でその先を促うながすと、クラウディオが渋々といった態で紹しよう介かいしてくれた。

「この家で雇っているオルガだ」

　リリアは「はじめまして」と口元をほころばせた。するとオルガもまた、「いえいえこちらこそはじめまして」と丁てい寧ねいに挨拶をしてくれる。

「それで坊ぼつちゃん、話はまとまったんですか？　何やら外で揉もめていたようですけど」

「おい、客の前で坊ちゃんはよせ」

「何をおっしゃいますか。今日からここで一緒に暮くらされるのでしょう？」

　するとクラウディオは、「ちっ」と舌した打うちをして、家の奥へと進んで行った。

「居間で話すぞ。下宿させるにも条件があるからな」

　リリアは促されるまま居間へと入り、そこに置かれていたソファに腰こしをかけた。

　一方のクラウディオはリリアの対面に腰を下ろしたが、その顔はやはり超ちよう絶ぜつ不ふ機き嫌げんそうだ。どうやら彼は、いまだに怒っているらしい。

「あの……無理に居座るような形になってしまってごめんなさい」

　リリアはクラウディオに向けて、あらためて頭を下げた。

「済んだことをあれこれ話すつもりはない」

　クラウディオはオルガが運んできたお茶を一ひと啜すすりしたのち、仏頂面で腕うでを組む。

「クソ面倒だが先ほど了りよう承しようしたとおり、おまえをこの家に迎むかえる」

「ええ、ありがとうございます」

「だが期間は一カ月だ」

「え？」

「一カ月の間には何がなんでもこの家を出て行ってもらう。──それが条件だ」

　そう言ったクラウディオの表情は、恐いくらいに真しん剣けんだった。

　青い瞳の奥に感じる、強きよう固こな意志。それだけにリリアも、先ほどのように食い下がることはできなくなってしまう。

「俺には六つ年下の弟がいる。王立学校の十回生で、今は寮りように入っている。その弟が来月に卒業し、この家に戻もどってくる予定だ」

　王立学校──ということは、あの手紙は弟からのものだったらしい。十回生ならリリアと同じ十六歳。そしてクラウディオは二十二歳ということになる。

「この弟がまたよくできた男で、頭も容姿もとびきりにいい。特に『クラウ兄、寮に長文の手紙送りつけてくるのやめてよ』とか言う時の照てれた表情など殺さつ人じん的てきに可愛かわいらしい」

「？？？　はぁ……そうなんですか？」

　何が言いたいのかさっぱりわからなくて、曖あい昧まいに頷くことしかできなかった。だがそうしている間にも、クラウディオの意味不明な弟自じ慢まんは続いていく。

「弟はまだ十六だというのに、すでに俺より背が高い。それから眼鏡めがねをかけているのだが、それがまたよく似に合あう。この国にあれほど眼鏡が似合う男が他にいるだろうか？　──いや、絶対にいないはずだ」

　ますます困惑したリリアは、クラウディオの後うしろに立っているオルガに視線を向けた。

　すると彼女は、クラウディオの後こう頭とう部ぶを指差し。

「重・度・の・ブ・ラ・コ・ン」

　と、口をぱくぱくさせる。

　ああ、なるほど。だからあの手紙に、あれだけ執しゆう着ちやくしたというワケか。

　やっと納なつ得とくしたリリアは、オルガに頷きを返した。

「ちなみに弟は、王立学校で政治を学んでいる。十六歳という若さですでに宮廷の重じゆう鎮ちんから目をかけられていたりと──」

「坊ちゃん。それとリリアさんの下宿期間と、どんな関係があるんですかね？」

　見るに見かねたのか、オルガが口を挟はさんだ。

「ああ、つまり弟が帰ってくるのに、若い女性を家においておくわけにはいかないということだ。あいつはまだ子供だ、余よ計けいな影えい響きようを与えたくない」

　それは確かに一いち理りあるかもしれない。リリアは心の中でなるほど、と唸うなる。リリアも弟を持つ身だ。下の子を不要な物事から守りたいとの気持ちは容易に理解できた。

「弟さん、もうずっと寮に入られてるんですか？」

「弟さま、と呼べ」

「す、すみません……あの、弟さまは長いこと寮に？」

「十年前からだ。……十年経たってやっと、この家に帰ってこられる」

　クラウディオはテーブルに肘ひじをつき、口元を手で覆おおい隠した。おそらく表情を隠したかったのだろうけれど、それは完全に失敗していた。

　隠し切れていない目元から、浮き立つような気持ちがダダ漏れている。というかそんな様子のクラウディオを見てしまったら、もう「うん」としか言えなくなるではないか。

「──わかりました」

　リリアは二、三拍ぱく考えたのち、しっかりと頷いた。

　よくよく考えてみれば、一度は完全に追い返されたのだ。それなのに一カ月だけでもおいてくれるというのだから、幸運だと前向きに捉とらえたほうがいい。

「リリアさん、本当にそれでよろしいんですか？　よく考えられたほうがいいのでは……」

「オルガ、おまえは黙ってろ」

「ですが……」

　クラウディオの背後に立つオルガが、心配そうに眉をひそめていた。

「オルガさん、ありがとうございます。でも……たぶん大丈夫だと思うんです」

　リリアは自分自身に言い聞かせるように、「そうよ、大丈夫よ」と心の中で繰くり返す。

　大丈夫──それはここ半月の間、リリアを何度も救ってくれた魔法の言葉だった。

「ということで今日から一カ月間、どうぞよろしくお願いいたします！」

　リリアがあらためて挨拶すると、クラウディオはしれっとした顔で立ち上がった。

「なら話は終わりだ。あとはオルガ、おまえに任まかせる」

「えっ……」

　突然の展開に、リリアはゆるい瞬まばたきを繰り返す。

　共同生活をする上での注意点や彼の生活パターンなど、実はクラウディオに聞いてみたいことがたくさんあるのだ。それなのに彼は、さっさと居間から出て行こうとする。

「クラウディオさん、あの……もう少しお時間いただけませんか？　いろいろと教えていただきたいことがあるんです」

　びくびくしながらも、思いきってそう問うてみたが。

「嫌だ」

　いとも簡かん単たんに却きやつ下かされた。しかも『嫌だ』という、彼の気持ち一つで。

「家の中はオルガに案内してもらえ。それから食事は全てオルガの作り置きだから好きな時間に食え。ちなみにオルガは午前十一時から午後三時までの四時間勤務だ。──ここまでで何か質問は？」

「ありませんけど……」

「あとはなるべく俺に関かかわるな。もし万が一、俺に迷めい惑わくをかけた時には──」

「か、かけた時には……？」

「──海に沈しずめる！　簀す巻まきにした後でな」

　クラウディオに眼光鋭く睨まれ、反射的にぶるると震え上がった。

　彼がたまに見せる悪魔のような恐おそろしさに、身も心もすくみ上がりそうだ。リリアの陰険な仕返し計画など、彼の言動に比くらべれば可愛いイタズラに思えてくる。

「き、気をつけます……」

　そうしている間に、クラウディオは居間から去っていた。

　すると入れ替わるようにして、オルガが近寄ってくる。

「ではリリアさん、二階へどうぞ。まずは荷ほどきをしてしまいましょうね」

　オルガはにっこり笑って、リリアの手をとった。




　クラウディオの家は、コルテーゼ家が住んでいた屋や敷しきに比べれば狭せまいものの、一般家庭のそれとしては充じゆう分ぶんな広さだった。

　二階には空き部屋が三つあって、そのうちの一つを下宿人用にと考えていたらしい。その部屋に通されたリリアは、そこで荷ほどきを終え、再び一階へと戻った。

「こちらが調理場。火を使う時は角かどの炉ろのところでお願いします。それからあちらが先ほどまでいた居間。一階にはこの他に、坊ちゃんの書しよ斎さいと寝しん室しつ、物もの置おき部屋がありますからね」

　オルガは家の中を案内してくれた上に、リリアの荷ほどきも手伝ってくれた。

「いろいろ済んだことですし、ミントティーでも淹いれましょうか。坊ちゃんの分もね」

　その間クラウディオは、自分の書斎に籠こもりきりだったようだ。なんの物音も聞こえてはこなかったのだから、読書の続きでも楽しんでいるのかもしれない。

「ちなみにリリアさん、お茶を淹れたことはございますか？」

「そ、それはもちろんお茶の百杯や二百杯くらいは……」

「ああ、いいんですよ。このオルガの前では楽にしてくださいな」

「ごめんなさい……本当は一度もないんです」

　リリアはしゅんと項垂れた。実はリリアは、家事を一いつ切さいしたことがないのだ。

　その理由は、コルテーゼ家にたくさんの使用人がいたから──ではない。

「おかしいですよね。今は貴族の娘だって、ひととおりの家事を習う時代なのに……」

　リリアが唇を嚙かんでいると、オルガは「そんなことありませんよ」と首を左右に振る。

「楽器やら刺し繡しゆうやら、他の習い事にお時間を費ついやすご令れい嬢じようもいらっしゃいますからね。リリアさんもそうだったのでしょう？」

　問われて「ええ」と頷いていた。といってもリリアが時間を費やしたのは、『護身術』と称しようした剣術や馬術や体術──つまり騎士になるための勉強である。

「ではこのオルガの手伝いをしてくださいな。今から一緒に淹れてみましょう」

「ええ、ぜひ教えてください！」

「そうしましたらまず手て袋ぶくろを外はずしてくださいね。濡ぬれてしまうといけませんから」

「え？　手袋？」

　反はん芻すうした瞬間、リリアは「いえ、大丈夫です」と、ドレスの後ろに右手を隠していた。

「これは、そう……濡れても大丈夫なものですから、どうぞお気づかいなく」

「そうですか？　それならこのまま進めてしまいますが……」

　隣に立つオルガは、困惑したように首を捻ひねっている。

　しかしリリアには、どうしても素す手でを晒さらせない理由があった。

　それは右の手の平に居座る『青の女王レジーナ・アズーリ』という文字のせいだ。こんなものが他人にバレたらかっこわるいし、何より気き味み悪わるがられるに決まっている。

　そんなことを考えていると、オルガが気を取り直すかのように手を叩いた。

「では早速始めますよ。お湯は先ほど沸わかしておいたので、リリアさんはカップにミントの葉を入れてくださいな」

「はい。ええと……一枚、二枚、三枚……もう少し必要ですか？」

「そうですね……ああ、だいたいそのくらいで」

　と、その時。居間にある柱はしら時ど計けいが、高らかな鐘かねの音ねを三つ鳴ならした。

　午後三時といえば、オルガが退たい勤きんするはずの時刻である。

「あらいけない。実は私、残業は絶対にしない主義なんですよ」

「えっ、でもこの続きは……」

「ということで、あとはリリアさんにお任せしてもよろしいですかね」

「ええっ!?」

　リリアが不安な顔をしていると、オルガはエプロンを外しながらにっこり笑った。

「大丈夫ですよ。あとはそれにお湯を注そそいで、三分経てばできあがりですから。そうしましたら坊ちゃんを呼んで、お茶でもしてくださいな。──ちなみに坊ちゃんは、お茶を飲んでいる間は比ひ較かく的てきお喋しやべりに付き合ってくれやすいですからね」

　どうやらこれは、オルガの計画的犯行らしい。彼女はリリアとクラウディオが打ち解けられるよう、わざとこの頃合いでお茶淹れを提てい案あんしたようだった。

「オルガさん……ありがとうございます。ちょっと恐いですけど頑張ってみます！」

「健けん闘とうを祈っておりますよ。ではこれからよろしくお願いいたしますね」

　そうしてオルガは、さささっと居間から出て行った。──去さり際ぎわに。

「早くしないと競けい馬ばに遅おくれちまうよ。今日は一番人気のあの馬に全財産ぶち込むつもりなのに……負けたらただじゃおかないよ。たてがみ全部引っこ抜いてやる！」

　と、ぶつぶつ呟つぶやいていたような気がするが、おそらくリリアの聞き間違いだろう。

「ええと、とりあえずお茶を淹れなくちゃ」

　どうやってクラウディオに声をかけるかは、お茶ができあがってから考えればいい。まずはリリアにとって生まれて初めてのお茶淹れ大作戦スタートである。

『いいか、任務にあたる時は心を落ち着かせろ。そのほうがより早く敵をキルできる！』

　頭の中に、剣術の師の助言がよみがえった。

「大丈夫です、師匠。今わたし、すごく落ち着いてますから」

　まずは炉の横に置いてある、大きな壺つぼの中身を確認する。沸かした湯をそこに入れてあることは、先ほどオルガから聞いて知っていた。

「よいしょ……けっこう重いのね」

　それを持ち上げ、お湯を直接カップに注ぎ込む。普通の女性は壺を持ち上げられないだとか、横にある柄ひ杓しやくで湯をすくうとか、そんな常識はリリアの中には皆かい無むだった。

「こうして少しずつ注いでいけば……」

　と、その時。リリアの手からお湯入りの壺がするりと抜ぬけ落ちた。

　いけないっ。このままじゃカップを割ってしまう！　焦あせったリリアは、落ちかけた壺を「ていっ」と払って別方向へと投げとばす。

「危あぶない！　カップ割るとこだったわ……！」

　ふう、と額の汗あせを拭ぬぐった直後、ドンガラガッシャーン！　と、けたたましい音がした。

「え……っ!?」

　リリアは反射的に振り返った。

　するとそこには、湯が入っていた陶とう製せいの壺と食器の数十枚が、こっぱみじんになって折り重なっていた。さらにその周りには湯がこぼれ、辺りは二ふた目めと見られぬ惨さん状じようである。

「おい、やかましいぞ！」

　クラウディオが書斎の扉を蹴破るような音がした。

「ダメ……！　来ないでください!!」

　調理場を飛び出したリリアは、こちらに向かってきたクラウディオと居間で鉢はち合あわせる。

「おまえいったい何して遊んでやがる？　あぁ？」

　クラウディオはこめかみの辺りをぴくぴくさせながら、リリアを睨んできた。

「す、すみません。でもなんでもありませんので、クラウディオさんはお部屋に戻ら──」

「ふざけるな！　完全におかしな音がしただろうが！」

「それは……お茶を淹れてたら、食器を何枚か割ってしまって……」

　さすがに何十枚と言うことはできなくて、もごもごと口くち籠ごもる。

「とりあえず現場を確認させろ」

「あっ、クラウディオさ……！」

　彼はリリアの体をぐいと押し退のけるなり、調理場へと向かっていった。──そして。

「どこだここは──っ!!　戦場か!?」

　怒ど気きをめらめらとみなぎらせて、すぐさまこちらに引き返してくる。

「てめぇ何したバカやろうが！　食器を何枚かだと？　そんなもんじゃないだろうが!!」

「ご、ごめんなさい……すぐに片付けます！」

　謝りながら調理場へ駆かけ込むと、勢いあまって調理台にぶつかってしまった。今度は台の上に並んでいた調味料類を、一つ残らずなぎ倒たおしてしまう。

　──というか、ここで追加の失敗は痛い！

「あの、本当にすみません……！」

　もう何がなんだかわからなくなって、リリアはその場に立ちすくんだ。さすがに『大丈夫』とは言えなくなってしまい、しゅんと項垂れる。

　一方のクラウディオは調理場の入り口に寄りかかり、額に手をやって溜息を吐ついていた。

　どうやら怒りを通り越して本気で呆あきれているらしい。それが余計に恐ろしかった。

「わたし、お茶を淹れたの生まれて初めてで、やり方がよくわからなくて……」

　リリアは悔くやしさのあまりにぐっと唇を嚙みしめた。

　オルガに託されたのは、ものすごく簡単なことのはずだった。それなのにたったそれだけのことも満足にできないなんて、情けなさすぎて自分が嫌になる。

「本当にごめんなさい……次から失敗しないよう気をつけますから」

「もういい。とにかく今すぐこの部屋から出ろ。あとは俺がやる」

「いえ、片かた付づけはわたしが責任を持って！」

「いいから俺に消される前に今すぐ消えておけ……!!」

　クラウディオの手の中で、食器の破は片へんがばきばきと音を立てる。

　リリアは「ひいっ」と震え上がり、たちまち背せ筋すじを凍こおりつかせた。

「金こん輪りん際ざい、おまえの調理場への立ち入りを禁きんずる!!」

「は、はい、わかりました！」

　すみませんでした。そう言い残して調理場を出ようとしたリリアだったが。

「──おまえ、怪け我がはしてないのか？」

　クラウディオに腕を摑つかまれ、その場に縫ぬい止められた。

「え？　はい、ええと……」

　そういえばこれだけ散ちらかしまくったのに切り傷の一つも作っていなかった。それが逆に申し訳なくて、「すみません」と謝る。

「手袋が濡れてるが、火傷やけどでもしたんじゃないだろうな」

「いえ、これは……水で濡らしてしまっただけですのでお気づかいなく！」

　きっぱり言いきると、クラウディオは「だったらいい」と、あっさり退ひいた。そして怒気をみなぎらせたまま、調理場の奥へと消えていく。

　──わたしって、なんて役立たずなんだろう。

　極きよく限げんまで落ち込んだリリアは、すっかりしょげかえった。

　これから世話になるというのに迷惑をかけてしまうなんて、惨みじめすぎて泣けてくる。こんなことなら家事の一つも習っておけばよかった。

「あっ、でも洗せん濯たくくらいだったらわたしにもできるかも……」

　やったことはないが、やり方なら知っている。水を張った桶おけに衣類を入れ、洗せん濯たく棒ぼうを使って汚よごれを落とすのだ。それならきっと、リリアの馬ば鹿か力ぢからも役立つはずだ。

　──これは汚お名めい返上のチャンスかもしれない！

　そう思い至いたった瞬間、リリアの気分は瞬またたく間に浮上した。

　クラウディオの私し服ふくをそこら中からかき集め、うきうきしながら裏うら庭にわに向かう。

　けれど結果は惨ざん敗ぱい。桶に水を張る時点で裏庭をどろどろにしてしまい、逆に全ての服を汚してしまった。

「どこだここは──っ!!　底そこなし沼ぬまか!?」

「す、すみません……」

　かくしてリリアの新生活は、波は瀾らん万ばん丈じような感じで幕まくを開けたのである。
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　リリアがアンフォッシ家に居い候そうろうを始めて、二日目。

　この日はリリアの人生において、記念すべき一日となる。なぜなら王立騎き士し団だんの入団式が王宮広場で執とり行われ、これをもってリリアは騎士団へ正式配はい属ぞくされるのだ。

　昨さく夜やはわくわくするあまりに目が冴さえてしまい、結局一いつ睡すいもできなかった。

　そのためだいぶ早い時間に身み支じ度たくを終えたが、リリアが一階に下りていく頃ころには、すでにクラウディオの姿は家の中から消えていた。

　代わりにあったのは、居間のテーブルの上に残された書き置きと、銀色の鍵かぎ。




『仕事なので先に出る。鍵はこれを使え。　　　──クラウディオ』　




　その後、朝食を済ませたリリアは、アンフォッシ家を後にした。そして定てい刻こくどおりに王宮広場へと到とう着ちやく、式しき典てんへ参加したのである。




「女子の隊服、可か愛わいいね。スカート風なんだ？」

　声をかけられたのは、入団式が滞とどこおりなく進み、終しゆう盤ばんに差しかかった頃だった。

　顔を横に向けると、リリアの隣となりに立っていた男子団員がにこっと笑っている。

「ええ」

　リリアはかなりの小こ声ごえで、しかも簡かん潔けつに返事をした。前方に立っているお偉えら方がたや、両りよう脇わきに立っている先せん輩ぱい団員たちに私語がバレたら大変だ。

「こんなに離はなれてたら気づかれやしないって。新団員もたくさんいるし」

　確かに広場に居い並ならぶ人々の数は凄すさまじく、リリアの場所からでは式典の進行がかろうじて理解できる程てい度どだった。

　新団員の数、およそ三百人。先輩団員の数は、もはや予想をする気にもなれない。

「ねえ、これがミネルウァ隊の制服だって、君も知ってるでしょ？」

　再び声をかけられて、リリアはこくりと頷うなずいた。

　バルトランツ王国の王立騎士団には、二つの隊が存そん在ざいする。

　いわゆる普ふ通つうの『馬』に乗って、王都フェネツァや各州都を守るミネルウァ隊。

　そして『水棲馬スイレーナ』に乗って、海から迫せまり来る敵てきを撃げき破はするネプトゥス隊だ。

　ミネルウァ隊は白を基き調ちようとしたジャケット風の隊服で、ネプトゥス隊は黒を基調としたコート風の隊服だ。ちなみにリリアを初めとする新団員たちは、配属先にかかわらず、全員ミネルウァ隊の白隊服を着用していた。手袋は両隊、共通して白である。

「ネプトゥス隊の黒隊服、かっこいいよなー。隊員も厳げん選せんされたエリート中のエリートで、たったの五十人だろ？　やっぱ憧あこがれるよ」

「そうですよね……！　わたしもネプトゥス隊への入隊を志こころざして騎士団試験を受けたんです。どうしても水棲馬を操あやつる騎士になりたくて！」

「ちょっ、しーっ！　いくらなんでも声がでかいって！」

　興こう奮ふんするあまりに、声のボリュームが大になっていたらしい。慌あわてて口を噤つぐむが、新団員の何人かにじろりと睨にらみつけられた。

「で？　君、まさかネプトゥス隊に配属とか……」

　よりいっそう声を潜ひそめて聞いてきた男子団員に、リリアは笑顔で答えた。

「ええ、実はそのまさかなんです。とりあえず二は十つ日か間の仮かり配属ですけど」

「わっ、すげえ！　だってあれって、一ひと握にぎりの成績優秀者だけしか選ばれないんだろ？」

　そういうシステムだと聞いている。

　およそ三百人の合格者の中から、試験の成績が特に優すぐれていた者、十名前後が選ばれ仮配属となるのだ。そして二十日後、功こう績せきを認みとめられればそのままネプトゥス隊へ正式配属となり、黒隊服を与えられる。

「君、女の子なのに優秀なんだねー」

「わたしも驚おどろいてるんです。試験の成績、微び妙みようだと思ってたから……」

　けれどネプトゥス隊に仮配属されたということは、問題がなかったということなのだろう。『成績優秀者』という結果に、リリアは内ない心しんで自分を誇ほこる。

「まあなんにしろすごいよ。もし仮配属でダメだったとしても、ミネルウァ隊に異い動どうになるだけなんだから、気き楽らくにやったら？」

　男子団員はそう言って笑っていたが、それではリリアにとって意味がない。

　リリアにとっての王立騎士団とは、ネプトゥス隊そのもののことなのだ。

「なんかネプトゥス隊の隊長は暴ぼう君くんだとか、隊員は血ちヘド吐はくまで絞しぼられるとか、嫌いやな[image: 噂]うわさもいろいろ聞くけどさ」

「そうなんですか!?」

「ちょっ、だから静かにして！　大きな声出しちゃダメだって！」

　リリアは今度こそ「すみません……」と小さくなった。

　と、ちょうどその時。式典の終わりを告つげる鐘かねが高らかに鳴なり響ひびいた。

「総員、解かい散さん！　即そく座ざに各持ち場に戻もどり、新団員を交まじえて定式朝礼を行うこと！」

　前方から飛んできた命令に、先輩団員たちが「はっ！」と敬けい礼れいを返す。

「わぁっ、壮そう観かんですね……！」

　その光こう景けいに見とれていると、隣に立っていた男子団員が、ひらひらと手を振ってきた。

「じゃあ俺、ミネルウァ隊の王都勤務予定だから、もう行くね。頑がん張ばってね！」

「ええ、ありがとうございます！」

　男子団員はミネルウァ隊の詰つめ所しよに足を向けながら、右の拳こぶしで左胸をトンッと叩たたく。

　騎士団内では通常、上司に向けては敬礼、同期や後こう輩はいに向けては今のように左胸を軽く叩く動作で応おうじることになっている。

　リリアも負けじと、騎士団の記き章しようがついた左胸を叩いてみせた。

　そしてネプトゥス隊の詰所へと、勢いきおいよく走り出したのだ。
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　ネプトゥス隊の詰所は、王族が住まう宮きゆう殿でんのすぐ横にあった。

　騎士団長や各隊長の執しつ務む室がある建物に入り、内部を抜けて再び空の下に出る。右には立りつ派ぱな馬ば房ぼうがずらりと並び、左には練れん兵ぺい場じようのような広場があった。

　そしてその向こうは真まっ青さおな海だ。おそらく水棲馬に乗るなりすぐに出しゆつ陣じんできるようにと考えられているのだろう。地面と海面の段差は極きよく力りよく少なく造られている。

「わぁっ、水棲馬だわ……！」

　馬房に目をやった瞬しゆん間かん、そこに収まる水棲馬が視界に飛び込んできて、リリアの興奮は頂ちよう点てんに達した。幼おさない頃から憧れていた聖せい獣じゆうが、すぐそこにいることが信じられなかった。

「きれい……」

　間ま近ぢかで見た水棲馬は、遠くから眺ながめた時の何十倍も美しかった。

　黒光りする体たい毛もうは神しん秘ぴ的てきなほどつややかで、しなやかな体を作る筋肉は芸術作品のよう。長いたてがみや尾おは、風に揺ゆれる度たびにきらきらと輝かがやいていた。

　そしてなんといっても、額ひたいの中心から生えている螺ら旋せん状じようの角つのだ。灰色の大きなそれが、水棲馬の存在をより圧あつ倒とう的てきに見せている。

「────っ！」

　ふいに一頭の水棲馬と目が合った。その紺こん碧ぺきの瞳ひとみが、こちらをじっと見つめてくる。

　たったそれだけのことで心の中まで見み透すかされたような気がして、リリアの気持ちは自然と引きしまった。いつしかリリアと水棲馬の間には、厳おごそかな空気が流れている。

「君っ！　そこの新入りちゃん！」

　声をかけられたことには、少し遅おくれて気がついた。

　ふと振り返ると、目の前に背の高い男性隊員が立っていた。

　焦こげ茶色の髪かみと黒い瞳の、優やさしげな顔立ちの青年だった。着き崩くずし気ぎ味みの隊服はもちろん黒。ネプトゥス隊の先輩隊員である。

「ねえ新入りちゃん、水棲馬に会えて嬉うれしい？」

　彼はにこやかに微笑ほほえみながら、そんな質問をしてきた。

「ええ、それはもちろん……騎士団に入団してよかったと心から思ってます」

「なるほど、つまり水棲馬に超会いたかったと。そういうわけだね？」

「ちょ、超？　ええと……はい、超会いたかったです」

　その砕くだけた言葉づかいに戸と惑まどいながらも、リリアはしっかりと頷く。

「そっかそっか、それはよかった。ちなみに俺は君に超会いたかったよー！」

　彼はそう言うなり、リリアの肩に手を回し、がばっと抱だきついてきた。

「ええ!?　な、何するんですか……！　困こまります！」

　全力で抵てい抗こうするが、成人男性の力にはさすがに敵かなわない。彼はリリアの肩を抱いたまま、「ちょっとこっち来て」と、リリアをずるずる引きずり始める。

「やっぱり女子隊員はいいねー。反応が新しん鮮せん！」

　いったいなんだこの痴ち漢かん男おとこは！　リリアは次し第だいに苛いらついてきた。

　だいたい女性の体に断ことわりなしにふれてくるなんて、もはや犯はん罪ざいの域いきだ。これは絶対に仕し返かえしを──というか、社会的制せい裁さいを与えるしかない！

「今すぐ手をどけなさい、このド変へん態たい！　いいかげんにしないと猥わい褻せつ罪ざいで訴うつたえるわよ！」

　すると次の瞬間、辺りからどっと笑い声が湧わいた。

「ジュゼ副隊長、ド変態呼ばわりされてますよ！」

「まあ、その言葉に偽いつわりなしっすよね！　でもさすがに猥褻罪はまずくないっすか？」

「おいおいおまえら、超失礼だなー。いくら俺でも子供に手は出さないよ？　この新入りちゃん、確か俺の妹と同じ歳としなんだよねー」

「うわっ、出た！　副隊長のシスコン話！」

「って、俺まだシスコン発言なんにもしてなくない？」

　ええ？　どういうこと？　リリアはぽかんとしながら辺りを見回した。

　いつしか練兵場には、ネプトゥス隊の隊員たちがずらりと並んでいた。その横にはリリアと同じ白隊服の隊員たちが整列している。新隊員の数は、ちょうど十名だ。

「あのね、新入りちゃんが水棲馬に会いたかった気持ちはよーくわかるんだけど、まずはここに並んでね。今からネプトゥス隊の定式朝礼を始めるから」

「ご、ごめんなさい……！　申もうし訳わけございませんでした！」

　リリアは自分の定位置につくなり、ぺこぺこと平ひら謝あやまりした。

　隊員たちが居並ぶ中、一人水棲馬を見て浮うかれたあげくに、呼びに来てくれた副隊長のジュゼを『ド変態』呼ばわりしてしまった。これはかなりのマイナス印いん象しようである。

「あ、そんなに気にしないでねー。俺ってばかなり適てき当とうでゆるいから。──でもうちの隊長はこうはいかないから、怒られないよう気をつけてね？」

　ジュゼは隊員たちと向かい合うように立つと、「さて、隊長のおでましかな」と、執務棟とうの方角へ視し線せんを向けた。その途と端たん、辺りの空気が一いつ気きに張り詰つめる。

　それだけでわかった。ネプトゥス隊の隊長はおそらく、とても厳しくてとても有ゆう能のうな人物なのだろう。だから部下たちは皆みな、こんなにも緊きん張ちようするのだ。

　やがて執務棟の辺りから、カツカツと石いし畳だたみを踏ふむ足音が聞こえてきた。

「ジュゼ、全員[image: 揃]そろったか！」

　同時に聞き覚えのある声が聞こえたような気がしたが、それが誰だれのものだったのか、リリアは思い出せなかった。

「隊員五十名。仮配属になった新入り十名。全員[image: 揃]ってるよ」

　ジュゼが気き安やすく答えた。もしかするとジュゼと隊長は、同期か何かなのかもしれない。

　そんなことをぼんやりと考えていた。

「では王立騎士団ネプトゥス隊、新入りの入隊式を含ふくめた定式朝礼を始める！」

　そこでようやく、『暴君』と[image: 噂]される隊長がリリアたちの前に現れた。

「……え？」

　リリアは首を傾かしげて目を瞬しばたたいた。その人物が、知っている人によく似ていたからだ。

　──クラウディオさん？　に、ものすごくよく似たそっくりさん？

　ジュゼの隣に並んだ隊長の顔は、どこからどう見てもクラウディオのそれだった。

　ケープ付きの黒隊服──おそらく隊長用のそれを整せい然ぜんと着こなし、左胸には王立騎士団の記章とネプトゥス隊の記章、そして隊長階級の記章をつけている。

「俺がネプトゥス隊の隊長、クラウディオ・アンフォッシだ。よろしく」

　ああ、やっぱりそうよね。そっくりさんじゃなくて、クラウディオさんその人よね。

　リリアはうんうんとひとしきり頷いて──頷いた後に、やっと状じよう況きようを理解した。

　ええ!?　あの人がネプトゥス隊の隊長ってどういうこと!?

「まさか、噓うそでしょう!?」

　思わず叫さけんだ瞬間、その場にいた全員の視線がリリアに集中した。先輩隊員の視線も、同期の新入り隊員の視線も、例に洩もれずクラウディオの視線も、だ。

「おまえ……っ!!」

　現状を把は握あくしたクラウディオは、リリア以上に驚いているようだった。リリアのことを指差したまま口をぱくぱくし、言葉にならない声を漏らしている。

「クラウディオ？　どうかしたの？」

　隣に立っているジュゼが眉まゆ根ねを寄よせた。

「いや、あいつが……！」

「彼女がどうかした？　今年の新入りの女の子ちゃんだけど」

「いや、だからあいつが……そう、あいつが！　あいつが気分悪そうなんだ！」

　はぁ!?　リリアは声に出さずに困こん惑わくした。

「おい、そこの新入り、おまえ今にも死にそうに気分が悪いんだろ！」

「いえ、わたしはこんなに調ちよう子しがいいのは五年に一度かというほど絶ぜつ好こう調ちようで……！」

「初日だからといって無理をする必要はない！　俺が医務室に連れてってやる」

「ええ!?」
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　クラウディオはずかずかと歩み寄ってくると、リリアの手をとって歩き始めた。

「ちょっと、クラウディオさ──」

「名前を呼んだら息の根ねを止める……!!」

　その直後、彼の全身から邪じや悪あくな空気が放はなたれたような気がして、リリアは咄とつ嗟さに口を噤む。こちらを振り返った彼は、尋じん常じようじゃないほどの極ごく悪あく顔がおをしていた。

「ちっ……せいぜい気分悪いふりをしておけ！」

　クラウディオはリリアを引きずるようにして、早はや足あしで歩き続けた。

　そして執務棟に入り、隊員たちの視線から逃のがれた瞬間。

「おまえっ、なんでここに……！」

　リリアの体を、執務棟の内ない壁へきにぐっと押しつけてくる。さらに彼の両手が、リリアの顔の横にドンッと叩きつけるように置かれた。

「ち、近い……！　クラウディオさん、顔が近いです！」

「おまえ、何か間ま違ちがってここにいるんだろ？　迷まい子ごか？　迷子だよな!?　あぁ!?」

　クラウディオは唇くちびるの片かた端はしをぴくぴくさせながら詰め寄ってきた。

「迷子なんかじゃありません！　わたし、今日からここに配属されたんです！」

「おまえのような超ちよう絶ぜつ不ぶ器き用よう娘むすめがか！」

　どうやら昨日きのうの調理場での一件から、そのような印象を抱いだかれているらしい。

「噓だろう？　おまえが俺の隊に……？」

　クラウディオはあんぐりと口を開け、呆ぼう然ぜんとしていた。もはやリリアの存在などどうでもいいのだろう。「こいつを入れたのはどこのバカだ……！」と、怒りに震ふるえている。

「そうか……今日から始まるおまえの仕事とは、これのことか」

「ええ。わたしにとっては念ねん願がんのネプトゥス隊なんです」

「──ならば今すぐやめろ」

「は……？」

　言われたことの意味がわからず、一瞬、思し考こうが停止した。

「だから今すぐ除じよ隊たいしろっつってんだこのアホが!!」

「なっ……ふざけないでください！」

　さすがに黙だまっていられなくて、リリアは怒りを爆ばく発はつさせる。

「わたしにはここでなくちゃダメな理由があるんです！　だってあの時、わたしを助けてくれたのはネプトゥス隊だったから……！」

　そこまで言いかけた時、リリアの脳のう裏りに幼い頃の記き憶おくがよみがえった。

　それはリリアが五歳になったばかりの夏の日のこと。リリアの誕生日を祝う、船上パーティーの最中に起きた事件の光景だった。

「パパ、ママ……助けて！」

　あの日、客人を呼んでの華はなやかな宴うたげは、リリアの叫び声によって雰ふん囲い気きを一いつ変ぺんした。

　客人に紛まぎれ、船に乗り込んでいた暴ぼう漢かん──隣国の間諜スパイたちが、リリアの首元に白はく刃じんをつきつけ、船を乗っ取ろうとしたのだ。

　その時リリアは、心が凍こおりつくほどの恐きよう怖ふを感じ、気を失うしないそうになった。

　それでもその直後の出で来き事ごとは、はっきりと覚えている。

「ネプトゥス隊だ……！　水棲馬が来たぞ！」

　客人の一人が指差す方角に視線をやると、水棲馬がこちらへ向かって海の上を駆かけてくるところだった。その背にまたがるのは剣をかまえた騎士たちだ。その数、およそ二十頭程度だったと記憶している。

「王立騎士団ネプトゥス隊だ！　おまえたち、隣国ノワールの間諜だな!?」

　彼等は甲かん板ぱんの上に降り立つなり、あっという間に暴漢たちをやっつけた。そして泣きじゃくるリリアを抱き上げ、「もう大丈夫だ」と両親の元へと連れて行ってくれたのだ。

「あの、ありがとう！」

　船から去りゆく彼等に精せい一いつ杯ぱいの礼を告げると、彼等は誇らしげにネプトゥス隊の記章が下がる左胸を叩いた。その姿を目にしたリリアは、その時こう思ったのだ。

　なんてかっこいいのかしら、と。

　いつかわたしも、絶対にネプトゥス隊の騎士になってみせる!!　と。

「わたし……子供の頃に、ネプトゥス隊に助けられたんです。それからずっと憧れていました。王立騎士団ネプトゥス隊の、騎士になることを」

　毅き然ぜんとした眼まな差ざしをクラウディオに向けると、彼は「だからなんだ」と睨み返してきた。

「ですから絶対に除隊しません！　クラウディオさんになんと言われようと！」

　するとクラウディオは、今度は「ちっ」と見せつけるような舌した打うちをする。

「クソ面めん倒どうくせぇ──が、とりあえずやるしかないということか」

「え？」

　その直後、リリアの顔の横からクラウディオの手が離れていった。

　彼は深しん呼こ吸きゆうしながら瞼まぶたを閉じ、やがて自らの左胸──記章の下がる場所をトンッと叩く。

　その動作に思わず見とれていると、クラウディオの青い瞳がこちらに向けられた。

「────っ！」

　目が合った瞬間、その鋭するどい眼差しに、リリアの心しん臓ぞうは射い貫ぬかれてしまいそうになった。

「いいか、俺はネプトゥス隊の隊長で、おまえは今日入ったばかりの新入りだ。俺たちは今日が初対面だ。一いつ緒しよに暮くらしてなどいない。──わかるな？」

「ええ、それはもちろんわかりますけど……」

「けど、なんだ」

「うっかり『クラウディオさん』て呼んでしまったらどうしようって」

　ドゴッ。クラウディオの拳が、リリアの顔の横の壁かべにめりこんだ。

「呼びたければ呼べ。ただしその瞬間に、おまえを殺しちまうかもしれないけどな」

「ぜ、絶対に呼びません……！」

　リリアが半泣き状態になると、クラウディオはふうっと長い息を吐く。

「真ま面じ目めな話、バレたら出て行ってもらう。隊長である俺が一隊員と同どう居きよするのはまずい」

　それはもちろん、言われなくてもわかっている。そもそもリリアだって、クラウディオと二人きりで暮らしていることが親にバレたら大おお事ごとだ。

「……あの、わたし頑張ります。絶対にバレないようにしますから」

「あたりまえだ」

「だからお手て柔やわらかにお願いしますね、隊長」

　決けつ意い表ひよう明めいの代わりに、彼のことを役職名で呼んでみる。控ひかえめな敬礼をおまけにつければ、クラウディオは虚きよを衝つかれたように全身の動きを止めた。

「隊長？」

　リリアが小首を傾かしげると、クラウディオはその仏ぶつ頂ちよう面づらをふっと緩ゆるめた。

「──上じよう出で来きだ。そのままいい子でいてくれると助かるんだがな」

　白い手袋を着けた手が、リリアの頰ほおをポンと撫なでる。

「五分後に来い。うまいこと言っておく」

　そう言い残して、クラウディオは春空の下に飛び出して行った。彼のコート風の隊服の裾すそが、リリアの目の前で鮮あざやかにひるがえる。

「……うそ。今、クラウディオさん普通に笑った？」

　初めて目にした彼の笑顔は、想像していたよりもずっと柔らかなものだった。
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　その後リリアは、無事に定式朝礼に合ごう流りゆうした。

　朝礼ではクラウディオの口から、新隊員の今後の予定や配属条じよう件けんが説明された。

　新隊員には今後、水棲馬が一人につき一頭ずつ与えられるらしい。それの世話全般をするのが新隊員たちの唯ゆい一いつの仕事であり、最終試験なのだとか。

　水棲馬は、いにしえに海神ネプトゥスより与えられし聖獣である。

　彼等は気け高だかく、賢かしこく、自分の主人を自みずから決めると言われている。

　そのため仮配属となった見習い騎士は、水棲馬に尽つくし、己おのれの信しん念ねんを示しめし、主あるじだと認めてもらえるよう努つとめる必要がある。

　そして主となり得たものだけが、ネプトゥス隊に正式配属されるのだ。




「水棲馬に選ばれる基準は、水棲馬に対する熱意や騎士自身の性質や信念、また心の善よし悪あしとも言われている」

　隊員たちの前に立ったクラウディオは、よく通る声で説明を続けていた。

「だが実じつ際さいのところはよくわからん。そういったものは全すべて目に見えない不確かなものだ」

　辺りは静まり返っていて、時とき折おり、波の音が聞こえてくるだけだった。

「いいか、惜おしまず努ど力りよくしろ。そして熱意を示せ。そうすれば二十日後には必ず、おまえたちの隊服は黒に変わっているはずだ！」

　リリアを含めた新隊員たちが、「はいっ！」という返事と共ともに敬礼する。

「毎年半数以上は落とされる。水棲馬とはそういう厳しい生き物だ。けれど最後まであきらめるな！　──以上、定式朝礼を終了する！」

　その声を合あい図ずに、ネプトゥス隊全員がクラウディオに向けて敬礼した。

「あとはジュゼ、副隊長のおまえが指揮を執れ」

　指名されたジュゼが、「りょーうかい！」とにんまり笑う。

「じゃあ今からやろっか、恒こう例れいの！」

　恒例の？　新隊員たちはそれぞれ不ふ思し議ぎ顔がおで首を傾げた。

「ほら、新入りたちに例のものを渡しちゃってー」

　するとすぐに、先輩隊員たちが長い棒ぼうのようなものをどこかから持ち出してきた。所ところ々どころに鉄の装そう飾しよくがほどこされたそれは、槍やりの柄えの部分によく似ている。

「危ないから刃は取り外はずしたんだよねー。それなら思いっきり振り回せるし！」

　辺りを見回すと、先輩隊員たちも皆、同じものを手にしていた。

「おい、趣しゆ旨しくらい説明してやれ」

　見るに見かねたのか、クラウディオが口を挟はさむ。

「えっとねーうちの隊に代々伝わる新入り歓かん迎げい会かいなんだけど、新入り対先輩隊員で、なんでもありの剣術大会やるから。合図とともに全員ごちゃまぜね。で、武器はそれ」

「えっ、マジっすか!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、新隊員のうちの一人だ。

　ちなみにネプトゥス隊の今年の新隊員は、リリアを含ふくむ四人が女子、それ以外の六人が男子である。先輩隊員たちの中には、女子隊員は一人も見当たらない。

「まあ、一人あたり三人もぶっとばせたら上出来でしょー。クラウディオは強すぎるから不参加だし、とりあえず死なない程度に頑張ってよ。ね？」

　死なない程度とは、いったいどんな程度だろうか。リリアは怪け[image: 訝]げんな顔をジュゼに向ける。

「あっ、女子隊員ちゃんには手て加か減げんね。ぶっとばしたら俺が怒っちゃうよー」

　ジュゼは優しさからそう言ったのだろう。けれどそれが、リリアの神しん経けいを逆さかなでした。

　──ここまできて手加減されるなんて、冗じよう談だんじゃないわ！

　そう思ったと同時、槍の柄を握る手に力がこもる。

　リリアは水棲馬に乗って闘たたかうためにここに来た。そしてそれだけの訓くん練れんも、幼い頃から充じゆう分ぶんすぎるほどに受けてきた。事実、成績優秀者としてネプトゥス隊に配属されたのに、女だからというだけで手加減されるなんて面おも白しろくない。

「よし、じゃあ始めっ！」

「コルテーゼ、まいります！」

　合図が出た瞬間、リリアは居並ぶ先輩隊員たちに向かっていち早く駆けだしていた。

「あっ、バカ……！」

　クラウディオの声が耳を掠かすめたような気がしたが、もう止まらない。

『敵が大勢いる時は、まず組織の頭を狙ねらえ。そいつを落とせばすぐにザ・殲せん滅めつだ！』

　頭の中に剣術の師しの教えが響き渡る。──ということは、狙いは副隊長のジュゼ一人！

「失礼します！」

　全開疾しつ走そう。最後の一歩を大きく踏み込み、ジュゼめがけて槍の柄を振り下ろす。

「おっと、元気がよくて可愛いねー！」

　ジュゼは余よ裕ゆうの表情でひょいと後あと退ずさり、空あいた空間に先輩隊員たちがなだれ込んだ。彼等は武器をかまえてリリアの行く手を阻はばもうとする。

「邪じや魔まです、どいてください！」

　相手の手元を狙って突つきを繰くり出し、そのまま隣の隊員の胴どうを払う。振り返る勢いで背後に迫せまる隊員二人を突き倒たおし、これで四人始し末まつ！

「頼むよ女子隊員、怪け我がしないでくれよ！」

　足あし下もとへの攻こう撃げきを飛び上がってかわす。着地の次の足で踏み込み、正面にいる隊員二人を蹴けり倒した。その後もなんだかんだと小こ競ぜり合いが続き、十人始末したところでやっとジュゼが登場する。

「まいったな、新入りちゃん──確かリリアちゃんだっけ？　ちょっと強すぎない？」

　周りに群むらがっていた先輩隊員たちが数歩退ひいた。

　リリアとジュゼの戦いを邪魔する気はないとの意い思し表ひよう示じだ。

「──手加減しろとかおっしゃらないでください。失礼です！」

「うーん、失礼かどうかは、手を合わせてから決めよっか、な！」

　ジュゼの先制攻撃。振り下ろされた槍の柄を一いつ旦たん受け止め、すぐに横に流す。が、彼の力は思いのほか強かった。リリアの手が痛いほどに痺しびれてしまう。

「ほら、気を抜ぬいてると危ないよー？」

　胴を払われそうになり、瞬時にかがんでやり過ごす。負けてたまるかと、意い表ひようを突いて横に飛んだ。そのままジュゼの膝ひざを狙って槍の柄を振り回すが、あっけなくかわされる。

「あっ……」

　槍の扱あつかいに慣なれていないせいか、勢いよく振り回しすぎて体たい勢せいを崩した。

　──いけない、副隊長がこの隙すきを見み逃のがすはずがないわ！

　体がぐらりと揺れたその一瞬、リリアの動きが完全に停止してしまう。

「っと、これで決まりか、な！」

　案あんの定じよう、ジュゼが振り上げた槍の柄が、リリアの手元めがけて正確に下りてきた。

　くやしい、完全に負けた！　そう確かく信しんして、リリアはぎゅっと目をつぶる。

　だがその時。

「──ジュゼ、やめろ」

　何か硬かたいものを叩くような音と共に、クラウディオの声がした。

　反射的に目を開くと、なぜかリリアの目の前にクラウディオの背中があった。ジュゼが振り下ろした槍の柄は、クラウディオの右腕うでが完全に止めている。

「クラウ、いきなり出てきたら危ないよ！」

「おい、俺をみくびるなよ」

「どうしたの？　俺がリリアちゃんを本気で殴なぐると思って心配になっちゃった？」

「アホか。趣旨が変わってるからもうやめておけと言ってるんだ」

　言われて辺りを見回してみると、闘っていたのはどうやらリリアとジュゼの二人だけらしい。他の隊員たちは早々と手を止め、この闘いを観戦していた。

「歓迎会はこれで終わりだ。総員、仕事に戻れ！　新隊員たちはジュゼの前に集合！」

　クラウディオが声高らかに命めいじると、隊員たちはクモの子を散ちらしたようにその場から去っていった。

　──よくわからないけれど、これで終わりだということ？

　その場に取り残されたリリアも、ふうっと息を整ととのえ、ジュゼの前へと向かう。

「この跳はねっ返りが……何が嗜たしなむ程度だ」

　クラウディオのそんな呟つぶやき声は、海風に流され、リリアの元までは届かなかった。
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　その後リリアは、初日の勤務を終えアンフォッシ家へと戻った。

　そして食事やら風ふ呂ろやらを済ませ、玄関近くの階段裏にひっそりと座すわり込んだ。

　それは帰き宅たく直後のクラウディオを捕つかまえるためだったが、しかし彼は夜が更ふけてもなかなか帰ってこなかった。

「クラウディオさん、遅おそいなぁ……」

　本日、説明を受けたところによると、平隊員は時に夜勤業務を義ぎ務むづけられるらしい。

　だがクラウディオやジュゼといった役職付きは、基き本ほん的てきに日勤のみとのことだった。

「それなのに、いつもこんなに遅いのかしら……」

　と、その時。ガチャガチャと鍵を使う音がして、玄関扉とびらが押し開けられた。

　階段裏からこっそり顔を出せば、隊服姿のクラウディオが家の中に入ってくる。

　──帰ってきた！

　しかし彼は、なぜだか入り口で足を止め、家の中をきょろきょろ見回し始めた。

「違ちがう……これはあの娘だ。あのバカ共が帰ってきたわけじゃない」

　どうやら家の中に灯りがついていたことに困惑しているらしい。

　──そうよね。今まで誰もいないことが日常だったんだもの、慣れない光景よね。

　そう思い至いたった瞬間、リリアはふと疑ぎ問もんを覚える。

　そういえば、彼の両親はどこにいるのだろうか？

　弟の話はしつこいほどに聞かされたが、親に関する話は一つも出なかった。もしや彼が先ほど呟いた、『あのバカ共』との言葉。それが彼の両親を指すものなのだろうか？

「あの……おかえりなさい」

　リリアがひょいと姿を現すと、クラウディオは虚を衝かれたように口を開けた。

「クラウディオさん？　おかえりなさい？」

　聞こえていないのかと繰り返せば、今度はぎろりと睨みつけられる。

「おい、俺はおまえに出迎えを頼んだか？」

　なるべく俺に関わるな。クラウディオからそんな忠ちゆう告こくをされたのは、つい昨日のことだ。それを思い出した瞬間、リリアは階段裏にサッと身を隠かくしていた。

「べ、べつにお出迎えしようとしたわけじゃ……！　たまたまここに立ってたら、ちょうどクラウディオさんがお帰りになったので……」

「その『クラウディオさん』っていうの、やめろ」

「えっ、どうしてですか？」

「おまえが上う手まく使い分けられるとは思えない」

　クラウディオは吐き捨てるような調子でそう言った。

「ええと……ということは、家の中でも『隊長』ということですよね？」

　リリアは彼の後を追って、居間の中へと入っていく。と、クラウディオは、隊服の上着を脱ぬぐなり、こちらに向けてぶん投げてきた。

「ちっ……なんて格かつ好こうしてるんだ。うざいからそれでも羽は織おっとけ！」

「わっ、すみません……！」

　風呂を済ませたリリアは、薄うす手での白いワンピース姿だった。夜よ着ぎにしているそれは、襟えり元もとが少し広めなものの、手足はきちんと隠れるタイプのものである。

　それの何がいけないのかわからぬまま、とりあえずクラウディオの命令に従したがった。彼の大きな上着には、彼の温かな体温が残っている。

「で、俺に何か用か」

　クラウディオはシャツの襟元を緩めながらソファに腰こしを下ろした。テーブルの上に置いてあるワイン壺つぼに手をのばし、赤あか紫むらさきの液体をぐいっと口に含んでいる。

「あの……今日はいろいろとご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした」

　それは今日のうちにクラウディオに伝えようと、頭の中で考え続けていた言葉だった。

　すると彼は、ワイン壺をテーブルに戻し、ちらりとこちらに視線を向けてくる。

「バレたら本気で追い出すからな」

　重ねての警告に、リリアは「はい！」と、手袋を着けた手で敬礼した。

「そうならないよう努力します！」

　その姿を見て、クラウディオは目を丸くしたようだった。確かにワンピース姿で敬礼とは、あまりにもちぐはぐだったかもしれない。

「話が済んだらさっさと寝ねろ。明日も早い。遅ち刻こくしたら本気で血ヘド吐かせるぞ」

　居間に置かれている柱はしら時ど計けいの針は、すでに深夜一時近くを指していた。

「……隊長は？　いつも遅くまで起きてらっしゃるんですか？」

　おっかなびっくりたずねてみると、意外にもクラウディオは「そうでもない」と、普通の調子で答えてくれる。

「俺も弟に手紙を書いたら寝るつもりだ」

「そうですか、弟さまに手紙を……ん？　手紙？」

　手紙。口の中で繰り返した瞬間、リリアの顔からさっと血ちの気けがひいていった。

「そういえば明日で三日……完全に忘れてたわ！　三日に一度って約やく束そくしたのに！」

　娘バカな父親のことだ。三日に一度の手紙が届かなければ、「騎士団退団──!!」と叫さけびながら、アンフォッシ家の玄関扉を叩きまくるに違いない。

　そうなれば二人きりの同居もバレて、大事になってしまう。

「わ、わたしも手紙を書いてから寝ます！　ではおやすみなさいませ」

　リリアはクラウディオの上着を脱ぐなり、夜着のスカート部分をつまんで膝を曲げた。そしてそそくさと居間を後にしようとしたが──。

「──リリア！」

　予想外に名前を呼ばれて、思わず全身の動きをぴたりと止めてしまう。

「……？？　はい？　なんでしょうか？」

　目をぱちぱちしながら振り返れば、クラウディオの青い瞳と視線が交わった。

「おまえ、今日みたいな無む茶ちやはもう二度とするなよ」

「……？　無茶ってなんですか？」

　言われたことの真意がわからず、リリアはひとしきり考え込む。

「今日の歓迎会での立ち会いみたいなことだ」

　さらりと指し摘てきされた瞬間、今度は若じやつ干かんの苛つきを覚えた。

「そんな、どうしてあれが無茶になるんですか？　だってあそこは騎士団なのに……」

　そう、あそこは王立騎士団ネプトゥス隊だ。

　剣を片手に国を守る──そう決意した者たちが集つどう場所である。

「だがおまえは女だ。もう少し考えて行動しろ」

「でもわたしだって……！　実力を認められてネプトゥス隊に仮配属になったんです。三百人の中から選ばれたんですよ？　だったら女だからとか関係ないはずです！」

　リリアにだって、選ばれたなりの矜きよう持じがある。

　しかしそれを主張した直後、クラウディオに「違う！」と怒ど鳴なりつけられた。

「勘かん違ちがいするな。べつに優秀だから仮配属になったわけじゃない」

「え……？」

　リリアが呆然としていると、すっくと立ち上がったクラウディオが、こちらに近寄ってきた。背の高い彼は、リリアのことを至し近きん距きよ離りから見み下おろすようにしてくる。

「新隊員十人のうち四人が女。多すぎるとは思わなかったか？」

「え……？　あれ？　そういえば……」

　言われてみれば、確かに不自然に多い。だが今の今までリリアは気づきもしなかった。

「ネプトゥス隊は海からの敵を撃破する精せい鋭えい部隊だ。事実上の敵であるノワール王国との戦せん闘とうは数年に一度だが、それでも怪あやしいと思った船は必ず止めて内部を確認する。だが船には女が乗っている場合がある。……あとは言わなくてもわかるな？」

　つまり、女性を相手にするからには、隊にも女子隊員が必要だということだ。

「でも、だったら今までどうやって……」

「昨年まではうちにも女子隊員がいた。だがとある理由で退団した。そのため今年は絶対に女子隊員を入隊させる必要がある。今年の新隊員に女が多いのはそれが理由だ」

　その時、リリアは冷ひや水みずを浴あびせかけられたような心ここ地ちになった。

　──勘違いするな。べつに優秀だから仮配属になったわけじゃない。

　先ほどクラウディオが口にした言葉が、頭の中でぐるぐると渦うずを巻いている。

「女子隊員四人の中に水棲馬の主として認められる者がいたら、そいつをネプトゥス隊に正式配属する。──が、騎士としてではない。俺かジュゼの従騎士として、補助隊員としてだ。つまりもしおまえが正式入隊したとしても、実戦で使うことはない！」

「────っ!!」

　リリアの瞳が衝しよう撃げきに揺れた。

　今、彼はなんて言った？　頭の中で反はん芻すうしようとするが、思考が上手く回らない。それどころか息も上手にできなくて、リリアは喘あえぐような呼吸を繰り返すばかりだ。

　──水棲馬に乗れても、騎士にはなれない？　隊長か副隊長の従騎士？

「おそらく一両日中にジュゼから説明があるはずだ」

「でもわたしはそんなの絶対に嫌です……!!」

　絞り出した声は、悲ひ鳴めいのようなものになった。

「わたし、騎士になるためにここに来たんです……！　いくら水棲馬に乗れたって、補助隊員なんて……従騎士なんて絶対に嫌！」

　そう、それを受け入れてしまえば、リリアの幼い頃からの夢は潰ついえてしまう。

　五歳の頃、偶ぐう然ぜんにもネプトゥス隊の騎士に救われた。その一件で心を揺さぶられ、彼等の姿に激しく憧れた。その気持ちを捨てることなど、今さら不ふ可か能のうだ。

「上の方ほう針しんだ。あきらめろ」

「あきらめません！　水棲馬の主になって男子隊員よりも強くなって、必ず夢を叶えます。だって戦力になるんだったら女子隊員だとか関係ないはずです！」

　するとクラウディオは、リリアを残してさっさと居間から出て行こうとした。

「とにかく、そういうことだからおとなしくしてろ！」

　しかしリリアは、間かん髪はつ容いれず口を開く。

「絶対に嫌です！　だって『女なのに』とか『淑しゆく女じよが騎士なんて』とか散さん々ざん言われて、それでも頑張ってきたのに！　それなのに今度は『女だから』って騎士になれないんですか？　そんなのひどすぎます……！」

「────っ!!」

　胸に抱いた苦く悩のうをぶつけると、クラウディオは絶句したようだった。居間の出入り口でぴたりと足を止め、ゆっくりとした動作でこちらを振り返る。

「おまえ……」

　だがやがて、彼はうんざり顔で溜ため息いきを吐いた。

「おまえの事情はどうでもいい。が、とにかく騎士になるのはあきらめろ。それが嫌なら今すぐ騎士団をやめちまえ！」

　彼はそのまま自分の書斎へと入り、叩きつけるようにドアを閉めた。

　その背を見送ったリリアは、喉のどに落ちてきた涙をぐっとのみ込んだのだ。










[image: ]




　翌よく朝あさ、リリアは最悪な気分で目を覚さました。

　前夜にクラウディオから告つげられた事実が衝しよう撃げき的てきすぎて、リリアの心の中に大きな影かげを落としていたのだ。

　それでもリリアは、出勤時間までには、自分の気持ちをなんとか立て直そうと努ど力りよくした。

　なぜなら悩なやんでいる暇ひまはないし、選べる選せん択たく肢しもないとわかっていたから。

　騎き士しになることをあきらめない限り、リリアにできることは『頑がん張ばり続けること』だけなのだ。──昨さく夜や、クラウディオに宣せん言げんしたとおりに。

　そして自分の目的と現状がはっきりすれば、リリアの切り替えはそこそこ早かった。

　元々リリアは前向きな性格である。そこに『大だい丈じよう夫ぶ』という魔法の言葉が加くわわれば、あきらめずに前に進んでいける。そう思っていた。




「おっはよー新入り諸しよ君くん。昨日きのうはよく眠れたー？」

　本日も新隊員の面めん倒どうをみてくれるのは、副隊長であるジュゼだ。

　彼は馬ば房ぼうの前に整列するリリアたちの元に、相あい変かわらずの軽い調ちよう子しで現れた。

「早さつ速そく今日から水棲馬スイレーナの世せ話わをしてもらうから。どの水棲馬を担たん当とうするかは無む作さく為いに選ぶけど、それで結果が左右されることはないから安心してねー。水棲馬は絶対に公平だから」

　すると新隊員の一人が、サッと右手を上げた。

「副隊長、質問させてください！」

「どうぞー？」

「なぜ水棲馬が公平だとおわかりになるのですか？」

「それはねー、神しん殿でんにある『サラキアの書』にそう書かれてるから！　ネプトゥス隊にとってサラキアの書に書かれていることは絶対なんだよねー」

　ジュゼは得とく意いげな顔で、胸を張っている。

「副隊長、サラキアの書は確か、僕たちにも読む資格がありましたよね？」

「ネプトゥス隊に入隊した者ならオッケーだからね、今なら大丈夫だよー」

「では今度、神殿に行ってみます！」

　新隊員は目を輝かがやかせて、ぴしっと敬けい礼れいした。

　──サラキアの書って確か、海神ネプトゥスの妻つま、サラキアが書き残したものだったわよね。

　リリアは頭の中の記き憶おくを探り始めた。

　サラキアの書には、水棲馬に関する情報や、『サラキアの宝石』について記き述じゆつされていると聞いたことがある。

　ちなみにサラキアの宝石とは、ネプトゥスが妻、サラキアに贈おくったとされる『海の宝石』のことだ。なんでもかなりの昔に、ネプトゥス隊の伝説的な騎士に授じゆ与よされたこともあるのだとか。

「他に質問ある？　ないなら俺が女子隊員ちゃんに彼氏の有う無むを聞いちゃうよー？」

「副隊長、そういうことしてると、また隊長に怒られますよ！」

　割って入ってきたのは、ジュゼの後うしろに控ひかえていた先輩隊員だ。

「だいじょーぶ！　おまえがクラウディオに言わなければバレないから。っていうか、目の前に女の子がいるのに口く説どかないってのは失礼でしょー」

　ジュゼは新入りの男子隊員に向けて、「ねえ？」と同どう意いを求めている。

「ってことで、端はしからどうぞ！　彼氏いる？　いない？」

　リリアの左側に並んでいた女子隊員三人が、「えー」と照てれながら「います」だの「いませーん」だの返答していった。なんだかんだ言って、みんな楽しそうである。

「じゃあ最後は……リリアちゃんか！　昨日は大丈夫だった？　怪け我がとかしてない？」

「ええ、ご心配いただいてありがとうございます」

「じゃあリリアちゃんに限っては、彼氏云うん々ぬんの質問はなしってことで。以上で終了！」

「えっ、どうしてですか？」

　思いも寄よらぬ展開に、リリアは紫むらさき色の目を丸くした。

　べつに質問されたかったわけじゃない。けれどリリアにだけ興きよう味みを示しめさないなんて、いくらなんでも失礼じゃないだろうか。

「あのさ、昨日も言ったけど、リリアちゃんって俺の妹と同じ歳としなわけよ。しかもなんとなく印いん象しようが被かぶるんだよねー。それでもって俺は、どうしようもないシスコンなわけ」

　すると先輩隊員が、うんざり顔で口を開いた。

「副隊長のシスコン話は始まると長い。だから間ま違ちがっても話を振るな！」

「それでね、俺としては妹に彼氏なんてものがいたら絶対に許ゆるせないの。で、リリアちゃんも妹に似てるからさー、ついでに彼氏なんていないでほしいわけ。わかる？」

　そんなことを言われても、さっぱりわからない。

　というか、妹に似ているだけのリリアにそのような感情を抱いだくなんて、いったいどれほどのシスコンだというのだろうか。おまけに隊長のクラウディオは重度のブラコンなのだから、この隊は何かがおかしい。

「じゃあ楽しいお喋しやべりはここまで！　そろそろクラウディオが出てくるかもしれないからねー。さっさと始めようか」

　ジュゼはパンッと手て拍ばたきをすると、「出してくれるー？」と、馬房に向かって叫さけんだ。

　すると先輩隊員たちに連れられた水棲馬が、馬房からぞろぞろと姿を現す。

　その数、ちょうど十頭。新隊員の人数と同じである。

「わぁっ、近い……！」

　リリアがつい感かん嘆たんの声を漏もらすと、両りよう脇わきに並んでいた同期たちもそれぞれ口を開いた。

「なんて美しいの！」

「凜り々りしいな！」

「ううっ、恐い……」

　恐いとは思わなかったが、それ以外は同じ意見だ。間ま近ぢかに迫せまる水棲馬の、均きん整せいがとれた肢し体たいを目にして、リリアはごくりと喉のどを鳴ならす。

　自然と抱く敬けい虔けんの念ねん。魂たましいが揺ゆさぶられるような気がするのは、やはり相手が聖せい獣じゆうだからだろうか。ひしひしと感じる厳おごそかな空気は、遠くから眺ながめた時の比ひではなかった。

「この水棲馬たちは、まだ主あるじを選んでいないんだ。だからもし君たちが選ばれれば、この先ずっと一いつ緒しよに闘たたかっていく相手となるからねー」

　となるとこれは、双そう方ほうにとって運命の出会いになるのかもしれない。

　──はじめまして。わたし、リリア・コルテーゼと申します。

　リリアは自分の前に立つ一頭の水棲馬に向けて、心の中で語りかけた。

「じゃあそれぞれの水棲馬にふれてみよっか。恐がらないで。水棲馬の鼻先に右手を出せば、自然とキスしてくれるから。そしたら撫なでてみてねー」

　リリアの鼓こ動どうがドキドキと高鳴った。幼おさない頃から眺め続けてきたこの聖獣は、リリアの中ではもはや海神ネプトゥスそのもののような存そん在ざいだった。

　さわってもいいものなのか？　こんなに気軽に、たかが人間が──。そう逡しゆん巡じゆんしている間に、同期たちは次々と水棲馬からキスをもらうことに成功している。

「わー温かい！」

「すごい、なんだこの手て触ざわり……手袋越しでも滑なめらかなのがわかるぞ！」

　ああっ、ずるい！　羨うらやましくなって、リリアもついに自みずからの右手をのばした。

「わたしにもキスしてくれる？」

　だがリリアの右手が、水棲馬の鼻先に届こうとした瞬間。

「きゃあっ……！」

　水棲馬が急にいななき、その前足を高たか々だかと上げた。

「危あぶないっ！」

　すぐにジュゼがリリアの腕うでを引いたが、リリアの体は恐きよう怖ふのあまりに固まってしまっていた。ジュゼの動きに上う手まく応こたえることができず、その場に倒たおれ込んでしまう。

「うそ……」

　噓うそだ。いったい何の冗じよう談だんだ。どうしてわたしだけ？

　リリアの頭の中が真っ白になった。

　何か粗そ相そうをしただろうか？　いや、していない。

　じゃあ初めから水棲馬の気が立っていた？　いや、そんな素そ振ぶりもなかった。

　となると昨日の一件で、リリアの心が不安定になっていたからだろうか？

「そんな、たったそれだけで……？」

　目の前に立つ水棲馬は、リリアが呆ぼう然ぜんとしている間もずっといななき続けていた。よほど興こう奮ふんしているのか、その場で気が狂くるったようにぴょんぴょん飛び跳はねている。

　やがてそれに触しよく発はつされたのか、他の水棲馬たちも一いち様ように騒さわぎ始めた。それは馬房の中にいる水棲馬にも伝でん染せんし、辺りは一いつ気きに騒そう然ぜんとした。

「ちょっとちょっと、いったいどうして怒っちゃった!?」

「副隊長、自分、アンフォッシ隊長を呼んできます！」

　先せん輩ぱい隊員の一人が、あっという間に執しつ務む棟とうの中へと飛び込んでいった。

　水棲馬たちが怒っている？　──いや、違ちがう。なぜだかリリアはそう直ちよつ感かんする。

　水棲馬たちは怯おびえているのだ。ここに座すわり込む、無む力りよくな小娘であるリリアに対して。怯えるあまりに、とんでもなく取り乱してしまっているのだ。

「どうして……？　だって、やっと出会えたのに……！」

「あっ、リリアちゃん！」

　リリアはすっくと立ち上がると、暴あばれる水棲馬に向けて再び右手をのばした。

「お願い、怯えないで……！　わたしはあなたに危き害がいを加えたりなんてしない！」

　水棲馬の澄すんだ瞳ひとみを見つめ、必ひつ死しに語りかける。

　けれど結果は変わらず。水棲馬は再びいななき、暴れ馬さながらにじたばたした。

「おいジュゼ、何の騒ぎだ！」

　ちょうどその時、執務棟からクラウディオが飛び出してきた。

「わかんないけど、水棲馬がいきなり怒り出したんだよ！」

「何をした！」

「何もしてない！　ただリリアちゃんがさわろうとしただけだ！」

「さわろうとしただけ……？　それでこんなに怯えたというのか？」

　クラウディオは怪け[image: 訝]げんな眼まな差ざしをリリアに向けてくる。

　だがその視し線せんを受け止める勇ゆう気きがなくて、リリアは逃げるように顔をうつむけた。

　思い出すのは昨晩の、アンフォッシ家の居間でのこと。

　何が男子隊員よりも強くなる、だ。何が戦力になるんだったら女子隊員だとか関係ない、だ。それ以前の問題だ。騎士になれるかどうかよりも、もっとスタート地点に近い問題。

　──まさか自分が、こんな所でつまずくなんて！

「クラウ、これはちょっと厳しいかもよ。他の水棲馬も興奮しちゃってるし……」

　ジュゼは「どうする？」と、クラウディオに判断を委ゆだねた。

「とりあえず新隊員は休きゆう憩けいに入れ。コルテーゼはすぐにここから離はなれろ」

「そんな……もう一度だけ挑ちよう戦せんさせてください！」

　リリアは顔を上げるなりクラウディオにすがりつく。

「ダメだ。一度、全すべての水棲馬を落ち着かせる必要がある」

「でも、次はきっと大丈夫ですから……！」

「いいかげんにしろ！　自分が邪じや魔まだということがわからないのか!!」

「────っ!!」

　どうしようもなく悔くやしくて、リリアは両方の拳こぶしをぐっと握にぎり込んだ。

　それでも反はん論ろんできないのは、彼が口に出したことが正しいと知っているから。自分がここにいてはいけないと、リリア自身も感じているからだ。

　──クラウディオさんのバカ……！　万まん年ねん仏ぶつ頂ちよう面づらのブラコン男！

　リリアは胸の中に罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はき出した。もはや完全な八やつ当あたりである。

「わかりました。リリア・コルテーゼ、一度外はずれます！」

　隊服として支し給きゆうされた白い手袋。それをはめた右手でぴしっと敬礼をする。

　そうしてリリアは、クラウディオの返事も待たずに全速力で走り出した。
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　水棲馬から少しでも離れたほうがいい。

　そう考えたリリアが避ひ難なん先さきに選んだのは、王宮と神殿とをつなぐ橋の上だった。

　もうじき昼時だからなのか、橋の周囲に人影はない。おかげでリリアは、誰だれに気き兼がねすることなく自分の想いを吐き出すことができた。

「どうしてダメだったの……？　わたしほど水棲馬に執しゆう着ちやくしている人間なんて、そうはいないと思ってたのに……！」

　橋の下は海だ。

　ネプトゥスの神殿は海の中に建っているため、数本の橋で王宮とつながれている。

「だって水棲馬に怯えられたら……従騎士どころかネプトゥス隊にも、入れないじゃない」

　途と切ぎれ途切れに紡つむいだ言葉を、乾かわいた海風がさらっていく。

　このまま水みな底そこのネプトゥスにまで届いて、水棲馬が自分にだけ怯えた理由を教えてくれればいいのに。リリアはぼけっとそう考えた。

「リリアちゃーん！」

　名前を呼ばれたのはその時だった。

　声がした方角を振り返ると、ジュゼが手を振りながらこちらに走り寄ってくる。

「副隊長……？　どうかされたんですか？」

「リリアちゃんを迎むかえにきたんだよ。たぶん相そう当とうへこんでるんだろうなーと思って」

　ジュゼはにこりと微笑ほほえんだ。

「それは……」

　なんて答えればいいのかわからなくて、思わず沈ちん黙もくする。
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「俺たちも初めてだったんだよね、あんな状態。だからつい取り乱しちゃってさー」

　ジュゼは自じ[image: 嘲]ちようするように「ははっ」と笑って、橋の欄らん干かんに背をもたせかけた。

「でもさ、きっと何か原げん因いんがあるはずなんだよ。だからそれを見つければ解決できると思うんだよねー。そしたらリリアちゃんも他の新隊員と同じ条じよう件けんになれるからさ」

「でも、仮かり配はい属ぞくの期間は二は十つ日かしかないのに……」

　本来ならば一日だって無む駄だにしたくない。

　与えられた時間の中で、水棲馬に自分の熱意を認みとめてもらわなければいけないのだ。

「原因がわかったとして、それからで間に合うのか……」

　というか、そもそも二十日の間に原因が判はん明めいするのか。大いに[image: 謎]なぞである。

「あれ、弱気？　昨日の勢いきおいから察さつするに、リリアちゃんは水棲馬の主になりたくてしかたがないんだと思ってたけど、違う？」

「違くありません！」

　リリアは嚙かみつくような勢いで言い返していた。

「わたし、幼おさない頃にネプトゥス隊に救われたことがあるんです」

「それで騎士を目め指ざすことに？」

「ええ。毎日毎日、稽けい古こに励はげんで……ネプトゥス隊の騎士が海を駆かける姿を、もうずっと見続けてきました。だからあきらめません。可能性がある限りは頑張りたいんです！」

　するとジュゼは、なぜか切せつなげに目を細めた。

「うん、俺もあきらめないほうがいいと思う。──あきらめないことを許される人はね」

「……え？」

「とにかく！　クラウディオが今、いろいろと対たい策さくを立ててる。君があきらめずに頑張るのなら、やれることはたくさんあるよー」

「クラウディオさんが……？」

　無意識のうちに、つい彼のことを名前で呼んでしまっていた。

　──いけない。これがバレたら間違いなくあの家から追い出される！

　焦あせったリリアは、素そ知しらぬ顔で「隊長が？」と言い換かえる。

「実はね、俺をここによこしたのもクラウディオなんだ。根ねは優やさしいんだよねーあいつ」

　──優しい？　あのクラウディオさんが？

　それは絶対に噓です！　リリアは口に出さずに断だん言げんした。

　彼と出会ってまだ三日目だが、リリアはいつだってクラウディオに怒られたり脅おどされたりするばかりだ。優しいだなんて、とてもじゃないが思えない。

「あれ、信じられない？　でも同期の俺が言うんだから間違いないよー」

「隊長と副隊長って、もう長いんですか？」

「十年一緒にいる。俺とクラウは十二の時に従騎士になったからね」

　その歳で入団を許されたということは、二人とも際きわだって優秀だったのだろう。だからこそこの若さで、精せい鋭えい部隊の要よう職しよくを任まかされているのだ。

「まあとにかく最後まで頑張ってみてよ。隊のみんなも全力でサポートするからさー」

　にこっと笑ったジュゼは、「じゃあ戻もどろうか」と、リリアの背に手を添そえてきた。

「ええ、ありがとうございます」

　リリアは胸きよう中ちゆうで「そうよ、きっと大丈夫よ」と繰くり返しながら、詰つめ所しよへ向かって歩き始める。──が、歩き始めてすぐに。

「…………？」

　ふと違い和わ感かんを覚えて立ち止まった。視界の端に、きらりと光る何かを捉とらえたのだ。

　不ふ思し議ぎに思って首を巡めぐらせると、神殿の入り口に金きん髪ぱつの青年が立っていた。いつからそこにいたのか、その青年はこちらをじっと眺めている。

「話、聞こえちゃったかしら……」

　ぽつりと呟つぶやけば、前を歩いていたジュゼがすぐに足を止めた。

「どうかしたー？」

「いえ、問題ありません。大丈夫です」

　そう言って再び進み出したリリアだったが、どうしても気になってしまい、再び背はい後ごを振り返る。するとその時にはもう、その青年の姿は消えていた。

「え？　おば、け……？」

　そんなはずはないと思いつつも、リリアは背せ筋すじを凍こおらせた。
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「クラウディオ、入っていい？」

　その夜。クラウディオが執務室に籠こもっていると、コンコンと扉とびらがノックされた。

　時刻は午後八時ちょうど。全ての隊員たちが、ネプトゥス隊の詰所を去った頃である。

「ああ、入れ」

　クラウディオは机き上じようの書類を片かた付づけて、ジュゼを招まねき入れた。

　ジュゼとは上司と部下という間あいだ柄がらでありながら、一いつ切さい気き兼がねしない仲だ。ジュゼは部屋の中に入ってくるなり、クラウディオの執務机の端に腰こしを下ろす。

「リリアちゃんのことなんだけどさー」

　リリア。開かい口こう一番にその名を出されて、クラウディオはついひやりとした。

「おい、隊の人間を気き安やすく下の名で呼ぶなといつも言ってるだろうが」

　内ない心しんでうろたえているのを悟さとられないように、わざと怒ったふりをする。

「だからそのくらい許してっていつも言ってるのにー。クラウディオは堅かたすぎるよ」

　ジュゼは不ふ満まんげに唇くちびるを尖とがらせた。どうやらこちらの動どう揺ようには気づいていないらしい。

「で、何の用だ？」

　すっかり平へい静せいを取り戻したクラウディオは、本題に入るよう促うながした。

「うん、だからリリアちゃんの件。午後から俺の水棲馬に引き合わせてみたんだけどさー」

　そういえばひとまずの対策として、その手段を選択したのだった。

「どうだった？」

　机つくえの上で祈いのるように手を組んでいると、ジュゼは「ダメだった」と、あっさり答えた。

「午前中と同じ。馬房から遠い所で試したから、他の水棲馬は騒ぎ出さなかったけど……」

「おまえの水棲馬も怯えたのか」

「どうしてだろうねー」

　本当にどうしてなのか。クラウディオは口元に手をやって考え込んだ。

　クラウディオがネプトゥス隊に入隊してから今日まで、数々の新隊員と水棲馬を目にしてきた。しかし今回のような事例は初めてだ。

　水棲馬は主となり得る人間には素す直なおに好意を示すし、それ以外には基き本ほん無む関かん心しんだ。昼間のように取り乱すなど、とてもじゃないが考えられない。

「さわれなくても世話はさせてみろ。食事の準備とか馬ば具ぐの手入れとか」

「そうだねー。撫なでようとしなければ水棲馬も怯えないみたいだし、大丈夫だと思うよ」

「あとはこの話を神殿に持ち込み、指し示じを仰あおぐしかないだろうな」

　その直後、部屋の中の空気がピンと張り詰つめた。

「……俺は反対だなー。神殿に持ち込んで、今回の件が片付くとは思えない。それどころか、もしかするとリリアちゃんの未来が変わってしまう可能性だってある」

　確かにジュゼの言うとおりだった。神殿は海神ネプトゥスを祀まつる場所でありながら、水棲馬に関する[image: 謎]を解とき明あかす研究施し設せつのような役割も担になっている。

　本日の件を報ほう告こくしたなら、彼女は神官たちからどう扱われるかわからない。それでも何事かあったら報告をするのが、隊長であるクラウディオの役目だ。

「例外は認められないな。とりあえず騎士団長に報告する」

「まあそう言うとは思ったけどさー……ていうかクラウ、あの子にちょっと厳しすぎない？　入隊二日目で怒ど鳴なりつけるなんて、いくらなんでもかわいそうだよ」

　ジュゼにそう言われた瞬しゆん間かん、クラウディオはドキッとした。

「アホかおまえ。俺は隊員全てに厳しいぞ」

　そうは言ったが、彼女に必要以上に厳しくしている自覚はあった。同どう居きよ人にんという間あいだ柄がらであるからこそ、毅き然ぜんと接しなければと気き負おってしまうのだ。

「というか、おまえはあの娘に肩かた入いれしすぎじゃないか？」

「あー俺はね、ほら、似てるから。つい応おう援えんしたくなっちゃうんだよねー」

　ジュゼはけらけらと笑っていたが、その笑顔が逆ぎやくに切なく感じられた。

「……おまえの妹、まだ治らないのか？」

「んーまだだね。でも最近、やっと王立病院に移ることができたからさ。だいぶ回復してきたんだよねー」

　ジュゼが十二の時から騎士団で働く理由を、クラウディオは知っている。

　彼には病気の妹がいるのだ。彼女は幼い頃から肺はいを患わずらっているので、ジュゼの給金のほとんどは病院への支払いで消えてしまう。

　それでもジュゼは、妹を助けられることは何よりの幸せだと言い続けている。ジュゼにとって妹とは、自分を照らしてくれる太陽のような存在なのだとか。

「なんかさ、リリアちゃんって元気じゃない？　だからつい『俺の妹の分もっ！』って。『頼むから夢を叶かなえられるやつが叶えてよ！』って、思っちゃうんだよねー」

「だがあれは元気がありすぎる」

　クラウディオはしかめっ面つらで腕を組んだ。

「補助隊員候こう補ほにしては、無む駄だに腕が立ちすぎるのも問題だ」

　だいたい自分の能力に過か剰じように自信があるからこそ、『従騎士なんて嫌！』などと、正面切ってわがままを言えるのだ。

　できることなら彼女の師しである知人に文もん句くを言ってやりたい。いったいどんな育て方をしたら、あれほど好こう戦せん的てきな弟で子しができあがるのだ、と。

「あれ？　クラウ、知らなかったの？」

「何が」

「実は彼女、学力試験のほうはてんでダメだったらしいよ？　入団試験の点数、ほぼ実技でとった女がいるって、団長が楽しそうに話してたし」

「なんだと!?」

　ということは、ただ腕が立つだけのバカだということじゃないか！

　リリアの行く末すえが思いやられて、クラウディオは精せい神しん的てきにげっそりした。たとえミネルウァ隊に異い動どうになったとしても、彼女が何の問題も起こさないとは思えない。

「でも俺的には全然オッケーだけどなー。強くたってちゃんと女の子らしいし」

　ジュゼがいきなりそんなことを言い出したので。

「おい、あいつが女らしいのは見た目だけだぞ。あれは家では全く使い物にならない超ちよう絶ぜつ不ぶ器き用よう娘むすめだ。おまけに気も強い」

　と、つい暴ばく露ろしてしまっていた。その途と端たんにジュゼが「え？」とこちらを覗のぞき込んできたので、クラウディオは慌あわてて両手を交差させる。

「──という俺の勝かつ手てな妄もう想そうだ！　それよりおまえ、今日早帰りする予定だったろう!?」

「ああ、うん。ちょっと病院から呼び出されてね。悪い」

　ジュゼは時間を確認するなり、クラウディオの執務机から腰を上げた。

「べつにかまわん。というか、おまえは普ふ段だんからもう少し早めに帰れ。最近はノワール王国もおとなしいからな、平和なものだ」

　クラウディオもジュゼのあとを追うようにして立ち上がる。

　そろそろ騎士団長とミネルウァ隊の隊長に、一日の業務報告をする時刻だった。

「俺も今日は早く帰れるんだがな……」

　しかし家に帰れば、おそらくリリアと顔を合わせることになるだろう。彼女は水棲馬の件で、相当にしょげかえっているはずだ。なんだかんだと大騒ぎされたら面倒くさい。

「ちっ……少し残業していくか」

　クラウディオはうんざり顔でこめかみを揉もんだ。

「残業もいいけど、団長に捕つかまらないよう気をつけてね。さっき、チェス盤ばん抱かかえて『[image: 賭]かけゲームしようぜ』って寄ってきたよ。捕まると長いからさー」

「あのオヤジめ。俺に未払いの負け分があるくせに、よくもぬけぬけと」

　クラウディオが騎士団長への愚ぐ痴ちをこぼしていると、ジュゼは「じゃあねー」と、部屋から出て行こうとした。その背に向けて、クラウディオは思わず声を投げる。

「おいジュゼ、俺にできることがあるならなんでも言えよ！」

　するとジュゼは、振り返らずに手を振って応えた。

「もちろんそのつもり。逆にクラウは覚かく悟ごしといてよねー。俺に面倒かけられること！」

「アホかおまえ」

　そんなもんとうの昔に覚悟済みだ。クラウディオは内心でそう呟いた。




「報告の前に、少し馬房に寄っていくか……」

　行き先を変えたのは、ちょっとした思いつきからだった。あんな騒ぎがあった後だ。念のため水棲馬たちの様子を確認したほうがいい。そう思ったのだ。

　隊員たちが退ひけた後の詰所は、静せい寂じやくに包まれていた。時とき折おり波の音が鼓こ膜まくを揺らす以外は、基本、何の物音も聞こえてはこない。

　がらんとする練れん兵ぺい場じように、一ひと振ふりの剣が置き去りにされていた。月の光が強くなければ気がつかなかっただろう。

「明日、犯はん人にんを泣かすか」

　クラウディオは剣を拾って踵きびすを返した。馬房の入り口へ向かい、静かに歩を進める。

「おまえら、大丈夫か？」

　馬房に収まる水棲馬たちは、それぞれ落ち着いているようだった。食事をしたり水を飲んだり、あるいはすでに眠っているものもいる。

「イウラート、何か変わったことはなかったか？」

　イウラート。それはクラウディオと共ともにこの十年、戦い続けてきた水棲馬の名前だった。

「ああ、わかった。ほら、少し落ち着け」

　クラウディオがその前に立つと、イウラートは甘あまえるように頰ほおずりをしてきた。額ひたいの角の付け根や頰の辺りを撫でてやれば、気持ちよさげに目を細めている。

　結局、明らかな異い変へんは見当たらなかったので、クラウディオは執務棟へ戻ることにした。

　だがその時。

「────!?」

　馬房の隅すみから人の声が聞こえたような気がして、クラウディオの全身に緊きん張ちようが走る。

　頭の中に浮うかんだのは、隣りん国ごくノワール王国の国こつ旗き。

　水棲馬を欲するノワールは、過去幾いく度どか、偽ぎ装そう船せんでの入港や間諜スパイを使っての調査、そして大だい規き模ぼな軍ぐん船せん派は遣けんなど、バルトランツへ汚きたない攻こう撃げきをしかけてきていた。

　──怪あやしい者は、斬る！

　クラウディオは音を立てずに剣を抜ぬくと、物もの陰かげから勢いよく飛び出した。そしてすぐに。

「────っ!!」

　あんぐりと口を開け、元いた場所にサッと身を隠かくす。

　ちょっと待て、あいつは何をやっている？　こんな時間だ、もう誰もいないぞ!?

　驚おどろくことに、馬房にいたのはリリアだった。

　ぼんやりと灯ともされた明かりの下。彼女は自分の水棲馬の前で、膝ひざを抱えて座っている。

　さすがにふれようとする気はないのだろう。水棲馬は怯えることなく水を飲んでいた。

「ねえ、その海水おいしい？　さっき南の海岸まで行って汲くんできたのよ。あっちのほうが水が澄んでるんですって」

　リリアは「それからね」とポケットをごそごそし、何やら白いものを取り出した。

「これ、珊さん瑚ごの欠片かけら！　水を汲みに行ったときに見つけたの。大好物でしょう？」

　彼女は水棲馬の前足の側そばに、白くて小さなものを置く。

　──あのバカが。そんなに近寄って、もし水棲馬が暴れたらどうする気だ！

　クラウディオはイライラしながらリリアの行動を見守り続けた。

「それ、あなたにあげるわ。……その代わりというわけじゃないけど、わたしをあなたの主にしてくれない？」

　リリアは水棲馬の鼻先に向けて、「お願い！」と手を合わせ始めた。

「あっ、もしかしてそれだけじゃダメ？　じゃあこれもあげるわ。それからこれも……」

　今度は何を賄わい賂ろにするつもりなのか、再び隊服のポケットを探りだす。

「だからお願い、わたしをあなたの主にして！　あなたのことをちゃんと大切にするわ。それからこの国のために誠せい心しん誠せい意い頑張るから！」

　アホか。いったいなんの選せん挙きよ活動だ。クラウディオは軽い目眩めまいを覚えて眉み間けんをおさえた。

　──おい、水棲馬には絶対にさわるなよ。

　心の中でそう言い置いて、馬房の外へとすり足で移動する。

　勝手に頑張るのはかまわない。それは隊員個人の自由であり、努力しようがしまいがクラウディオが知るところではない。重要なのは結果だ。

　だが彼女がふれようとすることで、水棲馬が取り乱すのは大いに困る。そのためジュゼが、『勝手にさわるのは禁止！』という厳げん命めいを下したはずだった。

「まったく……危なっかしいな、あのバカは」

　馬房から離れたクラウディオは、うんざりしながら長い息を吐いた。

「……やはりもう少し仕事をしていくか」

　ふと見上げた夜空には、白い月が煌こう々こうと輝いていた。
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　その翌日からいよいよ、新隊員たちの水棲馬の世話が始まった。

　リリアは水棲馬とのふれ合い、ということ以外は全て、他の隊員たちと同じ仕事をした。

　水棲馬の食事の準備、健康管理、水汲みや馬房の掃そう除じ、そして馬具の手入れなど、クラウディオの監かん視しの下もと、失敗しながらも連日こなしていった。

　それでもやはり、リリアは水棲馬に指一本ふれることができないままだった。

　初日のように全ての水棲馬が騒ぐことはなくなったものの、どの水棲馬の鼻先に右手を出しても、依い然ぜんとして怯えられてしまう。気が狂ったように。

　そのうちに怯える水棲馬を見るのが辛つらくなって、『しばらく試すのはやめます』と、リリア自みずから申し出た。

　けれどリリアは、決してあきらめたわけではなかった。

　水棲馬の様子をつぶさに観かん察さつし、彼等が自分に怯える原因を探す。目を皿さらのようにして。そうしてリリアは、毎日遅おそくまでネプトゥス隊の詰所に残っていたのである。

　そんな中、副隊長のジュゼは、風か邪ぜを引いて仕事を休み続けていた。

　そのためクラウディオが新隊員の指し導どうを担当していたのだが、五日経たってもジュゼの病状は回復しなかった。

「まったく、季節外れの風邪など引きやがって……あのバカが」

　クラウディオが一度だけ、家に帰ってくるなりそうぼやいたことがあった。

「大丈夫なんでしょうか。五日も休むなんて……だいぶ悪そうですよね？」

　たまたまそこに居合わせたリリアがそう問うと、クラウディオは素そっ気けなく答えた。

「あいつは風邪を引くといつも数日間寝ね込こむんだ。心配ない」

　けれどその横顔がなんだかさみしそうで、リリアはついにやにやしてしまったのだ。




　そしてリリアが騎士団に入団してから、十日目。

　その日はリリアにとって、とんでもなく衝撃的な一日となった。

　なぜなら新隊員の一人が水棲馬の主となり、ネプトゥス隊への正式配属が決まったのだ。

　その儀式が始まったのは、退たい勤きん時刻も間近に迫った日の入りの頃だった。

「おい、今年の一番乗りだぞ！」

「入隊して十日目か。まあ平均値だな！」

　先輩隊員たちが何やら騒いでいるので、リリアは何の気なしに隣となりの馬房に目を向けてみた。そして思わず、手にしていた桶おけを取り落としたのだ。

「うそ……」

　一頭の水棲馬が足を曲げ、頭こうべを垂たれて忠ちゆう誠せいを誓ちかうポーズをとっていた。その先に立つのは一人の新隊員だ。リリアより二つ年上の男子隊員である。

「えっ？　マジで？　だってこれって……」

　ただならぬ様子の水棲馬を前にして、彼はひたすら呆然としていた。

「あなたを主だと認めます──水棲馬からのそういった意い思し表ひよう示じだ。この水棲馬はもうおまえのものだ。思う存ぞん分ぶん愛してやれ」

　その場に居合わせたクラウディオがそう告げると、男子隊員は笑顔を爆ばく発はつさせる。

「よっしゃあぁっ！　ありがとうございますっ!!」

　彼はクラウディオに向けて敬礼するなり、水棲馬の首に「ありがとうな！」と抱だきついた。水棲馬も嬉うれしいのだろう。すりすりと頰ずりし、辺りは温かな空気に包まれる。

「おまえは明日から騎き乗じよう訓くん練れんに移れ。ネプトゥス隊は人員不足だからな、血ヘド吐いてでも慣なれてもらうぞ」

　目を輝かせて「はいっ！」と答える男子隊員のことを、リリアはぼけっと眺めていた。

　彼はリリアと同じ新入り隊員だ。しかし先ほどの一瞬で、『選ばれた者』と『選ばれない者』に分ぶん類るいされてしまった。

　いいな。初めはそう思った。すごい。もう主だと認められたんだ、と。

　けれどそのうちにだんだん悔しくなってきた。

　水棲馬に対する熱意は、リリアだって負けていない自信がある。それなのに片方は確かな関係を築き、もう片方はふれることすら許されないのだ。

　それはいったいどうしてだろうか？

「おまえらいつまでここにいる気だ！　さっさと仕事に戻れ！」

　クラウディオの声を合あい図ずに、馬房に集まっていた隊員たちが、我われ先さきにと散ちっていく。

　リリアも平静を装よそおって、自分の仕事を再開した。
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「いいなぁ……もう認められたのよ？　彼とわたしと、何が違うんだと思う？」

　ネプトゥス隊の隊員たちが仕事を終え、詰所から去った後。

　リリアは例のごとく、一人で馬房に居い残のこっていた。

「あの光こう景けい、一枚の絵のように素す敵てきだったな……」

　独ひとり言ごとの相手は、自分が担当する水棲馬だ。今夜も膝を抱え、夜の愚痴大会である。

「ねえ、あなたはどうしてわたしを選んでくれないの？　そろそろ少しくらいさわらせてくれてもいいと思わない？」

　そう問いかけながら、すっくと立ち上がる。この水棲馬はいったい何を考えているのだろうか。それを知りたくて、薄うす明あかりの中、紺こん碧ぺきの瞳をじっと見つめた。

　だが結局、何の感情も読み取ることはできなくて、リリアは虚むなしく息を吐いた。この数日で水棲馬の表情も少しは穏おだやかになったような気がするが、実じつ際さいはどうなんだろう。

「……ねえ、あなたにふれてみてもいい？」

　リリアは祈るような気持ちで水棲馬に語りかけた。

　もちろん答えはない。ふれるかやめるか、どちらにするかはリリア次し第だいだ。

「ちょっとだけ……ほんの少しだけだから」

　これは明らかな命めい令れい違い反はんだ。だけどどうしても今、この水棲馬にふれてみたい。

「お願いだから、絶対に騒がないでね……？」

　しかしその時。

「──やめておけ」

　刃やいばのような鋭するどい声が、夜の空気を切きり裂さいた。

　ハッとして振り返ると、すぐ後ろにクラウディオが立っている。彼はいつも以上の不ふ機き嫌げん顔で、馬房の柱はしらに寄りかかっていた。

「クラウディオさん、どうしてここに……」

「おい、俺は誰だ？」

　そう問われて初めて、リリアは自分がやらかしてしまったことに気がついた。

「た、隊長さまですごめんなさい！　二度と間違えませんからお願い追い出さないでっ！」

「このバカがっ……大声を出すな！」

　次の瞬間、クラウディオは血けつ相そうを変えてこちらに手をのばしてきた。

「誰もいないんだ、ミネルウァ隊の警備に見つかったら面倒なことになるぞ……！」

　何がどうなったの、と混乱しているうちに背後をとられ、彼の隊服の袖そでで口を塞ふさがれる。

　──わっ、隊長、背が高い。それから力も強いんですけど！

　後ろから羽は交がい締じめにされて、リリアはとんでもなく取り乱した。

「隊長、く、苦し……」

「暴れるな」

「ちがっ……隊長、近い！　近いです……！」

　浅あさい息を繰り返しながら、クラウディオの腕をバシバシ叩たたく。そうされてやっと現状を把は握あくしたのだろう。クラウディオはパッと両手を離し、リリアのことを解放した。

「このくらいでいちいち赤くなるなてめぇ!!　こっちまで調子狂うだろうが！」

「つ、次から気をつけます……！」

　まるで背後から抱きしめられたようだった──というか、ほぼ抱きしめられていた。そう認にん識しきした瞬間、リリアの頰や耳がよりいっそう赤く染まる。

「で、た、たたた隊長さまはなぜここにいらっしゃるんですか？」

　恥はずかしさのあまりに声を上うわ擦ずらせると、クラウディオにぎろりと睨にらみつけられた。

「おまえさっき、水棲馬にさわろうとしたな？」

　どうやら命令違反の現場は、しっかりおさえられていたらしい。

「ごめんなさい、つい……」

「この状況で水棲馬が騒ぎ出したらどうするつもりだ！」

「本当にちょっとした出で来き心ごころで……申もうし訳わけありませんでした！」

「浮うわ気き男おとこのような言い訳をするな！」

「よ、よくわかりませんけどごめんなさい……！」

　深ふか々ぶかと頭を下げると、クラウディオは忌いま々いましげに「ちっ」と舌した打うちをした。

「それでおまえ、いつまでここにいるつもりだ。何やらぶつぶつ喋っていたが、まだ愚痴を言い足りないのか」

　図ず星ぼしを指されて言葉に詰まった。

　確かに今日は、まだまだ愚痴やら弱よわ音ねやらを吐き出したい気分だった。

　その理由は、もちろん同期隊員がいち早く水棲馬の主となったから。リリアの胸中には、なんとも言えない複ふく雑ざつな感情が渦うず巻まいていたのだ。

「……隊長、わたしって心が狭せまいですよね。だって同期のあの人に、おめでとうも言ってあげられなかったんです。隣の馬房だから、たまに話したりもしてたのに……」

　胸の中に漂ただよう自じ己こ嫌けん悪おが、吐と息いきと一緒にこぼれ出る。

　そんなもの知るか。──てっきりそう言われて終わりだと思っていたのに。

「後こう悔かいしてるのか？」

　予想外に問い返されて、リリアは慌てて頷うなずいた。

「なら明日の朝にでも言ってやればいい」

　腕を組んだクラウディオは、再び馬房の柱に寄りかかる。

「……遅くないでしょうか」

「遅いわけあるか。俺の時は七日後だったぞ。先に正式配属が決まったジュゼに、『よかったな』を言ってやれたのがな」

　リリアはぷっ、と噴ふき出した。それに比くらべれば、確かに早いくらいかもしれない。

「そういえば、俺が主だと認められたのは、確か十八日目だったか」

「えっ、そうなんですか？」

　思わず問い返すと、クラウディオは「まあな」とぶっきらぼうに答えてきた。

　話を聞いてみなければわからないものだ。リリアはてっきり、彼は速攻で水棲馬に選ばれたのだと思っていた。けれども実際は、そんなにぎりぎりだったなんて。

「だからおまえもあまり焦るな」

「そうですよね……。まだ時間はあるし、きっと大丈夫ですよね」

　大丈夫。魔法の言葉を口にしたリリアは、そこでやっと浮ふ上じようしかけた。──が。

「おまえが大丈夫かどうかまでは知らん」

　素そっ気けなく突き放され、再びしゅんと項うな垂だれる。

「選ばれなかった時には己おのれの未み熟じゆくさを恥じろ。自分の努力が足りなかったと思い知れ」

　確かにそのとおりだが、どうして今そんなことを言うのか。実は優しい人なのかも？　と思いかけたのに、最後の最後でわからなくなってしまった。

「選ばれないなんて、絶対に嫌です……」

　するとリリアの頭ず上じようで、クラウディオがふんと鼻を鳴らした。

「ならば簡かん単たんだ。どうすればいいのかわかってるだろう？」

　言げん外がいに「悔くいを残さないよう頑張れ」と励まされたような気がして、リリアはハッとする。わかりにくいけれど、これは彼なりの励ましだと捉えてもいいのだろうか。

「おい、今日はもう帰れ。愚痴が言いたいなら家で一人で喋ってろ」

　そう言うなりクラウディオは、しれっとした顔で踵を返した。

「一人でって……そこで『俺が聞いてやる』くらいおっしゃってくれればいいのに……」

　つい無む茶ちやな要求を口に出すと、案あんの定じよう、冷ややかな眼差しを向けられる。

「アホかおまえ。俺には弟への手紙を書くという崇すう高こうな任務がある」

　そしてクラウディオは、すたすたと馬房の中を歩き始めた。

「あっ、待ってください隊長！」

　リリアは自分の水棲馬に「おやすみなさい」を告げてから、慌ててその後を追った。

　だが馬房の出入り口に差しかかった時、クラウディオが急に立ち止まったので、その背中にドンッと突っ込んでしまう。

「いったぁ！　隊長、どうして止まって──」

「ジュゼ？」

「え？」

　何の気なしに顔を上げれば、確かに馬房の出入り口にジュゼが立っていた。

　どうやら彼は、ミネルウァ隊の隊員と一緒のようだ。白い隊服を着用した青年二人が、ジュゼの後ろに控えている。

「あれー？　クラウディオにリリアちゃん、二人一緒にどうしたの？」

　ジュゼも驚いたのだろう。こちらを見て目をぱちぱちさせ始めた。

「いや、俺は馬房の見回りに……」

　クラウディオが珍めずらしく口くち籠ごもると、ジュゼは「あっやしー」と、ひゅうっと口くち笛ぶえを吹く。

「おい、ふざけたこと言ってるとその辺に埋うめ立てるぞ！」

「わー噓！　ちょっとした冗談だよ」

　ジュゼは顔の横まで両手を上げ、降こう参さんのポーズを作った。

「それよりおまえ、風邪はどうしたんだ。さすがに八日は休みすぎだぞ！」

「そうですよ副隊長。どうしてこんな遅い時間に詰所にいらっしゃるんですか！」

　クラウディオとリリアが眉を吊つり上げると、ジュゼはけらけらと笑い始めた。

「あーそれは大丈夫！　明日から出勤するから心配しないで──って、それを伝えようと思って執務棟に寄ったんだよ。王立病院まで来たから、ついでにさー」

　どうやらジュゼは、クラウディオを探して馬房までやって来たらしい。「まさか二人でいるとは思わなかったよー」と、しつこくにやにやしている。

「で、ジュゼ。そいつらは？」

　クラウディオはジュゼの背後に立つミネルウァ隊の隊員を指差した。彼等は灰色の髪かみと黒い瞳をした、二は十た歳ち前後の青年二人だった。

「あー彼等ね。今年の新隊員らしいんだけど、執務棟の中で迷まい子ごになってたんだよねー」

「すみません！　自分、ミネルウァ隊の隊長にお話があって来たのですが、隊長がどこにいらっしゃるのかわからずに迷まよってしまって……」

　男子隊員の一人が深々と頭を下げる。

「で、クラウディオならあっちの隊長の居場所を知ってるかなーと思って。さっきまで定式報告会やってたんでしょ？」

「それなら審しん議ぎ会かい宮殿に行ったぞ。団長の付き添いでな」

「あらー残ざん念ねん。じゃあ君たち、執務棟で待ってるしかないねー」

　ジュゼは相変わらずの軽い調子で、新隊員の肩をポンと叩いた。

「おい、おまえら。急用なのか？」

「なんか彼等、怪しい人影を見たって言うんだよねー。王宮の入り口周辺でさ」

「思いっきり急ぎだろうが！　だったら俺があっちの隊長を呼び出してやる。行くぞ！」

　その途端にクラウディオは、全速力で馬房を飛び出していく。

「ちょっ、クラウ！　まったく……ごめんねーリリアちゃん、また明日ね！」

「ええ、お気をつけて！」

　やがてクラウディオの後を追って、ジュゼとミネルウァ隊の隊員も走り出していった。

　が、驚くことに、クラウディオがすぐに引き返してくる。先ほどと同じ、全力疾しつ走そうで。

「隊長？　審議会宮殿に行くのでは……？」

「いいか、気をつけて帰れよ。俺は遅くなるからちゃんと鍵かぎをかけておけ」

　──それを言うためだけに戻ってきたの？　怪しい人影がどうとかの一大事なのに？

　クラウディオは「じゃあな」と言うなり再び踵を返した。

　そしてあっという間に執務棟の中へと消えていった。
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　リリアがネプトゥス隊に仮かり配はい属ぞくされてから、半月が過ぎた。

　その間、状じよう況きようは何も変わらず、リリアの『大だい丈じよう夫ぶ』という自じ己こ暗あん示じも、さすがに効こう力りよくを失うしないかけていた。

　クラウディオやジュゼを初めとする先せん輩ぱい隊員たちは、総そう力りよくを挙あげてリリアに協力してくれている。それこそリリアが、「申もうし訳わけないな」と思ってしまうくらいに。




「それなのにいまだに水棲馬スイレーナにさわれないって、もうどうしたらいいの……？」

　リリアは自室のベッドの上に突つっ伏ぷした。

　──どうしよう。誰だれがいけないの？　わたし？　それとも水棲馬？

「いいえ、誰も悪くないわ。きっと何かがおかしいだけよ……！」

　頭に浮かんだ邪よこしまな考えを追い出すべく、「ていっ！」と気合を入れて飛び起きる。

『いいか、迷まよった時はとりあえず剣を振り回せ！　そのうちにおまえはベリー強くなる』

「ええ、師し匠しよう。そうします」

　床ゆかに転がっている細ほそ身みの剣を手に取り、「とりゃぁっ！」と素す振ぶりをする。続いて枕まくらを敵てきに見立てて、鮮あざやかな回し蹴げりを決めた。

　そうしていたらだいぶスッキリしてきたので、リリアはとりあえず出かけることにした。

　本日は騎き士し団だんに入団してから二度目の公こう休きゆう日びだ。

　一度目は疲つかれ果はてて泥どろのように眠ってしまったが、今日は違ちがう。ネプトゥス隊での勤務にもすっかり慣なれてきたので、体力がありあまっている。

　──二度目の公休日には、サラキアの書を読みに神しん殿でんに行こう。

　それはだいぶ前から計画していたことだった。

「ええと、出かける準備……」

　紺こん色の外出用ドレスに着替えて、フリルがあしらわれた白い手袋をはめる。ぐちゃぐちゃの室内を漁あさり、ネプトゥス隊への仮配属任命書を発はつ掘くつした。

　時刻は午前九時。おそらくもう神殿は開いているはずだ。

「いってまいります」

　誰に言うともなく呟つぶやいてから、淑しとやかに階段を下りる。そのまま玄関扉とびらを押し開くと、なぜだか扉がドゴッと不ふ思し議ぎな音を立てた。

「えっ、何……？」

　リリアが外に出てみると、そこには涙目のクラウディオがしゃがみ込んでいた。

　どうやらリリアが開けた扉が、彼の後こう頭とう部ぶを直ちよく撃げきしたらしい。クラウディオは両手で頭を抱かかえ込み、ひとしきり悶もん絶ぜつしている。

「てっめぇ俺を殺す気かコラ！　あぁ？」

　立ち上がるなりいきなりぶちぎれられ、リリアは「ごめんなさい！」と平ひら謝あやまりした。

「というか隊長、お仕事は？　まさかお休みなんですか!?」

「俺が休みだったら何か文もん句くあるのかこのクソバカ女が！」

　これはまずい。痛みのあまりに怒り狂くるっている。

「いえ、そんなことはありませんけど、ただどうしてここにいたのかなって……」

　一いつ刻こくも早く邪じや悪あくな空気を収めてもらおうと、リリアはにこやかな表情を作った。するとクラウディオは、急に真顔になって、玄関前のポストをビシッと指差す。

「郵ゆう便びんが届くかもしれないからな。ここで待ちかまえてるんだ」

「はあ……郵便、ですか」

「今日こそ弟からの返事が届く──と、俺の第六感が告つげている!!」

「ど、どのくらい前からここにいらっしゃるんですか？」

「一時間前からだ」

　うわっ、いくらなんでもブラコンすぎです！　思わずそう叫さけんでしまいそうになった。

　けれどこれ以上の粗そ相そうをしたら、そろそろ本当に追い出されてしまいそうだ。

「ええと……早く来るといいですね？」

　リリアはクラウディオに向けて、にこりと微笑ほほえむ。

　今日のクラウディオは、白いシャツに黒いズボンというラフな服装だった。

　このところカッチリとした隊服姿ばかり目にしていたので、なんだか少し新しん鮮せんである。

「おまえはどこに行くんだ」

「神殿に行ってまいります。サラキアの書を読んでみようかと思いまして」

　するとクラウディオの表情が、瞬またたく間に重苦しいものになった。

「神殿か……不思議と何の音おと沙さ汰たもないからな、大丈夫だとは思うが……」

「え？　なんですか？」

「いや、サラキアの書の話だ。おまえの件があってから、俺も何度か読み返したが──」

　リリアが水棲馬に怯おびえられる理由。それを解明する手掛かりは見つからなかったらしい。

「それでもいいんです。とにかく一度、読んでみたいと思っていたので」

　行ってまいります。そう言い残して、リリアはアンフォッシ家を後にした。




「ネプトゥス隊の方でいらっしゃいますか？」

　神殿の入り口に到とう着ちやくすると、まず身分証の提てい示じを求められた。

　肩かた掛かけ[image: 鞄]かばんの中からぐしゃぐしゃの任命書を取り出し、受付の神官に提示する。するとすぐに、神殿内の礼れい拝はい堂どうに通された。

　礼拝堂の壁かべや天てん井じようは、青と緑のモザイク画で飾かざられていた。人ひと影かげがないせいか、内部は神こう々ごうしい空気に充みち満みちている。

　神殿の象しよう徴ちようでもある半球状の大きな屋根は、どうやら礼拝堂の天井部分らしい。窓から差し込む陽よう光こうがきらきらと揺ゆらめいて、まるで水みな底そこの異世界にいるようだった。

「よろしければご案内いたしますよ」

　豪ごう奢しやな天井を見て口を開けていると、いきなり声をかけられた。

　反射的に視し線せんを下ろせば、リリアの目の前に金色の髪かみの青年が立っている。

　あれ？　と、思わず首を傾かしげた。その髪の色や立ち姿に、なぜか見覚えがあったのだ。

「あなた、あの時の……！」

　リリアは彼の顔を指差し、あぐあぐと声にならない息を漏もらした。

　数日前に神殿の入り口で見かけたお化け──ではなく、人間の青年だったのだ。

「ああ、すいません。いきなり登場したので驚おどろいちゃいました？」

　青年は大おお袈げ裟さに息を吐はくと、頭が取れそうなほどの勢いきおいで前髪を搔かき上げた。

「困こまったな。海神ネプトゥスが人間になったかのように美しいだなんて、褒ほめすぎですよ」

「そんなことは言ってませんけど……」

　リリアはやや控ひかえめに突つっ込む。

「え？　そうでした？　じゃあ『女神サラキアにも負けないほどの美しさ』のほう？」

「そっちも言ってないです」

　すると青年は、どこかから手て鏡かがみを取り出して、それに映った自分の顔を眺ながめ始めた。

「ああ、やっぱり照てれてるんですね。僕がこんなに美しいからって」

　──これは……お化けじゃないけど、別の意味で関かかわってはいけない人だわ。

　リリアの第六感が、危険信号を灯ともしている。

　確かに彼は、ちょっと驚くほどに美しい顔立ちをしていた。

　金色の髪に水色の瞳がよく合っていて、なんだかとても気品がある。

　真っ白な神官服も彼の美び貌ぼうを引き立たせているのだろう。彼が動く度たびに、その周囲がきらきらと輝かがやくような気すらした。けれどこのうぬぼれ加か減げんは、正しよう直じきかなりイタい人だ。








[image: ]









「ああそうか、僕の気を引きたかったんですね。だからといって全力で否ひ定ていするなんて、可愛かわいいことしますね、あなた」

　ぞぞぞぞっ。リリアの全身に鳥とり肌はだが立った。

「わたし、ネプトゥス隊の新隊員なんです。それで今日初めてここに来て──」

「僕に会いたかったんですね。ええ、あなたの気持ちはわかってますよ、子こ猫ねこちゃん」

「だからそうじゃなくて……!!　サラキアの書を読ませていただきたいんです！」

　すると青年は、「そっちが目当てですか」と、つまらなそうに首を竦すくめた。

「たまにいらっしゃるんですよね。僕の美貌よりも、そちらに興きよう味みを示しめす奇き特とくな方が」

「あの、サラキアの書はどこにあるんですか？　もしよろしければ、わたしをそこまで連れて行ってくださいませんか？」

　──それが無理なら今すぐどこかへ消えてくれないかしら。

　密ひそかにそう願っていると、青年は「いいですよ」と、右手をこちらに差し出してくる。

「僕はレオ。この神殿の神官です。どうぞよろしく」

「わたしはリリア・コルテーゼと申します。よろしくお願いします」

　リリアはレオと名な乗のった青年と軽い握あく手しゆを交かわした。しかしその直後、レオがリリアの右手をぐいと引っ張ったので、思わず「ひっ」と悲ひ鳴めいをのむ。

「レオさん、何を……」

「せっかくですから手袋を外はずしましょう。僕に生なまでおさわりできるチャンスですからね」

「ダメ……っ!!」

　レオの指が手袋にふれた瞬しゆん間かん、リリアは咄とつ嗟さに体を引いていた。けれど予想外の出で来き事ごとに反応が遅おくれた。やがてリリアの右手は、レオの目の前でその素す肌はだを晒さらしてしまう。

　──見られてしまった！　あのおかしな文字を……！

　リリアの心しん臓ぞうが、不安に駆かられるあまりにばくばくと暴れ出した。と、案あんの定じようレオは、リリアの手の平をじっと凝ぎよう視ししている。

「リリアさん、手に何か書いてありますよ？　レジーナ、アズーリ……？」

「これは……！　すみません、ただの悪いた戯ずら書がきなんです」

　あはは、と苦く笑しようしながら右手を完全にレオに預あずけた。こうなってしまったらもう、下へ手たに慌あわてないほうがいい。リリアはあくまで『悪戯書き』を装よそおうことにする。

「何か拭ふくものを持ってきましょうか？　悪戯書きなら消したほうがいいでしょう」

「いえ、おかまいなく。手袋を返してくださればそれで……」

　するとレオは、丁てい寧ねいな手つきでリリアの右手に手袋をはめ直した。そこでリリアは、やっと全身の強こわ張ばりを解とく。

「どうでしたか？　僕と生でふれ合った感想は」

　──この最低男……！　女性の手袋を勝かつ手てに外すなんて、躾しつけがなってなさすぎるわ！

　リリアは怒りを嚙かみしめながら、ほほほ、と無理矢理愛あい想そ笑わらいをした。

「べつにどうということは……それよりも早く案内していただけませんか？」

「ああ、そうでしたね。ではまず礼拝堂で祈いのってからにしましょう」

　レオはにこやかに微笑んで、神官服の裾すそをバサッとひるがえす。

「これがネプトゥスとサラキアの像です。あくまでイメージですけど」

　礼拝堂の奥には、何体かの真っ白な石像が置かれていた。その石像の模も造ぞう品ひんがバルトランツ国内にはよく流通しているので、リリアにも馴な染じみがあるものだった。

　トリアイナと呼ばれる三さん叉さ槍そうを持ち、威い風ふう堂どう々どうと佇たたずむ海神ネプトゥス。その横には絶ぜつ世せいの美女であるサラキアが寄より添そい、二人の足あし下もとには数頭の水棲馬が集つどっている。

「これはなんですか？」

　水棲馬たちが座すわる真ん中に、薔ば薇らの花のような形の石像が置いてあった。

「サラキアの宝石です。その名を聞いたことはありませんか？」

「ネプトゥスがサラキアに贈おくった海の宝石のことですよね？」

「その宝石はこのような形をしているらしいのです」

「とても繊せん細さいで綺き麗れいな形ですね……」

　リリアがその石像に見とれていると、レオが自分の前髪をぱさっと搔き上げた。

「僕ほどではありませんけどね」

　リリアは全力で聞こえないふりを装う。

「サラキアの宝石って、ネプトゥス隊の騎士に授じゆ与よされたことがあるんですよね？」

「そう伝えられています。その騎士が死んだ後は失われたと言われてますが」

「どうして騎士に宝石なのかしら……」

　それは以前から不思議に思っていたことだった。

　するとその疑ぎ問もんに、レオが即そく座ざに答えてくれた。

「サラキアの宝石と水棲馬は、何かしらの密みつ接せつな関わりがあると言われているんです。ただその関わり合いがなんなのかは、まだ解明されていないんですけどね」

　レオは「現在も調べている最中です」と、無む駄だに眩まぶしい笑顔を振りまく。

「わたし、水棲馬について少しでも多くのことを知りたいんです」

「でしたらやはりサラキアの書を読むべきでしょうね。今からご案内しますよ」

　サラキアの書は、神殿内の宝ほう物もつ庫こに納おさめられているらしい。

　だがその原本は、基き本ほん的てきにこの国の王族しか手に取れないとのことだった。リリアたちが自由に閲えつ覧らんできるのは、人工的に作られた複製品だという。

「この部屋にありますので、どうぞごゆっくり」

　レオに連れられ、古紙の匂においが漂ただよう一室──神殿の書庫に足を踏ふみ入れる。

　そこでリリアは、初めて女神サラキアの随ずい想そうにふれた。




　──が、それからおよそ三時間後。

「何の手掛かりもなかったわ……」

　リリアはしょんぼりしながら、神殿の正面入り口に立っていた。

　残ざん念ねんながら収しゆう穫かくは何もなし。強しいて言うなら『水棲馬はワカメが嫌い』というどうでもいい豆まめ知ち識しきが増えただけである。

「確かに隊長が言ったとおりだったわ……」

　虚むなしい溜ため息いきを繰くり返しつつ、王宮の敷しき地ちへとつながる橋に足を踏み入れる。

　時刻は午後一時過ぎ。先ほど王宮の時計塔が一つ、鐘かねを鳴ならしたばかりだった。

「そろそろネプトゥス隊の海上訓くん練れんの時間かしら」

　リリアは橋の欄らん干かんに肘ひじをつき、ぼけっと海を眺めた。

　太陽の光を反射して、きらきらと煌きらめく紺こん碧ぺきの海。今日は風が穏おだやかなので海面も静かだ。大小の漁船や貿ぼう易えき船せんが、白しら波なみを立てて航こう行こうしている。

「あっ、水棲馬……！」

　ネプトゥス隊の詰つめ所しよがある方角から、水棲馬の群むれが飛び出してきた。

　漆しつ黒こくの馬が水面の上を駆けるさまは、いつ見ても何度見ても神しん秘ぴ的てきだ。先頭を走るのはジュゼだろうか。剣をかまえたその姿は、リリアが憧あこがれた騎士そのものである。

「あと五日しかないのよね……」

　──どうしよう。もし、あの水棲馬に選ばれなかったとしたら……。

　リリアの仮配属期間は、あと五日で終了だ。このまま最終日を迎むかえてしまったら、その時点でリリアの夢は潰ついえてしまう。

　まずい。これは非常にまずい。というか、もはや手段を選んでいられないレベルだ。

『いいか、困った時はなりふりかまうな。おまえの最後の武器はザ・神頼みだ！』

「ええ、師匠。もちろんわかっています」

　剣術の師しの教えに従したがい、目の前に広がる海に向かって両手を合わせる。

「ネプトゥスさま、どうかお願いします。わたしをあの水棲馬の主あるじにしてください！」

　水底の世界にいる海かい神じんネプトゥスに向けて、リリアは全力で祈りを捧ささげた。

　するとその直後。

「それは無理だと思います」

　リリアの背中に、そんな心ない声が投げつけられた。

　ネプトゥスの代わりに呼こ応おうしたのは、先ほど別れたばかりのレオである。

「レオさん……？」

「あなたはあの水棲馬の主にはなれません。このままふれることもできずに期間終了です」

　レオはこちらに歩み寄って来るなり、不ふ吉きつな予よ言げんをしてきた。

「や、やめてください、おかしなことおっしゃるの……というか、どうしてわたしが水棲馬にさわれないことをご存ぞん知じなんですか！」

「先日、ネプトゥス隊の副隊長さんと話していたじゃないですか」

　やはりあの時見かけた青年は、レオその人だったらしい。

「それから報ほう告こくも上がってきていますしね。──まあ、神官長まで上がらないよう僕が握にぎりつぶしてますけど」

　報告。それは隊長であるクラウディオからの、ということだろうか。

　どちらにしろ『握りつぶす』とは、穏やかでない話である。

「そして極きわめつけは今日ですよ。今日、あなたに会って確かく信しんしました。──あなたはあの水棲馬の主にはなれない。たとえ天地がひっくり返っても、絶対にね」

　自信に満ち[image: 溢]あふれた様子のレオは、やがて口元に手をやってくすくす笑い始めた。

　──というか、この人はどうしてこんなに楽しそうなの？

　リリアは次し第だいに苛いらついてきた。

　人の神頼みを邪じや魔ましたあげくに、本気で困っているリリアのことを笑う。──しかも。

「レオさん、そこまでおっしゃるなら理由を教えてください」

「教えません」

　超ちよう絶ぜつ不親切。断だん言げんしてもいい。彼は間ま違ちがいなく性格が悪い！

「まあ正確には『タダで教えるつもりはない』と言ったところでしょうか。ああ、べつにお金をいただくつもりはありませんよ。『貸し一つ』ということで、後のちほど僕に従っていただきたいだけです」

「ごめんなさい。正直、レオさんのおっしゃっていることの意味がわかりません」

「意味がわからなくても、僕があなたよりも知識レベルが高く、なおかつ美しいということはわかるでしょう？　ならば信じてみたらどうですか。悪いようにはしませんよ？」

「──このケチ男っ！」

　我が慢まんの限げん界かい突とつ破ぱ。リリアは思わずレオに暴ぼう言げんを浴あびせかけていた。

「何か知ってるなら教えてくださればいいのに、条じよう件けんをつけるなんてどケチ男ですよ！」

　叫びながら、そういえば神官ってどのくらい偉えらいのかしら？　と頭の片かた隅すみで考え始める。

「ほほう。たかが新隊員が神官に向かって暴言を吐くなど面おも白しろいですねククク……」

　──いけない。これはかなりの粗相をしてしまった予感。

「しかもその狸たぬきみたいな顔で、絶世の美貌を持つ僕に挑いどんでくるとは……」

　そっちはどうでもいいわ。リリアは即座にそう考えた。

「ええと、ちなみに神官さまの地位的レベルって、どのくらいでしょうか？」

「そうですね、新入りでも各隊の中ちゆう堅けんクラスでしょうか」

「す、すみませんでした……！」

　リリアはあんぐりと口を開けながら、体を二つ折りにした。

「本当に申し訳ございません！　……でもレオさんがおかしなことおっしゃるからいけないんですからね！」

　謝りつつもそこは強調し、レオからじりじりと距きよ離りをとり始める。

「僕に『主にはなれない』と言われたこと、そんなにショックでした？」

「……っ!!」

　図ず星ぼしを指されて、リリアは思わず息を止めていた。

　そんなのあたりまえだ。この半月、努ど力りよくし続けてきたのに状況は何も変わらなかった。

　あと五日しかない──そう焦あせっているところにいきなり不吉な予言をされれば、正直ショックすぎて泣きたくなる。

「わたしは……！」

　反はん論ろんしかけたところで、実じつ際さいに声が揺れてしまった。

　そのうちに目め頭がしらが熱くなってきて、喉のどに塩しお辛からい涙が落ちてくる。

「本当にすみませんでした……失礼いたします！」

　一いつ方ぽう的てきに謝り、レオからの返事も待たずに走り出す。

「リリアさん、ネプトゥス隊での仮配属期間が終わったら、ぜひ神殿へ来てください。あなたに協力してもらいたいことがある！」

　背中に投げつけられた声に応こたえる余裕は、もはや残っていなかった。




『あなたはあの水棲馬の主にはなれない。このままふれることもできずに期間終了です』

　頭の中に響ひびき渡るのは、呪のろいのように不吉なレオの言葉──。




「そ、そんなことないも……っだいじょう、ぶ、だもの……！」

　リリアはえぐえぐと泣きながら、アンフォッシ家に向かって歩き続けた。

「ううっ、くやしい……！」

　せっかく神殿に行ったのに、厳おごそかな気持ちなど一瞬で吹き飛んでしまった。

「だいたいなんなの、あの人……いくらなんでも性格悪すぎよ！」

　ぶつぶつと不ふ満まんをこぼしつつ、ハンカチを取り出してちーんと鼻をかむ。

「うわっ、なんじゃ!?」

　路地ですれ違った老年の男性が、リリアの鼻をかむ音を聞いて目を丸くした。

　いけない。こんな姿を他人に見られてしまうなんて、淑しゆく女じよとして大失格だ。

「あら、ごめんあそばせ」

　リリアはとりあえずの愛想笑いを浮うかべ、せいぜい大人の女性を装ってみせる。

「ダメ。こんな顔で家に帰れない……」

　小さな手鏡を取り出し、それに自分の顔を映し出す。泣き腫はらしたリリアの瞼まぶたは、相そう当とうにむくんでしまっていた。おまけに鼻の頭も赤い。大泣きしたことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　時刻は午後二時前。家にはクラウディオだけでなく、家か政せい婦ふのオルガもいる。

「……少し寄り道して帰ろうかしら」

　リリアは回れ右をして、アンフォッシ家からほど近い海岸へと向かった。




「わっ、水棲馬が戻もどってきたわ……！」

　リリアが海沿ぞいの通りに到着した時、ちょうど水棲馬たちが目の前を駆け抜ぬけて行くところだった。

　騎士たちが「はっ！」と気合を入れる声。辺りに跳はねる水しぶき。陽光に輝く神秘的な灰色の角つの──。何度この光こう景けいを、陸おかから眺めただろうか。

「いいなぁ……。いつかわたしも水棲馬に乗りたい。あの騎士みたいに剣を片手に国を守って……というか、大人になったら絶対に騎士団に入ってみせるわ……」

　それは幼おさない頃から口に出し続けた、リリアの夢。

「ううー……くやしい」

　リリアは再び[image: 溢]れ出した涙をぐいと拭ぬぐった。そして。

「泣かない……！　あんなケチ男に泣かされるなんて、冗じよう談だんじゃないわ！」

　きらきらと輝く水みな面もを、しばらくの間眺め続けたのだ。
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「ただいま戻りました」

　その後、リリアが家に帰ったのは、涙も引っ込んだ午後三時半の頃だった。

　まだ瞼は腫れていたけれど、オルガはもう退たい勤きんしているはずだ。すぐに二階に上がってしまえば、クラウディオと顔を合わせなくて済むだろう。そう考えての帰き宅たくだった。

　けれどアンフォッシ家の玄関扉を開けた瞬間。そこにオルガが立っていたので、リリアはびっくりした。

　しかも彼女は、何やらそわそわした様子で廊ろう下かを行ったり来たりしている。

「オルガさん？　どうかされたんですか？」

「ああリリアさん！　どうもお久しぶりです」

「ええ、お久しぶりです」

　彼女と顔を合わせるのは前回の公休日以来、七日ぶりのことだった。

「今日は残業ですか？　珍めずらしいですね」

　するとオルガは、「いえいえ」と、顔の前で右手を振り始める。

「本当は今すぐ競けい馬ばに行きたいんですよ。なんてったって今日は、一昨年おととしから目をつけていた馬のデビュー戦ですからね。あいつ負けたらただじゃおかないってんですよ！」

　前回の公休日に判はん明めいしたことだが、どうやらオルガは大の競馬好きらしい。

　そして彼女は、馬の話をする時は少々柄がらが悪くなってしまうようだった。

「あの、でしたらなぜここに？」

「それが、坊ぼつちゃんが……」

「……？　隊長がどうかしたんですか？」

　首を傾げていると、オルガは「ちょっとこっちに来てくださいな」と、リリアの手を引いて歩き始めた。やがて[image: 辿]たどり着いたのは、クラウディオの寝しん室しつの前だ。

「どうぞこの部屋を覗のぞいてみてくださいな」

「えっ、でも失礼じゃ……」

「今なら大丈夫ですから」

「では少しだけ」

　リリアは扉の隙すき間まから、クラウディオの寝室の内部を覗き見た。

　その部屋は昼間だというのに、カーテンがひかれていて薄うす暗ぐらかった。それでもよく整せい頓とんされた空間だということはわかる。リリアの部屋とは違い、空気が澄すんでいる。

「ええと、隊長はいらっしゃらないんじゃ……ひっ、死体!?」

「しっ！　どうぞお静かに。死んではいないので覗き終わったらこちらに来てください」

　リリアはオルガに引きずられるまま、再び玄関扉の前に戻った。

「オルガさん、あれって……！」

　クラウディオの寝室の床には、あろうことかクラウディオその人がうつぶせに倒たおれ込んでいた。すぐ横にベッドがあるのになぜ床に寝ねているのか、激しく[image: 謎]なぞである。

「隊長に何かあったんですか？　体調が悪いとか!?　あっダジャレじゃありませんよ？」

「原げん因いんはこれです」

　オルガはエプロンのポケットから一通の手紙を取り出した。

　宛あて名な部分にはクラウディオの名前が、そして差出人部分にはアドルフォ・アンフォッシとの名前が書かれている。どうやらクラウディオが愛してやまない弟からの手紙らしい。

「今け朝さ届いたものです。それにこう書かれていたのです」

　オルガはリリアの目の前で、その手紙を開いて見せた。




『敬けい愛あいする師が審しん議ぎ会かいに出席するのですが、それの付き添いを許ゆるされました。そのため卒業が三カ月後にのびます。もちろん家にも帰れません。　　　　　　　──アドルフォ』




「ショックのあまりにぶっ倒れてしまったんでしょうね。私が出勤してきた時からぴくりとも動かないんですよ」

　オルガは手紙をしまいながら、件くだんの部屋へと視線を向ける。

「でも審議会に出席だなんて……すごいことですよね？　それに三カ月後には必ず一いつ緒しよに暮くらせるんだから、あんなに落ち込むことないのに……」

「坊ちゃんは重度のブラコンですからね」

「それですよ。そもそも隊長はなぜあれほどのブラコンなんですか？　昔からですか？」

　リリアはここぞとばかりに質問をぶつけた。今朝、クラウディオのブラコンぶりを目まの当あたりにしたばかりだったので、その由ゆ来らいを知りたかったのだ。

「あれほどになったのは、坊ちゃんが十一の時です。アドルフォ坊ちゃんは五歳でした」

「そんなに昔から……」

「しかたがないんですよ。その頃、坊ちゃんたちのご両親が、子供たちを捨てて家を出て行ってしまいましたので」

「へ？」

　リリアはつい素すっ頓とん狂きような声を漏らしていた。

「どういうことですか、それ……」

　言われたことの意味がわからず、右に左に首を捻ひねってしまう。

「父親も母親も、互たがいに別の相手を作ってしまいましてね、それで子供が邪魔になってしまったんでしょう。坊ちゃんに『家だけは残してやるから好きに生きろ』と。ある日、家を出て行ってそれっきり」

「帰ってこなかったんですか!?」

　オルガは伏し目がちに頷うなずいた。

　そんな、まさか──そんなに非常識な親が実際にいるのだろうか。そしてなんの罪つみもない子供が、そんな親の犠ぎ牲せいにならなければいけないのだろうか。

　リリアはぽかんと口を開けたまま、自分の胸元をおさえた。なぜだか急に息苦しい。

「……オルガさんは、その頃ころからこの家に？」

「ええ。わたしは数年契けい約やくで賃ちん金ぎんをいただいていたので、その後もしばらくここにいました。そして契約が切れる頃、坊ちゃんが更こう新しんしてくださったんです。その頃には坊ちゃんはもう騎士団に入団していましたからね」

　そうか。彼はただ優秀なだけだったのではなく、早くから働く必要があったのだ。

　そして歳としの離はなれた弟を、親の代わりに愛して、守ってあげる必要があった。

「だからあんなブラコン……」

　リリアはすとんと納なつ得とくした。

「坊ちゃんは自分の親が捨てたこの家を……アドルフォ坊っちゃんを、とても大切にしています。それこそ少々気きの毒どくに思えてしまうくらいに」

「…………」

　リリアは何も言えなかった。

　クラウディオが大切にしている空間に、ずうずうしくも上がり込んでしまった自分。彼はあの時、いったいどんな気持ちでいたのだろうか。

「だからこそ私は、リリアさんがいらしてくださってとても嬉うれしいんですよ。リリアさんがいることで坊ちゃんのさみしさが解消されればいいなと、そう思っているんです」

「でも、オルガさんの期待には……」

　おそらく応えられていない。

　なぜならリリアとクラウディオの距離は、いまだにちっとも縮ちぢまらないからだ。

　そしてリリアは、あと半月後にはアンフォッシ家を出て行かなければならない。そうなればもう、二人はただの上官と部下という間あいだ柄がらになる。

「ということでリリアさん。坊ちゃんのこと、ひとつよろしくお願いしますね。はい、これ手紙。坊ちゃんに気づかれないよう寝室のテーブルの上に戻しておいてくださいよ！」

　オルガは急に声の調ちよう子しを変えると、白い封ふう筒とうをリリアに押しつけてきた。

「えっ、でもこの手紙はオルガさんが……！」

「それから坊ちゃんをベッドに寝かしつけてあげてくださいね」

「それは難なん易い度ど高すぎです！」

　その場面を想像して、リリアは顔色を真まっ青さおにする。

「さて、そろそろ第一レースが始まりますからね。あーよかった、あの馬の登場が最終レースで。よしっ、今日も生きるか死ぬかの勝負だ血が騒ぐっ!!」

「ちょっ、オルガさ……」

「では本日は退勤させていただきます」

　オルガは流れるような動作で一礼すると、腕うでまくりをしながら家の外へと出て行った。

「そんな、どうするのよ、これ……」

　リリアは白い封筒を片手に、自分の頭を抱え込む。

「──いいえ、大丈夫。たいしたことじゃないわ、落ち着くのよリリア」

　オルガに託たくされたこと。それは『寝室のテーブルの上にこっそり手紙を戻し、床で眠るクラウディオにベッドに移動するよう促うながす』というものだ。よくよく考えてみれば、とりたてて騒ぐほどのこともない任務である。

『任務にはいつだって即座にとりかかれ。それが必ずおまえをサクセスさせる！』

「ええ、師匠。もちろんわかっています」

　リリアはクラウディオの寝室の前に立ち、ふうっと息を整ととのえた。

　──もし隊長が目を覚まして、怒り狂くるったらどうしよう。

　念ねんのため「お邪魔いたします」と断ことわりをいれてから、扉をそっと押し開く。

　室内は相あい変かわらず薄暗いまま。まるでそこだけ時間の流れが違っているかのようだった。

「まずは手紙、手紙……」

　倒れるクラウディオの頭ず上じようにあるテーブルに、白い封筒をこっそり置く。

「──読んだのか？」

「のわ──っ!!」

　いきなり声をかけられて、リリアは床から数センチほど飛び上がった。その拍ひよう子しにテーブルにぶつかり、その上に置いてあった本や眼鏡めがねなどをなぎ倒してしまう。

「ご、ごめんなさい……！」

　慌てて元に戻そうとすると、クラウディオに「いい」と止められた。

「べつにかまわない。放っておけ」

「でも……」

「俺がいいと言っている」

　クラウディオはうつぶせに倒れ込んだまま、声だけでリリアに命めいじてくる。

　その声はかなり沈しずんでいて、まるで別人のそれのようだ。彼は今、いったいどんな表情をしているのだろうか。

「隊長……？」

　おそるおそる呼んでみたが、返事は返ってこなかった。

「隊長、どうしてベッドに寝ないんですか？」

　そう語りかけながら、クラウディオの頭の横にしゃがみ込む。

「床が冷たくて気持ちいいからだ」

　彼はそんな見え透すいた噓を吐ついた。

「でも体が痛くなっちゃいますから……ちゃんとベッドに移動してくださいね？」

　それだけを『お願い』して、すっくと立ち上がろうとした。けれどクラウディオの手がいきなりこちらにのびてきたので、リリアはびくっと肩を上下させてしまう。

「た、隊長……？」

　気づけば彼の大きな手に、右の手首を摑つかまれていた。

「どこに行くつもりだ」

「ええと、居間にでもいようかなと」

「オルガに聞いたのか」

　いきなりの質問。一瞬言葉に詰まったリリアだったが、すぐに「ええ」と正直に答える。

「ごめんなさい。勝手に聞いてしまいました」

「かまわん。どうせオルガが一方的に喋しやべったんだろう」

「そういうわけでもないですけど……」

「────弟が、帰って来ないことになったんだ」

　リリアの腕を摑むクラウディオの手に、ぐっと力がこめられた。

「おかしいか？　それだけでこんなに落ち込むのは」

　少し考え込んだ後に、「いいえ」と答えを返す。

　クラウディオの過去話を聞いていなければ、おそらく『そんなに落ち込まなくても』と、簡かん単たんに口に出していただろう。けれど今は、彼の過去の一いつ端たんを知っていた。

「弟さん……いえ、弟さまが戻ってこないと、きっと隊長の時間は進まないんですよね」

　彼の後頭部に向かって静かに話しかける。

　するとクラウディオは、いきなりごろりと転がった。

「えっ、なんですか？」

　仰あお向むけになった彼と、至し近きん距離で見つめ合う形になる。

　意外にもクラウディオが落ち着いた表情をしていので、逆ぎやくにリリアは焦りまくった。

「ど、どうしてそんなに見るんですか？　わたしの顔、何か変でしょうか……」
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　じっと凝視されると、居ても立ってもいられないような心ここ地ちになる。彼の青い瞳に、その鋭するどい眼まな差ざしに、まるで捕とらえられているような気分だ。

「隊長、どうして何も話してくれないんですか……？」

　無む言ごんで目を合わせることに耐たえられなくなったリリアは、逃にげるように立ち上がった。

　だがその時、痛いほどに腕を引かれて、リリアの体がぐらりと傾かたむいてしまう。

「きゃっ……」

　倒れ込む間ま際ぎわに、クラウディオの顔の横に手をついた。

　薄茶色の長い髪がはらりと落ちて、彼の引きしまった頰にかかる。

「ご、ごごごめんなさい！　すぐにどきますから……！」

　抱きつくことは避さけられたが、これではまるで彼に襲おそいかかっているような体勢だ。

「目が……」

「え？」

「目が赤い。なぜだ」

「こ、これはべつになんでもありません！」

「いいから言え。なぜ泣いた」

　リリアの赤くなった目め尻じりめがけて、クラウディオの指がのびてくる。

　前にも一度、頰にふれられたことがあった。けれどあの時は手袋越しだった。

「いえ、特に泣いたわけでは──ひゃっ！」

　指でふれられた瞬間、リリアは反射的にクラウディオの側そばから飛び退のいていた。

　その動作に苛ついたのか、クラウディオはむっとした顔をする。

「おまえ、ふざけてるのか？」

「まさか……！　というかわたしのことはどうかお気づかいなく！　もう大丈夫ですので」

　するとクラウディオは、リリアを追いかけるようにして上半身を起こした。

「大丈夫──おまえはよくその言葉を使うな」

「それは……」

「だが大丈夫じゃない時だってあるだろう？　今だってそうだ。そんな言葉で簡単に誤ご魔ま化かそうとするな！」

「──でもっ！」

　確かにクラウディオの言うとおりだった。けれど『大丈夫』だと自己暗示をかけなければ、乗りきれない問題だってたくさんあったのだ。

　例えばコルテーゼ家の没ぼつ落らく問題。

　屋敷から運び出される家財道具を目の前に、リリアは『大丈夫よ』と言い続けた。大丈夫よ、思い出まで持って行かれるわけじゃない、と。

　リリアがそうすることで、幼おさない弟もやがて『大丈夫ですよね、姉さま』と笑顔を見せるようになった。この言葉は魔法の言葉だ。その時、リリアは心しん底そこそう思った。

　そして、ネプトゥス隊に仮配属になってからも──。

「思いどおりにいかないことばかりだけど……隊長にも楯たて突ついて、それなのに水棲馬にさわれもしなかったけど……！　でもそれでも『大丈夫』って自分に言い聞かせて頑がん張ばってきたんです。べつに少しくらい誤魔化したっていいじゃないですか！」

「そういうことを言ってるんじゃない！」

　じゃあいったいどういうことだ。もう意味がわからなすぎて、リリアはわあっと泣いた。

「じゃあ何なんですか──っ!!」

「俺の前で見え見えのやせ我が慢まんをするなっつってんだ!!　うざくてしかたないだろうが！」

「でも……！」

「辛しん気きくさい顔でぐだぐだやってるくらいだったら多少の愚ぐ痴ちは聞いてやる！」

「え……!?」

「それが嫌いやなら今すぐ笑えこのクソバカやろうが!!」

　リリアは自分の耳を疑った。

　──愚痴を聞いてやる？　今すぐ笑え？

　そんな言葉がクラウディオの口から飛び出すとは、夢にも思っていなかった。

「だからといって俺に懐なつくなよ。迷めい惑わくをかけられた時点でここから追い出すからな！」

「ち、ちゃんとわかってますよ、そのくらい……」

「で？」

「え？」

「早く言え。俺の気が変わる前にな」

　気が変わる前に──本ほん音ねをぶつけてみてもいいのだろうか。今、目の前にいるこの人に。

「……怒らずに聞いてくれます？」

「おまえ次第だ」

「うう……じゃ、じゃあ辛つらいときは辛いって、言ってもいいんですか？」

「言わなきゃ追い出す」

　ずるい。そんなことを言われたら、もう白はく状じようするしかないじゃないか。

「実はわたし、今すごく辛いです……!!」

「上じよう出で来きだ」

　そう言われた直後、リリアの目の前にクラウディオの右腕が差し出された。

「なんですか、それ」

「泣きたいなら貸してやる」

「そんな……隊長、ずるいです！」

　リリアは泣きながら、いやいやするように首を左右に振る。

「そんなことされたら……」

　されたらどうだというのだろう。よくわからなくて、結局、マヌケな顔で首を捻った。

「おい、それでこの腕が必要なのか必要じゃないのか、どっちだ」

「それは……」

　リリアはひとしきり考え込んだのち、「そうだ！」と名案を思いつく。

「今回の分、貯ちよ金きんしたいです。……してもいいですか？」

　するとクラウディオは、意味がわからないといった様子で眉まゆを顰ひそめた。

「ええと……この先、その手がもっと必要な時が訪おとずれると思うんです。必要か必要じゃないかも考えていられないほどに、打ちのめされる時が」

　そうならないことを祈るけれど、例えばネプトゥス隊での仮配属を終え、ミネルウァ隊への異動命令が出てしまった時。その時リリアは、打ちひしがれて相当に泣くだろう。

「ですからその時まで貯金させてください」

　するとクラウディオは、「好きにしろ」と右腕を下ろした。

「あの、ありがとうございます……隊長が吐き出させてくれたから元気になりました」

　リリアは泣き笑いのような表情を作った。

　するとクラウディオは、なぜだが微び妙みような顔をして、「ちっ」と舌した打うちをする。

「おまえ、変なやつだな」

「えっ、そうですか？」

「自覚ないのか。終わってるな」

　そんな憎にくまれ口をききながらも、こちらを見つめるクラウディオの眼差しは柔やわらかい。

　その表情も、その雰ふん囲い気きも、気づけば半月前とは変わっているようにも思える。

「おまえは変だ。だが変なやつを見ていたら俺まで元気になった。ますます変だな」

　クラウディオはその一瞬、ふっと口元を緩ゆるめた。

　それを目にして、リリアの鼓こ動どうはついドキッと跳ね上がったのだ。
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「気まずい……すっごく気まずいわ」

　翌よく朝あさ。リリアはクラウディオの執しつ務む室しつの前で頭を抱かかえていた。

　定式朝礼が終わった後。隊長であるクラウディオにちょっとした質問があって執務室を訪おとずれたのだが、扉とびらをノックできないまますでに数分が経けい過かしていた。

「だって、どんな顔して会えばいいの……？」

　クラウディオの前で大泣きし、彼に慰なぐさめられたのが昨日きのうのこと。その後、二人は別々の時間を過ごしたが、一晩経たって朝になったら急に恥はずかしさが込み上げてきていた。

　リリアの腕うでをいきなり摑つかんできた大きな手。こちらをじっと見つめてきた青い瞳ひとみ。強ごう引いんに目め尻じりにふれてきた温かな指──。

　それらを思い出すと、リリアの頰ほおは自然と熱くなってしまう。

「それにわたし、おかしなことばかり言ってたし……」

『すごく辛つらい』だの『隊長ずるい』だの『そんなことされたら』だの。

　だいたいそんなことをされたらなんだというのだ。

「激しく[image: 謎]なぞだわ！」

　自分のことがさっぱりわからなくて、リリアは眉み間けんに深い皺しわを寄よせる。

「朝からブスっ面つらだな」

「のわ──っ!!」

　いきなり目の前にクラウディオの顔が現れたので、ついおかしな声を上げていた。

「おまえっ……俺の耳を壊こわす気か！」

「す、すみません！　でも隊長がいきなり現れるから……！」

　するとクラウディオは、もはや標準状態となったしかめっ面を作る。

「俺の執務室の前に俺がいきなり現れて何が悪い」

「そ、そうですよね。何も悪くありませんよね。うふふふ」

　リリアは不ぶ気き味みな愛あい想そ笑わらいでなんとか誤ご魔ま化かした。

　今け朝さ、リリアが家を出たのは始業時刻の三時間前。水棲馬スイレーナと過ごす時間を少しでも増やそうと考えた上での早起きだったが、その頃ころクラウディオはまだ寝ねていたようだった。

　そのためクラウディオと顔を合わせるのは、昨日の一件以来初めてのこと。それがまた余よ計けいに、リリアを緊きん張ちようさせる。

「邪じや魔まだ。さっさと中に入れ」

「は、はい。お邪魔いたします」

　執務室の扉が開かれ、部屋の中に招まねき入れられる。クラウディオの態度は、いつもと変わらず至いたって普ふ通つうだった。

「隊長、すごい普通……わたしは意識しまくってるのに……」

　そう思うあまりに、つい声に出して呟つぶやいていたらしい。

　驚おどろいたクラウディオが、テーブルの足にけつまずいて転びそうになった。

「わっ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「おまえは……!!　そういうことを簡かん単たんに口にするな！」

「えっ!?　口に出てました!?」

「出まくってただろうが！」

　転びはしなかったものの、クラウディオはかなりひやりとしたようだ。テーブルに手をついたその背中が、怒ど気きをめらめらとみなぎらせている。

「ごめんなさい！　言うつもりはなかったんですけど、口が勝かつ手てに……!!」

「出すな！」

「つ、次から気をつけます！」

　リリアはクラウディオの背中に向けてぴしっと敬けい礼れいした。

　なぜ不用意にも言葉にしてしまったのか。平へい静せいを装よそおうつもりだったのに台だい無なしだ。

　しかも『意識しまくってる』と自みずから暴ばく露ろするなんて、もはやアホ以外の何ものでもない。

「で、俺に何の用だ」

　リリアが赤くなった頰ほおをおさえていると、クラウディオがそうたずねてきた。

「ええと、副隊長のことなんです。お姿が見えないので、今日は何時にいらっしゃる予定なのかなと思いまして……」

　するとクラウディオは、リリアに背を向けたまま答えてくる。

「あいつは今日は来ない。前々から申しん請せいされていた公こう休きゆうだ」

　ということは、本日の指導は他の先せん輩ぱい隊員に頼むしかないということだ。

「そうなんですか……わかりました」

　ありがとうございました。そう言い残して、リリアは執務室から出て行こうとした。が、すぐにクラウディオに「おい」と呼び止められる。

「ジュゼになんの用があった」

　クラウディオは、そこでやっとリリアのことを振り返った。

　青い瞳と視し線せんが交まじわった瞬しゆん間かん、リリアの心しん臓ぞうがわずかに跳はね上がる。

「あの、水棲馬にさわれるかどうか試してみたかったんです。それで副隊長に立ち会っていただこうかと思いまして……」

「なら今日は俺が見てやる」

　そう言われた直後、リリアはつい「えっ」と全身の動きを止めていた。

「なんだ、その嫌いやそうな顔は」

「べ、べつにそんなことは……！」

　どうやら『嫌だ』と思うあまりに、気持ちが顔に出まくっていたらしい。

　ちなみに嫌だと思ったのは、昨日の一件で気まずいから云うん々ぬんが理由ではない。私情を除のぞいた、もっとまともな理由からだった。

「俺では何か問題があるのか」

「そういうわけではありませんけど……」

「けど、なんだ。言ってみろ」

　いつしかリリアの目の前には、苛いら立だった様子のクラウディオが迫せまってきている。

　彼は口元に薄うすい笑えみを浮うかべていたが、それがまた余計に恐おそろしかった。眉まゆ尻じりはぴくぴくと痙けい攣れんしていて、いつぶちぎれてもおかしくなさそうだ。

　──うう、隊長ってば恐い。これは白はく状じようしないと怒られるかも……。

　そう予感したリリアは、「それなら言わせていただきますけど」と口を開いた。

「隊長、極ごく悪あく顔で恐いからです。すぐ怒るし怒ど鳴なるし、隊長が馬ば房ぼうにいらっしゃると、水棲馬も機き嫌げんが悪くなってさわらせてくれないかなと思いまして！　というかわたしがさわれないのは、もはやそれが原げん因いんじゃないかと!!」

　言いきった直後に「失礼しました！」と執務室を飛び出し、全速力で逃にげに転じる。

　しかしその後をクラウディオが猛もうスピードで追いかけて来たので、リリアは啞あ然ぜんとした。

「てっめぇ死にたいのかコラ!!　俺に原因があるわけないだろうがっ!!」

「ほら、やっぱりすぐに怒るじゃないですか！」

「いいか、おまえは今日から徹てつ夜やだ！　いいかげんにさっさと状況を打だ開かいしやがれ！」

　その後、リリアは割とあっさりクラウディオに捕とらえられた。

　そして首くび根ねっこを摑まれ、馬房へと強制連行されたのである。
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「えっ、ここでさわるんですか？」

　馬房に着くなり、クラウディオが「ここで水棲馬にふれてみろ」と言い出したので、リリアは面めん食くらった。

「水棲馬が一番落ち着く場所はここだ。怯おびえそうになったらすぐに俺が止めてやる」

「でも、もしまた騒さわぎになったら……」

　先日の一件を思い出して、リリアはごくりと喉のどを鳴らす。

　あんな思いはもうしたくないし、水棲馬にだってさせたくない。そう考えると、やはり馬房で試みるのはリスクが高すぎるような気がした。

「やっぱりどこか違ちがう場所のほうがいいかと思うんですけど……」

　水棲馬が馬房から出やすいように、柵さくにかけていた水飲み用の桶おけをどかす。

「おまえが先に怯えるな。その感情は水棲馬にも必ず伝わる」

「じゃあ……本当に何も気にしなくていいんですね？」

「ああ。心を落ち着けて水棲馬と対たい峙じしろ」

　クラウディオは腕を組んで、「やれ」と言わんばかりに顎あごを上げた。

　ということは、何が起きても責任はクラウディオにあるということだ。そう答えを出したリリアは、盛せい大だいな開放感を胸に覚える。

「でしたらわたし、水棲馬のことをわしゃわしゃと思いきり撫なでまわ──」

「したら埋うめるぞ、このバカが」

　言いきる前に特大の釘くぎを刺さされてしまった。

「だって隊長、何も気にしなくていいって……」

「限度があるに決まってるだろうが！」

　クラウディオは眉間を手でおさえて、呆あきれ果はてたような息を吐はいている。

「鼻先に手を出すだけだ。それ以上のことはするなよ」

「でも、それだとまた同じ結果になるような気がするんです。ここはいっそ大だい胆たんに、いきなり騎き乗じようしてみるとか……！」

　そんな他た愛わいもない遣やり取とりを交かわしていた時だった。




　────カンッ！　カンッ！　カンッ！　カンッ！　カンッ！




　真まっ青さおな空に、いきなりけたたましい鐘かねの音ねが鳴なり響ひびいた。

　王宮の時計塔の鐘だ。だが時刻を告つげる音とは違う。これはもっと緊きん迫ぱくした、何か大きな事件が起きた時のような鳴り方だった。

「隊長!?」

　リリアが気づいた時には、クラウディオはすでに馬房を飛び出していた。

　やはり何か事件が起こったらしい。リリアも他の新隊員と共ともに、練れん兵ぺい場じようへと向かう。

「総員、戦せん闘とう準備に入れ！　五分後に練兵場に整列、出しゆつ撃げきする！　それと同時に新隊員はミネルウァ隊の詰つめ所しよへ向かえ！」

　クラウディオは詰所全体に行き渡るほどの大声で命令を下していた。先輩隊員たちは即そく座ざに馬房に駆かけ込み、それぞれの水棲馬に鞍くらや手た綱づなをつけ始める。

「俺は騎き士し団長のところに行ってくる。イウラートの準備も頼む！」

　やがてクラウディオは、執務棟の中へと消えていった。

「戦闘準備……？」

　リリアの心臓がぎゅっと締しめつけられた。なぜだか急に喉がからからに渇かわく。

　戦闘準備の命令が下されたのは、リリアが仮かり配はい属ぞくされてから初めてのことだ。そしてネプトゥス隊が出るのなら、バルトランツの領海で何かが起きているということだった。

「おい、俺たちはミネルウァ隊の詰所だってよ」

　そう言ったのは、つい先日、水棲馬の主あるじとなった男子隊員だ。

「あちらの隊長に指し示じを仰あおげ、ということでしょう？　私たちは戦力にはならないから」

　従騎士候こう補ほの女子が、不安げに視線を泳およがせている。

「わたしも水棲馬に乗って海に行けたなら……」

　そうしたら剣を振り回して、先輩隊員たちと共に戦えるのに。

　心の底から悔くやしく思ったリリアは、隊服の心臓の辺りをぐっと握にぎりしめた。

　と、その時。執務棟からクラウディオが飛び出してきた。

「総員集まれ！　作戦を告げる！」

　すでに準備のほとんどを終えていた先輩隊員たちは、各おの々おのの水棲馬を連れてクラウディオの前に整列する。

「敵てきはノワール王国。大型の軍船アデライドが一いつ隻せき、ここから南に下がった沖おき合あいに現れた」

　隊員たちの間で「やはりノワールか！」との声が上がった。

「ネプトゥス隊は総員出撃、ノワールの軍船へ向かう。到とう着ちやくし次し第だい、まずは退去を促うながす！」

　クラウディオは険けわしい顔で沖おきの方角を睨にらみつけている。

「それに応おうじない場合は実力行使だ。俺の合あい図ずと共に剣を抜ぬき、軍船に乗り込め！　もう二度とバルトランツの海を侵おかす気にならないよう痛めつけてやれ！」

　騎士たちは自みずからを奮ふるい立たせるように「おおっ！」と野の太ぶとい声を上げた。

　石いし畳だたみの地面が、春の青空が揺ゆれるようだ。リリアはその気き迫はくに思わず圧あつ倒とうされる。

「いいか、今日に限ってジュゼがいない。だが怯ひるむことなく前に出ろ！　海はおまえらと水棲馬のものだ。海には海神ネプトゥスの加か護ごがある！」

　出撃！　クラウディオは沖に向かって剣を向けると、水棲馬にひらりとまたがった。

　その直後、彼の水棲馬はいきなり超高速で地面を駆けた。最後に大きく跳ちよう躍やく。海面へと着地し、さらに速度を上げる。

「隊長に続け！」

　およそ五十の騎士と水棲馬が、クラウディオの後を追って出撃して行った。彼等の姿はあっという間に遠ざかり、やがて波の向こうに消えていく。

「……すごかったな」

　残された十名の新隊員たちは、[image: 揃]そろって呆ぼう然ぜんとしていた。

　──確かにものすごい迫はく力りよくだったわ。

　リリアも思わず感かん嘆たんの息を漏もらす。

　いつもふざけている先輩隊員たちが、別人かと思うほど精せい悍かんな顔つきをしていた。

　そしてクラウディオに至いたっては、もはや言葉も失うしなうほどの勇士ぶりだ。

　彼が水棲馬にまたがる姿を初めて見たが、あれほど攻こう撃げき的てきに飛び出していくとは思わなかった。クラウディオが隊長たる所以ゆえんを目まの当あたりにした気がする。

「隊長、すごく……」

　すごくすごくかっこよかった。

　思わずそう呟いてしまいそうになり、リリアは「いいえ！」と自分で否ひ定ていした。

「そうじゃなくて、わたしも早く騎士になって出撃したいとか、そういう気持ちで……！」

　焦あせるあまりに余計にあわあわし、自分でも何を言っているのかわからなくなる。

「しかたないわよ、私たちは新隊員なんだし。それに女子は従騎士候補だって、この前説明されたばかりじゃない」

　年上の女子隊員に諭さとされて、「それはそうですけど……」と口くち籠ごもった。

「さ、それより早くミネルウァ隊の詰所に向かいましょう」

「そうだな。隊長命令だしな」

「確か審しん議ぎ会かい宮殿の向こう側よね？」

　そうして新隊員たちは、ミネルウァ隊の詰所を目め指ざして歩き始める。

　しかしリリアは、歩き始めてすぐにハッと足を止めた。──そういえば。

「水飲み用の桶、外はずしたままだったわ……」

　先ほどクラウディオと馬房にいた時。自分が担たん当とうする水棲馬の水飲み用桶を外し、そのまま離れたところに置いてしまっていた。

「すみません、先に行っていてください。桶を戻したらすぐに戻ります！」

　リリアが踵きびすを返すと、新隊員たちは「了りよう解かい」と、リリアのことを送り出してくれる。

　ついさっき歩いたばかりの道を引き返し、執務棟を抜け空の下に出る。がらんとするネプトゥス隊の詰所に入り、馬房の方角へ足を向けた。

　そこでリリアは、ふと体を強こわ張ばらせた。

　馬房の中から誰だれかの話し声が聞こえてきたのだ。

「おい、さっさとやろうぜ！　まずはそこの一頭だ！」

「船に乗せてから縛しばればいいんだろう？　なるべく傷はつけるな！」

　それと同時に、水棲馬のいななき声がリリアの耳をつく。

　──まさか、水棲馬泥どろ棒ぼう!?

　そうあたりをつけた瞬間、二人の男が水棲馬を引いて外に現れた。首に縄なわをかけられ、抵てい抗こう虚むなしく引きずられていくのは、よりにもよってリリアの水棲馬だ。

「うそ、ミネルウァ隊の隊員……!?」

　水棲馬泥棒たちは、白いジャケット風の隊服を着た男たちだった。

　髪かみの色は灰。目の色は黒。どこかで見た覚えのある顔だ。

「あなたたち、今すぐ水棲馬を放しなさい！」

　我が慢まんの限げん界かい突とつ破ぱ。リリアが声を上げると、男たちは弾はじかれたように顔を上げた。

　そこでやっと思い出すことができた。彼等は数日前の夜、ジュゼに連れられ馬房を訪ねてきた二人組だったのだ。

「話が違うぞ！　どうして隊員が残ってるんだ」

「知らん！　が、とりあえず始し末まつするしかないだろう！」

　片方の男が、腰こしに下げていた剣を勢いきおいよく引き抜いた。

　細ほそ身みの刀とう身しんが、降り注そそぐ陽よう光こうに照てらされキラリと光る。

「悪いな！　なんとしてでも水棲馬を我が国に持って帰らなければならないんでね！」

「あなたたち、まさか……！」

「ノワールの間諜スパイだ！」

　男は剣を片手にこちらに走り込んできた。

「じゃあ沖の軍船アデライドは……」

「囮おとりだ！　海神ネプトゥスの聖せい獣じゆう、水棲馬を確実に手に入れるためのな！」

　リリアの肩口めがけて白はく刃じんが振り下ろされる。それをすんでのところでサッとかわし、反射的に後うしろに飛び退すさった。

　まずい。新隊員にはまだ剣が支し給きゆうされていないため、リリアは武器を持っていない。

　こうなったら──。

「そんなことはさせないわ！」

　意い表ひようを突ついて疾しつ走そう、相手の懐ふところに飛び込む。男が「なんだ!?」と面めん食くらっている間に蹴けりを繰くり出し、相手の肘ひじを打った。すると男は、痺しびれた利きき手から剣を取り落とす。

「くっ……この女！」

　これで武器を入手！　リリアは地面に落ちた剣に即座に手をのばした。

　だが人差し指が剣にふれようかという時、リリアより先にそれを拾い上げる者があった。

「ああっ、わたしの剣……！」

　剣の柄つかを握ったのは、手袋をはめた手。見み慣なれた黒い袖そで。騎士団の紋もん章しよう入りボタン。

　ネプトゥス隊の誰かだわ！　そう確かく信しんして顔を上げたリリアの前に。

「副隊長……！」

　ネプトゥス隊の隊服を着たジュゼが立っていた。

「どうしていらっしゃるんですか!?　今日はお休みだったはずじゃ……！」

　理由はどうでもいい。それよりもジュゼが来てくれた。

　それだけでリリアの口元は、自然とほころんでしまう。

「副隊長、この人たちノワールの間諜だったんです。それで水棲馬を盗もうと──」

　その瞬間、リリアの全身が凍こおりついた。目の前をいきなり白刃が横切ったのだ。

「んー……この剣、あんまり切れ味よくないねー。リリアちゃんの髪を斬きっちゃおうかと思ったのに、ちょっとしか斬れなかったなー」

「え……？」

　言われて足下を見やると、そこには薄茶色の髪の一ひと房ふさが落ちていた。反射的に顎の横に手をやれば、そこにあるはずの髪が少し足りない。

「副隊長、何を……」

　リリアの心臓がばくばくと嫌な音を立て始めた。

　これは何？　いったいどういうこと？　こんな時にいつもの悪ふざけ？

　さっぱりわからなくて、ただ呆然と立ち尽つくす。

「この剣、もっとよく手入れしたほうがいいと思うよー。はい、返すね」

　ジュゼはリリアの横に立つノワールの間諜に、ひょいとその剣を投げた。

「ああっ、せっかく奪うばったのに……！」

「うん、残ざん念ねんだったねー」

　いったいどういうつもりなのか、ジュゼはにこにこ笑っている。

「さてリリアちゃん、ここで二に択たくです！　その一、水棲馬泥棒を見み逃のがして生き残るか。その二、水棲馬泥棒に立ち向かって死ぬか」

　さて、どっちがいい？　ジュゼはいつものような軽い調ちよう子しでたずねてきた。

「副隊長、何をおっしゃって──」

「いいから早く答えて？　五秒前！　四、三、二──」

「それはもちろんその二です！　でもわたしは死んだりなんかしませんよ？」

「んーそうだよね。リリアちゃんならそう言うと思った」

　ジュゼは「予想どおり！」と、うんうん頷うなずいている。

　どうしてそんな質問をしてくるのか。どうして。どうして。どうして。ジュゼに聞きたいことはたくさんあった。──ならばまずは、この質問を。

「副隊長、わたしも質問があるんですが、よろしいですか？」

「どうぞー。あっ、ちなみに今は彼女はいないよ？　好きな子ならいるんだけどね！」

「二択です……!!　その一、副隊長はノワールの間諜の敵である。その二、副隊長はノワールの間諜の仲間である」

　さて、どちらですか？　リリアが首を傾かたむけると、ジュゼは少し悲しげに笑った。

「もちろんその二だね」

　────ああ、最悪だわ！

　目の前が真っ暗になったような気がして、リリアは自分の口元をおさえた。と同時に頭を過よぎったのは、昨日、一瞬だけ目にしたクラウディオの笑顔。

「副隊長……噓うそですよね？」

　噓でないことはもうわかっていた。けれどどうか噓だと否定してほしい──リリアは心の奥底からそう願っていた。自分のためではなく、クラウディオのために。

「ごめんね、リリアちゃん。それが噓じゃないんだよねー」

「そんな、どうしてノワールなんかの仲間に……！　いつからですか？　まさかこの前の夜、馬房で会った時も？」

「彼等に馬房を見せる約やく束そくをしてたんだ。まさかクラウディオとリリアちゃんがいるなんて思わなかったからさー。おかげで『怪あやしい者が……』とか変な噓を吐つくことになっちゃって、あの後いろいろと面めん倒どうだったんだよ？」

「まさか風か邪ぜを引いたっていうのも……」

「ああ、あれも噓。今日の下準備で、いろいろとやることがあってさー」

「副隊長のバカ──っ!!」

　リリアは拳こぶしを握って叫さけんでいた。

「だって副隊長が裏うら切ぎったら、隊長は……！」

「……うん。思いきりへこむだろうね」

　ジュゼは「ははっ」と自じ[image: 嘲]ちようするような笑い声を漏らす。

「だからリリアちゃん、その時はあいつを慰なぐさめてやってよ」

「バカ言わないでください！」

　興こう奮ふんするあまりに、嚙かみつくように言い返していた。

「ていうか本当にバカ！　もうバカすぎて逆ぎやくに笑えてきます！　副隊長はバカで……それから副隊長のことを信頼しきっている隊長も大バカです！」

　もう誰がなんなのか。リリアは軽い錯さく乱らん状態に陥おちいっていた。

「でも一番のバカはわたしなんです。こんなことになっても、副隊長はこちらの味方なんじゃないかって……水棲馬を助けてくれるんじゃないかって、そう思ってるから……！」

「うん、そうだね。……リリアちゃんは本当にバカだね」

　ジュゼは溜ため息いき交まじりにそう言って、リリアの足あし下もとに自分の剣を放り投げてきた。

「おい、おまえ！　いったいどういうつもりだ！」

　黙だまって見守っていたノワールの間諜が、ジュゼに詰つめ寄ろうとする。

「あのさ、悪いけどさっきの切れ味の悪い剣、俺に貸してよ。今からこの子のこと始末するけど、武器も持っていない相手を殺やるなんて最低でしょー？」

「……ちっ、早く片付けろよ！」

　ノワールの間諜が、自分の剣をジュゼに手渡した。

「ということでリリアちゃん、俺と一戦交まじえない？　今度は本気でお相手するよ？」

　ジュゼは銀色の刀身を露あらわにし、その切きっ先さきをリリアに向けてくる。

「わたしが勝ったら……」

　言いかけた言葉は喉の奥に押しやった。今、何を約束しても、それはおそらく意味のないことだ。ジュゼを止めるためには、実じつ際さいに彼に勝たなければいけないのだから。

「副隊長、わたしに殺されても文もん句くをおっしゃらないでくださいね」

　自らを奮い立たせるため、あえてそんなことを口にした。

「残念だけど、殺されるわけにはいかないんだよねー。俺にはまだやらなくちゃいけないことがあるからさ」

　ジュゼはどこか悲しげに笑って、首を左右に振る。

「わたしにだってありますよ。水棲馬の主になって、騎士になるんです」

「ああ、そっか。リリアちゃん、騎士になるのが夢なんだもんね」

「ええ。ですから絶対に勝ちます！」

　そう宣せん言げんして、リリアはジュゼの剣を右手に握った。

　両もろ刃はの細い剣。刀身を見ればすぐにわかった。よく手入れされた、とても美しい剣だ。

　刀身の根ね本もとにはこの剣の製作者の名前。そして。

　────愛する妹、チェシーリアを守る。

　そんな一文が刻きざまれている。

　それを目にした瞬間、ふと違い和わ感かんを覚えた。

　騎士が刀身に刻きざむ一文とは、噓偽いつわりのない純じゆん粋すいな『誓ちかい』である。

　そして妹を守ると誓ったジュゼが、ノワールと手を組むという愚ぐ行こうをそう簡単に犯おかすだろうか？　もしかして彼には何か、そうせざるを得ない理由があるのではないか。

「えっ、でも何かしら……何かあったとして、なぜこうなるの……？」

　ジュゼの副隊長としての一面しか知らないリリアには、さっぱりわからなかった。

　──だったらわかる人に考えてもらえばいいんだわ！

　そう気づいた直後、リリアは頭の中で自分なりの作戦を立て始める。

「リリアちゃん、大丈夫？　唸うなってみたり目を丸くしたり……見てる分には面おも白しろいんだけどさ、時間がないからそろそろ始めてもいい？」

「──ええ。ではリリア・コルテーゼ、まいります！」

　リリアはジュゼに向けて一礼するなり、勢いよく地面を蹴った。──ジュゼではなく、自分の横に立っているノワールの間諜二人に向かって。

「リリアちゃん……!?」

「なんだ、この女！」

　まず剣を持っていない男の足を軽く斬りつけ、練兵場に転がした。

　さらにもう一人の男と刃やいばを合わせ、幾いく度どか斬り結ぶ。

　女であるリリアは、男性相手ではどうしても力で劣おとる。それを補うのが剣術の腕と俊しゆん敏びんさだ。相手の剣先の方向を変えるように払い続け、男の脇わき腹ばらの辺りを軽く突き刺した。

「怪け我がさせちゃってすみません、大丈夫ですか？」

「大丈夫じゃねえよっ!!」

「でしたらくれぐれもおとなしくしていてください。あっ、水棲馬は返してもらいますね」

　捕らえられていた水棲馬を自由にし、その尻しりを思いきり叩たたく。

「お願い、あっちに向かって走って！」

　いきなり叩かれて驚いたのか、それともリリアにさわられて怯えたのか。水棲馬は大きないななき声を上げ、猛スピードで走り出した。

「副隊長、今ちょっと忙いそがしいのでまた後で！　あとこの剣、借りていきますね」

　呆然としているジュゼに向けてぴしっと敬礼。リリアはすぐさま水棲馬のあとを追う。

「ちょっ、リリアちゃん！　ダメだ、君を行かせるわけにはいかないんだよ！」

「追え！　おまえの部下なんだろう!?　なんとか捕つかまえて始末しろ！」

「いいか、失敗したら大変なことになるぞ！」

　ノワールの間諜に焚たきつけられたジュゼが、背はい後ごから追ってくる気け配はいがした。

　だが執務棟を抜けたリリアは、宮殿の裏手へと逃げる。水棲馬は海上を風のように走り、神しん殿でんがある方角へと向かっていた。

「ダメ──っ！　お願い！　止まって!!」

　リリアは祈いのるように叫び続けた。あの水棲馬を捕まえることができなければ、その時点でリリアの計画は終了だ。そのためなんとしてでも止まってもらわないと困るのだ。

　と、その祈りが届いたのか、神殿横の岩場で水棲馬が足を止めた。いななき続けて喉が渇かわいたのだろう。波なみ打うち際ぎわでごくごくと海水を飲んでいる。

「そこにいてちょうだい！　お願いだから動かないでね？」

　自分の背後を振り返ると、ジュゼの姿はまだ見えなかった。あちこち走り回ったおかげで、一時的に逃げきることができたのかもしれない。

「ねえ、あなたに頼みがあるんだけど……」

　リリアは岩場に立つ水棲馬におそるおそる近寄っていった。

「お願い！　わたしを隊長のところまで乗せて行ってほしいの！」

　リリアが出した答え──わからないなら、わかる人に考えてもらえばいい。その『わかる人』とは、クラウディオのことだった。

　あのままジュゼと決けつ闘とうしていたなら、リリアは間違いなく負けていただろう。

　──だがあの場から水棲馬と共に逃げ出すことができたなら？

　ノワールの間諜は少々痛めつけた。おそらく復活するのにしばらく時間がかかる。そしてジュゼはリリアのことを追ってあちこち走り回っている。馬房に残してきた他の水棲馬が奪われるまでには、まだ猶ゆう予よがあるはずだ。

「だからその間に隊長を呼びに行きたいの……！」

　このままミネルウァ隊に知らせに行けば、おそらく事態はすぐに収拾する。だがノワールに味方したジュゼも囚とらわれてしまうだろう。

　彼がただの悪人ならそれでいい。しかしリリアにはどうにもそうは思えないのだ。

『わからない時はぐだぐだ悩なやむな！　とりあえずみんなキルしちまえ！』

　例のごとく、頭の中に剣術の師しの声が響き渡った。

「それは無理です、師匠──ですから隊長に会いに行きます！」

　リリアは水棲馬の顔の横に立ち、その鼻先に右手をのばす。──そして。

「ごめんね、時間がないの。悪いけど勝手に乗らせてもらう！」

　水棲馬のたてがみを摑み、反動をつけて一いつ気きに飛び上がった。

「わっ、乗れた……！　ていうか初めてまともにさわったわ！」

　だが次の瞬間、水棲馬は気が狂くるったように暴れ始めた。

　その騒ぎぶりは、さわってみようと試こころみた時の比ひではない。頭を左右に振り、陸に上がった魚のようにのたうち回ろうとしている。

「お願い！　走って……！」

　リリアは振り落とされないよう水棲馬の首にしがみついた。けれど水棲馬は、リリアの願いなど聞いてはくれなかった。

　前まえ脚あしが高たか々だかと上がり、後ろに滑すべり落ちそうになる。必ひつ死しにたてがみを摑んだが、今度は後ろ脚を蹴り上げられ前のめりになった。

「お願い！　お願いだから……！」

　だが努ど力りよくの甲か斐いもなく、結局リリアは水棲馬の背から振り落とされた。

　落ちた場所が海面だったのは幸いだ。全身びしょ濡ぬれになったが、怪我はしていない。

　──甘あまかったわ。

　リリアは痛つう感かんした。水棲馬とて、またがってしまえばなんとかなるだろう。馬術の訓くん練れんで様々な馬を乗りこなしてきたリリアは、実はそう思っていた。

　──けれどダメだった。

　水を含ふくんだ隊服が手足にまとわりついて、ものすごく動きにくい。うっかり飲んでしまった海水が塩しお辛からくて、けほけほと咳せき込んだ。

　水棲馬は飛び跳ねながらリリアの周りを旋せん回かいし、やがて少し離れた岩場に落ち着いた。

「ダメだわ、作戦を変更しないと……」

　リリアは波打ち際に座すわり込んだまま、呆然と呟く。と、その時。

「リリアちゃーん！　どこー？」

　どこかからジュゼの声が聞こえてきた。

　岩いわ陰かげに隠かくれて辺りを見回せば、審議会宮殿の方角からジュゼが走ってくるところだった。

　見つかってしまえば、今度こそ彼と刃を合わせることになるかもしれない。

　それだけはどうしても避さけたい！　リリアはジュゼの剣をぎゅっと抱だきしめる。

「──リリアさん！　名を呼んで！」

　そう声をかけられたのは、予想外のことだった。

　空を仰ぐようにして顔を上げると、神殿前の橋の上に金きん髪ぱつの青年が立っていた。

「レオさん……！」

　それは昨日、神殿で出会った青年だった。リリアがつい『このケチ男！』と怒鳴りつけてしまった神官の彼である。

「リリアさん、彼から逃げてるんでしょう？　それでどうしても水棲馬に乗りたいんですよね？」

　リリアはこくりと頷いた。

「ならばその水棲馬では無理です。あなたの水棲馬を呼んでください！」

「……え？」

　その言葉の意味がさっぱりわからなくて、リリアは盛大に首を捻ひねる。

「レオさん、それってどういう意味ですか!?」

　そうしている間にもジュゼは、「リリアちゃーん？」と、こちらに走り寄ってきていた。

　本気でリリアを始末するつもりなのか、その手には抜き身の剣が握られている。

「レオさん、早く教えてください！　わたしの水棲馬を呼ぶってなんですか！」

「ですから名前ですよ。あなたの水棲馬の名前を呼んでください！」

「ええ!?　だって……」

　だいたいリリアが担当する水棲馬は今ここにいる水棲馬だけだ。それ以外にはいないし、この水棲馬にはまだ名前もついていない。それに『水棲馬は公平だから』と、前にジュゼが言っていた。この水棲馬に乗れないのなら、他のにだって乗れないはずだ。

「あなたにはすでに主従関係にある水棲馬がいるんです。自覚していないだけで！」

「どういうことですか、それ！」

　リリアはレオと向かい合うべく岩陰から[image: 這]はい出した。

　[image: 謎]めいたことばかり言われて、頭の中が激しく混乱している。

「とにかく僕の指示に従したがってください。まずはあなたの右手を海の中に入れるんです！」

「海の中？　って……こうですか？」

　レオに命めいじられたとおりに、自分の右手を白しら波なみの中に突っ込んだ。

「そして名前を呼ぶんです！」

「ですからなんて名前を！」

「あなたの右手に刻まれている名前ですよ！　サラキアの宝石の名前！」

　──サラキアの宝石!?　その名前がまさか！




「青の女王レジーナ・アズーリ……？」




　その名を口にした瞬間、目の前に広がる海が大きく鼓こ動どうしたような気がした。

　ああ、彼女が応こたえてくれた──なぜだかリリアは無意識のうちにそう感じていた。

　海風が強く吹いた。やがて海面に不自然なうねりが生まれ、白波を立てて渦うずを巻き始める。辺りに響く轟ごう音おん。いつしか海鳥たちが、発はつ狂きようしたようにぎゃあぎゃあ鳴いていた。

「──来る！」

　興奮気ぎ味みに叫んだのはレオだった。

　それを合図としたかのように、渦の中心に激しい水しぶきが上がる。まるで何かが爆ばく発はつしたのかと錯さつ覚かくするような勢い。そしてリリアの目の前が、一瞬、真っ白になった。

「きゃあっ……！」

「リリアちゃん！」

　リリアが悲ひ鳴めいを上げたのと、ジュゼがリリアを見つけたのは同時だった。けれどジュゼは、こちらに走り寄って来ることなく、その場に立ちすくんでいる。

「ちょっ、リリアちゃん、その水棲馬は……！」

　リリアの目の前。静けさを取り戻した海面に、一頭の水棲馬が立っていた。

　その瞳は海の色を映したかのような深い青。螺ら旋せん状じように突き出た角は真しん珠じゆのような乳にゆう白はく色しよく。そしてそのしなやかな体は、神しん秘ぴ的てきに輝く銀色だった。
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「妾わらわを呼んだか、我が主よ」

「しゃべった……っ!!」

　頭の中にいきなり高い声が響いてきて、リリアはその場に転げる勢いで驚いた。

　しかしその声は、リリア以外の二人には聞こえていないようだ。レオもジュゼも、言葉を失いただ立ち尽くしている。

「妾は海神ネプトゥスの使者であり、水棲馬の女王たる者。名をアズーリという」

「えっ、本当にレジーナ・アズーリ？」

「主よ、妾に何をさせたい？　主が今望むこととはいったいなんじゃ」

　アズーリに問われた瞬間、リリアはやっと本来の目的を思い出した。

「わたしを沖に……！　隊長のところへ運んでほしいの！」

　すると銀色の水棲馬は、リリアの前で膝ひざを折り、まるで忠ちゆう誠せいを誓うような格好を作る。

「ならば妾の背にまたがれ。今すぐじゃ。妾はとにかく気が短い」

「これって例のあの格好……！」

「早くしろ！　妾は気が短いと言ったであろ？　飽あきたらすぐに海の底そこへ帰るぞ！」

「ご、ごめんなさい！」

　リリアは飛び乗るようにしてアズーリの背にまたがった。

　不ふ思し議ぎなことばかりが巻き起こり、疑ぎ問もんに思うことはたくさんあった。けれどまずはクラウディオの元へ行きたい。彼に会って全すべてを話して、彼を頼りたいのだ。

「リリアちゃん、そんな得え体たいの知れない水棲馬に乗ってはダメだ！」

　ジュゼが血けつ相そうを変えて走ってきた。しかしリリアは、彼に向けてにこりと笑いかける。

「副隊長、お願いですから少しだけ待っていてください。それからレオさん、ありがとう！　──ではリリア・コルテーゼ、行ってまいります！」

　アズーリのたてがみを握り、「はっ！」と銀色の胴どうを蹴る。すると「妾を蹴るとは何なに様さまのつもりじゃ！」と、ものすごい剣けん幕まくで怒られた。

「ご、ごめん……」

「いいか、妾は風よりも速く海を駆ける。気を抜いて振り落とされても知らぬからの！」

　その瞬間アズーリは、放はなたれた矢のような速度で海の上を走り出した。

　やがてリリアの視界には、紺こん碧ぺきの海が映るばかりとなった。
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　アズーリの背中の上は、意外にも居い心ごこ地ちがよかった。

　風を切って進むため瞬まばたきを多くする必要があったが、揺ゆれや衝しよう撃げきがほとんどないのでリリアは安心して身を任まかせていられた。

　アズーリは辺りを航こう行こうする船の間を、縫ぬうように走って行った。

　漁ぎよ船せんの乗組員が、リリアとアズーリを見て目を丸くしている。小型客船の甲かん板ぱんに出ていた娘が、リリアを見つけて手を振ってきた。よほど水棲馬スイレーナが好きなのだろうか、彼女はこちらに向けて何かを叫さけんでいる。

「わたしみたい……」

　親近感を覚えながら、白いワンピース姿の彼女にぶんぶんと手を振り返した。

「ねえアズーリ、あなたとわたしって、いつ出会ったの？」

　リリアはアズーリの立ち上がった耳に向けて疑ぎ問もんを投げた。

　先ほど、ノワールの軍船まで「そこそこかかる」と告つげられたばかりだ。ならばその間に気になることを全部たずねてしまおう。そう思っての質問だった。

　するとアズーリは、予想外の答えを返してきた。

「妾わらわとおまえは今日が初対面じゃ」

「えっ、じゃあどうしてわたしを主あるじと呼ぶの？」

「おまえ、十年ほど前に石をもらったであろ？　妾の名が書かれた石じゃ」

「もらった……ていうか投げつけられたことはあるけど……」

　そう。幼おさない頃の記き憶おくなのであやふやだが、海岸で大声を出していたらいきなり石を投げつけられたのだ。確か相手は、夫婦ゲンカの真っ最中だったような気がする。

「おまえに暴ぼう言げんを吐はいたのが、女神サラキアさまでの」

「ええ!?」

「あの時、ネプトゥスさま夫ふ妻さいが、おまえがいた辺りで夫婦ゲンカをしていたのじゃ」

　つまりこういうことらしい。

　約八年前のあの日。女神サラキアは夫であるネプトゥスに対してぶちぎれていた。そこに偶ぐう然ぜんリリアが通りかかったので、『こんなクソみたいなものいるか！』と、夫からもらった海の宝石をリリアに投げつけた。

　そしてその宝石とは、実は水棲馬の女王であるアズーリの心しん臓ぞうであったらしい。

　つまり『サラキアの宝石』だの『海の宝石』だのと言われているものは、アズーリそのもののことなのだとか。

「妾は水棲馬の女王じゃ。妾を手に入れれば、全すべての水棲馬を容よう易いに従したがえることができる。そのためネプトゥスさまはその権利を──妾の心臓を宝石に変え、妻つまであるサラキアさまに贈おくったのじゃ」

「でもその宝石は薔ば薇らの花みたいな形をしているんでしょう？　わたしがもらったのは、すごく汚きたない石だったけれど」

「海に入れば途と端たんに薔薇の形に変わる。バルトランツの海の色をした、それはそれは美しい石じゃ。……まあ今は、おまえの体内に入ってしまっているがの」

「そう、それ！」

　リリアは興こう奮ふんするあまりに声を大きくした。

「あの時、あの石がどろっと溶とけ出したのよ。それでいつの間にか消えてしまって……」

　その現げん象しようがとんでもなく不ぶ気き味みだったので、そこだけはよく覚えている。

「おまえが妾の名を呼んだからじゃ」

「『レジーナ・アズーリ』って？　確かに呼んだかもしれないけど……」

「サラキアさまから宝石を下か賜しされ、妾の名を声に出す。そしておまえの右手に宝石が取り込まれ、妾の名が刻まれる──それが授与の一連の流れじゃ。よって妾はあの時からおまえのものになった」

　どうやら運命的に偶ぐう然ぜんが重なりまくり、そのような結果になったらしい。けれど不ふ可か思し議ぎなことばかりで、正直リリアにはよくわからなかった。

「まあ妾は、おまえの水棲馬になどなりたくはなかったがの」

「そうなの!?」

　堂々と言い放たれて、リリアは面めん食くらった。

　するとアズーリは、海上を駆かける速度はそのままに、何やらぶつぶつと呟つぶやき始める。

「だいたいサラキアさまが適てき当とうすぎるからいけないのじゃ。前にどこぞかの騎き士しに妾を与えた時も、『イケメンだから』とか、それだけの理由で与えてしまって……！」

　どうやらそれが、ネプトゥス隊の騎士とサラキアの宝石にまつわる話の真しん相そうらしい。

「な、なんだか大変なのね……」

　リリアは思わずアズーリに同情してしまっていた。

「でもわたしはものすごく助かったわ。あの水棲馬には結局、乗ることができなかったし」

　ほっとひと息吐いていると、アズーリは「あたりまえじゃ」と、ふんと鼻を鳴らした。

「女王の主に手を出したら、妾に八つ裂ざきにされるからの。それゆえ他の水棲馬たちは、ひどくおまえを恐れるのじゃ。事実そうだったであろ？」

「でも、手を出そうとしたのはわたしのほうよ？　さわろうとしたり乗ろうとしたり」

「同じことじゃ。女王の許きよ可かなく女王の主とふれ合うことは許ゆるされぬ。その罪つみを犯おかして女王の怒りを買うくらいなら死んだほうがマシだ。あいつらはそう思っていることだろうよ」

　ということは結局、リリアではなくアズーリが怯おびえられていたということじゃないか。

　ここ最近の苦しかった日々を思い出して、リリアは軽い目眩めまいを覚える。

「おい、それよりもそろそろ目的の場所に着くぞ。妾にどうしてほしいのじゃ」

　リリアは伏ふせていた顔を上げた。

　目の前は一面の青。ノワールの軍船どころか、漁船の一いつ艘そうも見当たらない。海と空との境きよう界かい線せんが、遠くにうっすら見えるばかりだ。

「とりあえず様子を見たい。現状がどうなってるのか知りたいの」

「ならば船の周りを旋せん回かいしてやろうか」

「ええ、お願い」

「スピードを上げるぞ。たてがみによく摑つかまっておけ！」

　体に感じる揺れが大きくなった直後、鼓こ膜まくにふれていた風切り音が大きくなった。白い隊服の裾すそや、薄うす茶ちや色の髪かみが忙いそがしく揺れている。

　びしょ濡ぬれだった全身は、いつしかすっかり乾かわいていた。強い風に長らく晒さらされ続けていたからだろう。

「──見えたわ！」

　やがて水平線上に、隣りん国ごくノワールの国こつ旗きを掲かかげた大型船が登場した。

　船の造形には疎うといリリアだが、三本マストの木もく造ぞう船せんだということだけはわかった。

「バカな人間共が戦せん闘とう中ちゆうのようじゃ」

　船に近付くにつれ、騎士たちの怒ど声せいや剣けん戟げきの音が聞こえてきた。

　どうやらノワールは、クラウディオの『退去勧かん告こく』に応おうじなかったらしい。

　それもそのはず。ノワールの狙ねらいは時間を稼かせぐことなのだ。

「ねえアズーリ、水棲馬が船の周りをうろついてるわ」

「船に乗り込んだ主人を待っているのじゃ。命令があればやつらはすぐに動く」

「わたしをあの船の上に降ろして！」

「どの辺りに降りたいのじゃ？」

　クラウディオはどこにいるのだろうか。リリアは目を皿さらのようにして探した。

　けれどいくら探してみても、その姿を捉とらえることはできなかった。船の甲板は、リリアの目線よりもずいぶんと高い。おまけに相そう当とうな人数が入り乱れていて雑ざつ然ぜんとしている。

「ああもう……どこでもいいわ！　適当な場所に降ろして！」

「ならば妾が選ぶのはど真ん中じゃ！　派は手でにいくぞ！」

　その直後、アズーリが助走をつけて高たか々だかと飛び上がった。胃いがふわりと持ち上がるような嫌いやな感覚がして、青空が少しだけ近くなる。

「わっ、なんだ!?」

「水棲馬!?　銀色の……!?」

「危あぶないっ、よけろ──!!」

　両国の騎士が入り乱れる中、アズーリは敵てき味み方かたをなぎ倒たおして甲板のど真ん中に着地した。

「行け！　妾の力が再び必要になったら、その時は妾の名を呼べ！」

「海に右手をつけなくちゃダメ!?」

「すでに海上にいるゆえ、いらぬ！」

「わかったわ、ありがとう！」

　リリアはジュゼの剣を[image: 鞘]さやから引き抜き、甲板に降り立つ。

「隊長、いらっしゃいますか!?」

　とりあえず声を限りに叫んでみたが、船上の騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きに搔かき消された。

「殺やれ！　女だからといって怯ひるむな！　ミネルウァ隊の隊服を着ているぞ！」

　白い隊服を着ていたため、ミネルウァ隊の騎士だと勘かん違ちがいされたらしい。灰色の制服を着たノワールの騎士たち数人が、リリアの前にサッと立ちはだかった。

「数人がかりで戦うつもり？　卑ひ怯きような男たちね、器うつわが知れるわ！」

　本気の戦闘態たい勢せいに入ると、自然と気が強くなってしまうのはリリアのクセだ。

　突き出された一いち撃げきを払はらい除のけ、一人目の腰こしの辺りを即そく座ざに斬きりつける。

『いいか、斬りつけることを一瞬でも躊躇ためらったら、おまえがキルされるぞ！』

　それは剣術の師しから、口を酸すっぱくして言われ続けてきたことだった。

「──ええ、師し匠しよう。騎士を目め指ざす以上、相手を斬ることを恐おそれません！」

　リリアは「覚かく悟ごっ！」というかけ声と共ともに、大きな一歩を踏み出した。

　目の前に立つ二人目の足を払い、体たい勢せいを崩くずしたところに剣を突つき立てる。直後に横から飛んできた一撃をかわして、三人目の足を斬りつけた。

「死にたくない者は去りなさい！」

　命を懸かけた戦いの中、リリアの神しん経けいが次し第だいに研とぎ澄すまされていく。

「隊長、どこにいらっしゃるんですか！」

　背後から飛んできた短剣をよけ、疾しつ走そうして四人目に斬りかかる。

　ジュゼから借りた剣が、いつしか血の色に染まっていた。けれども攻こう撃げきする箇か所しよは、戦いながらもちゃんと選んでいたつもりだった。

「深ふか手でじゃないから恨うらまないでちょうだい！」

　倒した相手にそう言い聞かせながら、リリアは五人目、六人目と相手を変えていく。

「隊長、どこですか!?」

　リリアが三み度たび叫んだ、その時。

「きゃあっ！」

　突とつ如じよ、リリアの背中に突き刺さすような痛みが走り抜ぬけた。

　数秒息が止まった。ハッとした時には、剣を取り落として甲板の上に倒れ込んでいた。

　どうやら背はい後ごから飛んできた槍やりの柄えが、リリアの肩けん甲こう骨こつの辺りを強きよう襲しゆうしたらしい。

　気を失うしなうほどの痛みではなかったが、立ち上がって戦闘を再開できるまでに数分は必要だと思えた。そして戦闘の最さ中なかの動けない数分とは、すなわち死を意味する。

　──ダメだわ、一度撤てつ退たいしなければ！

　リリアの唇くちびるは、水棲馬の名前の最初の一文字を形作った。

　だがその名を呼ぶ間もなく、目の前にノワールの騎士が現れる。

　残ざん念ねんながら、近くにネプトゥス隊の隊員は見当たらない。ということは、自らの力でなんとかするしかないということだ。

「悪いな、お嬢じようちゃん！」

　男はリリアの首元めがけて白はく刃じんを振り下ろしてきた。慌あわててジュゼの剣を拾い、闇やみ雲くもに応おう戦せんする。しかし倒れ込んだままでできる抵てい抗こうはたかが知れていた。

　──このままでは負けてしまう……！

　不ふ吉きつな予感が過ぎった時、目の前に真っ黒い背中が現れた。

「てっめぇ何してやがるこのバカ女が!!　死にに来たのか!?　あぁ!?」

　そう怒ど鳴なりながらノワールの騎士を倒していくのは、他でもないクラウディオだ。

「隊長……！」

　リリアは感かん極きわまって声を震ふるわせた。

　恐かった気持ちと、安あん[image: 堵]どした気持ちと、クラウディオに会いたかった気持ちと。そういうものがごちゃまぜになって、思わず気持ちが緩ゆるんでいた。

「隊長！　わたし隊長にお知らせすることがあって……！」

「いいから少し黙だまっとけ！」

　いつもの調ちよう子しで怒りながら、彼は圧あつ倒とう的てきな剣さばきで敵の騎士たちを倒していく。

　型にはめられたような美しい剣術ではない。けれど冷静な眼まな差ざしで攻撃的に切りかかっていくスタイルは、とてもクラウディオらしい。そして何よりも強い！

「すごい……」

　桁けた外はずれの強さを目まの当あたりにして恐おそれ戦おののいたのか、クラウディオに挑いどんでくる者が次第に少なくなっていった。と、その時、リリアの体がいきなり宙ちゆうに浮うき上がる。

「隊長!?　何するんですか！」

　驚くことに、リリアはクラウディオの肩かたに荷物のように担かつぎ上げられていた。

「これじゃ隊長が戦えません！」

「やかましい！　黙ってろ！」

　そして彼は、船の後方に移動するなり、キャビンの扉とびらを無む理り矢や理りこじ開ける。

「てめぇら邪じや魔まだ!!」

　クラウディオが一いつ喝かつすると、中にいたノワールの騎士たちが外に逃げ出して行った。

「下りろ。怪け我がは大だい丈じよう夫ぶか」

「ええ、ちょっとした打ち身で──」

　その直後、いきなりドンッと壁かべを叩たたかれ、リリアはびくりと体を震わせる。

「──どうしてここに来た」

「痛っ……」

　リリアの体が、かなり強引にキャビンの内ない壁へきに押しつけられた。

「俺はミネルウァ隊の詰つめ所しよに行けと命めいじたはずだ。……違ちがうか？」

　抵抗しようと両手を出すと、それをひとまとめにして頭の上に押しやられる。しかも思わず呻うめき声が漏もれてしまうほどの強い力で、だ。

「口がきけなくなったか？　俺は『違うか？』と聞いたんだ」

　クラウディオは静かな声でそう問うてきた。しかしそれが不ぶ気き味みに恐ろしくて、リリアはつい呼吸を忘れてしまう。こちらをじっと見つめてくる青い瞳ひとみ──その奥で、怒りの炎ほのおがちらちらと燃えているような気がした。

「ご、ごめんなさ……」

　恐い。手首が痛い。よくわからないけれど、今すぐクラウディオの前から逃にげ出したい。

　リリアの体だけでなく心までもが、恐きよう怖ふにがたがたと震え始める。

「おい、早く答えろ。……それとも無理矢理言わされたいのか？」

　──リリアはこの時、初めて知った。

　心の底そこから怒り狂くるっている時、クラウディオはこうして静かに怒るのだ、と。

「隊長、放して……」

　するとクラウディオは、逃がさないとばかりに、リリアの腕うでを握にぎる手に力をこめてきた。

「しかもおまえ、あの水棲馬はなんだ？　銀色だと？　ふざけてんのか？」

「ごめ、なさ……！」

　無意識のうちに、リリアの瞳にじわりと涙が滲にじみ出す。

「わかってるのか？　あんなものに乗ってしまったら、この先おまえは……！」

　そこでクラウディオは、続く言葉をぐっとのみ込んだ。沸わき立つ感情を調整しようとしているのか、瞼まぶたを閉じて、深い呼吸を繰くり返している。

「──いや、水棲馬の話は後だ。それよりもおまえ、本当に怪我は大丈夫なのか」

「は、はい……あの、すみませんでした……」

「もういい。もういいからあまり……」

　──俺に心配をかけるな。

　そう言われた直後、リリアの体はクラウディオに抱だきしめられていた。

「た、隊長……？」

　彼の吐と息いきで首筋を撫なでられ、リリアの心臓が壊こわれそうなほどに跳はね上がる。さらに右手で頭を抱かかえ込むようにされれば、リリアの思し考こうは真っ白になった。

　ここは敵船だ。今は戦いの最中だ。その証しよう拠こに外から剣けん戟げきが聞こえてきている。

　けれど今この時、リリアは戦いのことをすっかり忘れていた。

「隊長、く、苦しいです……」

　絞しぼり出した声は、彼の胸の辺りで潰つぶれて消えた。するとクラウディオは、そんなもの知るか、と言わんばかりにリリアの腰を搔かき抱いだくようにしてくる。

「……俺とおまえと、どちらが苦しいと思う？」

「そ、そんなのわかりません……！」

　正直に答えると、抱きしめられる腕にぐっと力がこもった。

「わからないのか。子供だな」

「……？　どういうことですか？」

「さあな。自分で考えろ」

　そしてクラウディオは、リリアの薄茶色の前髪を搔き上げ、そこに唇を寄よせてくる。
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「ひゃっ……」

　かと思うと。

「しょっぱ!!」

　いきなりべえっと舌したを出し、唾つばを吐はいた。

「おまえ塩しお辛からいぞ。何して遊んでたんだ！」

「ちょ、ちょっと待ってください。これってもしかして……！」

　──キスというものではないんですか？

　自己処理能力の限げん界かいを超えすぎて、リリアは目を白黒させる。

「それで？　おまえが俺に知らせたかったこととはなんだ。今なら聞いてやる」

「え？　わたしが……なに？」

「これだからバカは困こまる。俺に用事があって来たんだろう？」

　用事？　隊長に？　頭の中で繰くり返した瞬しゆん間かん、リリアの心臓がひやりと凍こおりついた。

「忘れてた──っ!!　こんなことしてる場合じゃないっ!!」

　激しく後こう悔かいしながら、クラウディオの体を突き飛ばす勢いきおいで押し退ける。

「隊長、副隊長が……！」

　そしてジュゼに関する事の全ぜん容ようを、クラウディオに話して聞かせたのだ。
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「あいつが、ノワールの間諜スパイと……？」

　リリアが大おお方かたのことを話し終えた時、クラウディオは呆ぼう然ぜんとしていたようだった。

「……噓うそだろ？　噓に決まってるよな？」

　彼は「はは」と乾いた笑い声を漏らしながら、ぱちぱちと目を瞬しばたたいている。

「噓じゃありません……！　ですから今すぐ陸おかに戻もどってください！」

　リリアは助けを求めるように、クラウディオの胸元にすがりついた。しかし彼は、ぼけっとした表情のままだ。相変わらず瞼を開けたり閉じたりしている。

「そうか、あいつ……」

　それきりクラウディオは黙り込んでしまった。

「あの、隊長……？」

　リリアはおっかなびっくり声をかけた。

　リリアがジュゼと別れてから、もうそこそこの時間が経けい過かしている。一いつ刻こくも早くネプトゥス隊の詰所に戻らなければ──リリアは今さらながらに焦あせり始めていた。

　すると頭の上から、「くっ」と歯を食いしばるような音が落ちてきた。

「あのバカが……!!　とりあえず俺にだけでも言えばよかったものを！」

　ドゴッ。クラウディオの拳こぶしが、キャビンの内壁を陥かん没ぼつさせる。それを目にした瞬間、リリアは内ない心しんで「ひいっ」と震え上がった。

「あの、副隊長には何か事情があると思うんです！　ですからそんなに怒らなくても！」

　必ひつ死しにジュゼの味方をすると、「そんなことはわかってる!!」と一いつ喝かつされた。

「発ほつ端たんとなったのはあの日だ！　あいつが早帰りした日！」

　どうやらクラウディオは、今回の件で何やら思い当たる節ふしがあるらしい。

「あいつは、妹が入院する病院に呼び出されたと言ってたんだ！」

「入院って……副隊長の妹さんが？」

　リリアがそのことに驚おどろいていると、クラウディオが確かく信しん的てきな口ぶりで言う。

「あいつが欠けつ勤きんし始めたのは、その次の日だ。絶対に何かあったに違いない!!」

　早帰りしたジュゼは、ミネルウァ隊の新隊員──つまりノワールの間諜に、何かを持ちかけられたか脅おどされたかした。クラウディオはそう考えているようだった。

　──やっぱり何か事情があるんだわ！

「でしたら早く陸に戻ってください！」

　リリアはあらためてクラウディオに願った。

　しかしその直後、クラウディオの手がこちらに向かってのびてきたので、リリアはハッと息をのむ。彼の手はリリアの髪の一ひと房ふさ──ジュゼに切られたそれをぐいと摑んできた。

「痛っ……」

「おまえのこの髪……まさかこれもジュゼの仕し業わざじゃないだろうな」

「こ、これは……」

　もごもごと口くち籠ごもってしまったことで、やはりそうだ、と確信させてしまったらしい。

「あいつ、ふざけるなよ……！」

　ぶちぎれたクラウディオは見るも恐ろしい極ごく悪あく顔がおを作った。

「あの、これはたいしたことではなくて……！　というか隊長、落ち着いてください！」

　すると彼は、沸き立つ怒りを吐き出すように、ふうっと長い息を吐く。

「……あいつには、『俺にできることがあるならなんでも言え』と言ってあったんだ」

「そ、それはべつに隊長が何もできないと判はん断だんされたわけではなくて！」

「あったりまえだろうが!!」

　クラウディオはリリアの腕を強引に引っ張り、キャビンの外に出た。

「あいつに全部吐かせに行くぞ！」

「は、はいっ！」

　甲板での戦闘は続いていた。

　リリアとクラウディオが姿を現すと、ノワールの騎士たちがわらわらと群むらがってきた。

「雑ざ魚こが、群むれやがって！」

　リリアの体はクラウディオの背後に押しやられた。彼はリリアのことを庇かばうようにしながら、灰色の制服を斬って、突き刺して、蹴けり倒たおして──相当な人数を甲板に沈しずめていく。

「隊長、わたしだって戦えます！」

「いいからおまえはおとなしくしてろ！」

　しかしその直後、ノワールの騎士が四人がかりで襲いかかってきた。

「──危ないっ!!」

　即座に剣を抜いたリリアは、目の前に迫せまる敵二人と向かい合った。が、間に割って入ってきたクラウディオが、あっという間にその二人を斬り倒す。

「怪我はないか！」

「はい！」

　リリアの無事を確認したクラウディオは、そこでやっと体をひるがえした。今度は自分の背後に迫る敵二人へと剣を向ける。

　だがリリアを助けたことにより対応が遅おくれた。一人はなんとか始し末まつすることができたが、もう一人がクラウディオの背中へ向けて突とつ進しんしてきた。

「ちっ……一ひと太た刀ちくらいはもらってやる！」

　──ダメ！　一太刀だって許さない！

　その瞬間、リリアは敵騎士に向かって疾走する。

「させないわ！」

　剣を一いつ閃せん。ノワールの騎士の肩口に一撃をくらわす。

　すると敵騎士は声ともとれない呻うめき声を上げ、甲板の上にごろりと転がった。

「おまえ……！」

　呆然としているクラウディオに向けて、リリアは声高々に言い放つ。

「隊長、わたしだってネプトゥス隊の見習い騎士なんです！」

　あまりみくびらないでください！

　言げん外がいにそう告げると、クラウディオはリリアの背中に向けて舌打ちをしたようだった。

「おい、女に守られたのは生まれて初めてだぞ！」

　その時、リリアは浮き立つような喜よろこびを覚えた。彼が、リリアに守られたことをきちんと認みとめてくれた──それはリリアにとって、何よりも嬉うれしいことだった。

「このまま参戦いたします！」

「ちょっとでも怪我してみろ、延えん々えんと泣かすからな！」

　リリアとクラウディオは背中合わせになり、ノワールの騎士を次々と倒していった。と、さすがに分ぶが悪いと感じたのか、敵騎士たちは船の前部に向けて退しりぞき始める。

　だがそちらでは、一目でわかるほどにネプトゥス隊がおしていた。さすがバルトランツ王国の精せい鋭えい部隊だ。人数の差などものともしない。

「陸に戻るぞ。おまえは……そうか、俺の後ろには乗れないのか」

　クラウディオはしまった、というような表情をした。

「大丈夫です。わたしはあの水棲馬に乗りますから」

　何の気なしにそう言えば、彼は「ふざけるな！」と声を荒あららげ始める。

「あの水棲馬には今後一いつ切さい乗るな！　だいたい銀色の水棲馬など聞いたことがないぞ！」

「でも、わたしは他の水棲馬にはさわれもしないんです！」

「だが……！」

　クラウディオは言葉に詰つまったようだった。

　その隙すきにリリアは、穏やかな海に向かって「アズーリ！」と声を張り上げる。すると船の後部の辺りで水しぶきが上がり、銀色の水棲馬がひょいと現れた。

「お願い、わたしを陸まで乗せて行ってほしいの！」

　アズーリが了りよう解かい、と言わんばかりに首を下げたので、リリアはその背にまたがった。

「イウラート、来い！」

　クラウディオも自分の水棲馬の名前を呼び、すぐにリリアのあとを追ってくる。

「隊長、どうかされましたか！」

　そうこうしている間に、ネプトゥス隊の古こ参さん隊員が異い変へんに気がついた。彼も自分の水棲馬に騎乗し、クラウディオの元へと走ってくる。

「悪いが陸に戻る。ここの指し揮きはおまえに任せるが問題ないな？」

「もちろんです！」

「必ず戻ってくる。それまでにノワールのやつらを全員縛しばり上げておけ！」

「了解いたしました！」

　古参隊員は元気よく返事をしたかと思うと、隣となりにいるリリアにちらりと視し線せんをくれた。

「ええと……」

　──そうよね。誰だれだって不ふ思し議ぎに思うに決まってるわよね。

　不安に駆られて目を泳およがせていると、見るに見かねたのかクラウディオが口を開く。

「おい、コルテーゼが騎乗している水棲馬がそんなに珍めずらしいか？」

「はい！　見み事ごとな銀色ですので」

「そうか。ところでコルテーゼの水棲馬は何色だ？」

「え？　ですから銀色なのでは？」

「────違う」

　クラウディオは古参隊員の近くまで水棲馬を進め、彼の首くび根ねっこを摑んだ。

「いいか、この水棲馬の色は黒だ。今は銀色に見えるかもしれないが、誰がなんと言おうと黒。銀色だと言う者がいたら俺が海に沈める!!　──わかったか？」

　暴ぼう君くん隊長の脅きよう迫はくまがいの言葉に、古参隊員はぶるぶると震え始めたようだった。

「も、もちろんです！　自分には黒以外の色にはどうしたって見えません！」

「もし他の隊員に何か聞かれたらそう言っておけ！」

「了解いたしました！」

　古参隊員はクラウディオに向けて敬けい礼れいしたのち、ノワールの軍船へと戻って行く。

「隊長、あの、ありがとうございます……」

　リリアがおっかなびっくり礼を告げると、クラウディオはじろりとこちらを睨んできた。

「おい、その水棲馬の体の色、黒に変えることはできないのか」

　その一瞬、何を言われたのかわからなくて、リリアは「え？」と首を傾かしげる。

「その水棲馬なら、それくらいのことはできるだろう？」

　重ねて問われて、リリアはアズーリのことをしげしげと眺ながめた。

　どうだろうか。不ふ可か思し議ぎの力を持った、海かい神じんネプトゥスの水棲馬。そしてその女王たるアズーリならば、あるいは──。

「ねえアズーリ、体の色を変えることってできる？」

　耳元でこっそり問うと、アズーリは「嫌いやじゃ」と返事をしてきた。

「ということはできるのね？　お願い！　今だけ黒になってくれない？」

　しかしアズーリは、またしても「面めん倒どうじゃ」と、その願いをはね除のける。

「お願いアズーリ！　嫌なのはわかるけど、あとで珊さん瑚ごの欠片かけらをたくさんあげるから！」

　すると彼女は、「最低十五個じゃ」と、なかなか面倒な条じよう件けんを出してきた。

「十五個……！　お、多いけど頑がん張ばるわ。次の休みにちゃんと探すから！」

　交こう渉しよう成立。その直後、アズーリのしなやかな体や長いたてがみが、美しい漆しつ黒こくに変わった。しかもリリアが目を瞬いた、たった一いつ拍ぱくのうちに、だ。

「隊長、これで大丈夫ですよね！」

　リリアが嬉き々きとしてクラウディオを見ると、彼は驚きに目を丸くしていた。

「──それについての話は後だ。それよりも行くぞ、全力疾走だ！」

　クラウディオは握っていた手た綱づなを緩め、自分の水棲馬──イウラートの胴どうを蹴る。

「行くわよ、アズーリ！」

　海は凪ないでいた。

　乾いた海風がリリアの長い髪の間をすり抜け、白い隊服の裾を持ち上げる。

「駆けて、アズーリ。風よりも速く……！」

　リリアはアズーリの立ち上がった耳元に口を寄せ、静かに命じた。

　やがて地平線の上に、バルトランツ王国の王都、フェネツァが姿を現した。
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「うそ、いない……？」

　リリアがネプトゥス隊の詰所に[image: 辿]たどり着いた時、そこにはノワールの間諜の姿も、ジュゼの姿もすでになかった。

「そんな……もう少し痛めつけておけばよかった……!!」

　アズーリの背中から飛び降りたリリアは、激しい後悔に襲おそわれ泣きたくなった。

「水棲馬はどうした！　馬ば房ぼうにいるか!?」

　クラウディオに命じられ、すぐさま馬房の中に走り込む。しかしそこにいたはずの十数頭の水棲馬は、一頭残らず姿を消していた。

「うそ……」

　リリアが思わず声を震わせた時、クラウディオが南の方角を指差した。

「あの船だ……！　あの船の中に水棲馬はいる！」

　クラウディオの人差し指の先には、一隻の中型客船が浮かんでいる。それは何の変へん哲てつもない木造船だったが、その航跡が明らかにおかしかった。

　バルトランツの海法により、船はネプトゥス隊の詰所周辺を航行することは禁きんじられている。だというのにその船は、あまりに詰所に近いところを走っていた。

「様子を見てくる。おまえはここで待ってろ」

「嫌です！　わたしも行きます！」

「ちっ……勝かつ手てにしろ！　だが怪我でもしたら時計塔から吊つるすからな！」

「き、気をつけます……！」

　もはや怪我をすることよりも吊るされることのほうが恐ろしい。そう考えながら、リリアは海べりで待たい機きしているアズーリの元へと走り出す。

　だがその時。背後で靴くつ音おとが響ひびいたので、クラウディオとリリアは[image: 揃]そろって足を止めた。

「ごめんねー二人とも。あの船を追わせるわけにはいかないんだよねー」

　現れたのはジュゼだ。

　彼は口元ににこやかな笑えみを浮かべて、しかしその右手には抜き身の剣を握っている。

「リリアちゃん……よかったー。どこに行っちゃったのかと思ったよ」

　ジュゼはリリアの姿を見て、安[image: 堵]と思える息を吐いた。

「ジュゼ、おまえいったいどういうつもりだ！」

　クラウディオは鬼のような形ぎよう相そうでジュゼに向かっていく。

「ごめんねクラウ。とりあえず理由は聞かないでよ。理由は聞かずに──退ひいてくれ！」

　ジュゼのいきなりの先制攻撃。しかしそれを予想していたのか、クラウディオはすでに抜いていた剣であっさり受け止めた。

「アホかおまえ！　理由なんてものは聞かなくともわかってるんだよ！」

　クラウディオは力でジュゼを押し返した。後あと退ずさるジュゼを素早く追つい随ずい。鮮あざやかに剣を振り、その間合いを詰める。

　──ああ、危ない！　ていうか隊長、もしかして本気で戦ってる!?

　リリアは数歩離れた場所で、ひやひやしながら戦いの行方ゆくえを見守った。

「言え！　妹をどうされたんだ！」

　どうやらクラウディオは、今回の件にはジュゼの妹が絡からんでいると予想しているらしい。

「妹は関係ない！　俺が自分の意志でノワールに手を貸しただけだ！」

　ジュゼは反はん論ろんしながら、クラウディオに劣おとらない剣さばきを見せる。

　二人は攻こう守しゆを何度も入れ替えながら、互いの腹の内を探り合っているようだった。

「クラウ、俺は本気だよ！　クラウのこともリリアちゃんのことも、本気で斬る！」

「ふざけるな！　やれるもんならやってみろてめぇ！」

「その前に退いてくれ！」

「俺は絶対に退かない！　おまえが理由を言うまではな！」

　やがてクラウディオが、意い表ひようを突いて体術での攻撃に出る。

「言わないなら無理矢理にでも吐かせてやる！」

　足を蹴られたジュゼは、バランスを崩して体を強こわ張ばらせた。

　その一瞬を、クラウディオは見み逃のがさなかった。

「少々痛めつけるぞ！」

　ジュゼの肩口から脇わき腹ばらに向けて、斜ななめに剣が振り下ろされる。彼の黒い隊服の胸元が切り裂かれ、その辺りがうっすらと血に濡ぬれた。

「ちくしょう、手て加か減げんしやがって……！」

　やがてジュゼは、石いし畳だたみの地面の上に仰あお向むけに倒れ込んだ。

　そんな彼の元に走り寄ろうと、リリアは条件反射で一歩を踏ふみ出す。──が。

「おまえはおとなしくしてろ！」

　クラウディオに一喝され、出しかけた足をぴたりと止めた。

「おい、ジュゼ。今すぐに吐け」

　クラウディオはジュゼの横に立ち、彼の首元に白刃をつきつけた。しかしジュゼは、それでも口を割らなかった。瞼を閉じて、ただ首を横に振っている。

「ごめん、クラウ。言えないんだよねー……たとえクラウに殺されたとしても」

　その答えを予想していたのか、クラウディオは「そうか」と。「ならば俺が言ってやるからよく聞いとけ」と、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま話し始めた。

「おまえは早帰りしたあの日、妹の病院に行った。だが妹はすでにノワールの間諜たちに拉ら致ちされていた。そしておまえは取引を持ちかけられた。水棲馬を盗むのに協力し、成功させたなら妹を返してやる、と」

「そこまでわかってるなら聞くな！」

「まだあるぞ！　おまえは妹が拉致された次の日から数日、仕事を休んで妹を捜さがし回った。だが見つけることができず、そこで初めて取引に応じることを決めた！　違うか？」

「クラウディオ、おまえいったいなんなんだ！」

　ジュゼは半なかばやけくそと言った様子で叫んだ。その態度から察さつするに、どうやらクラウディオの予想は当たっていたらしい。

「隊長、もしかして副隊長のストーカー……」

　まさかと思って呟くと、クラウディオに「バカは黙っとけ！」と雷かみなりを落とされた。

「だいたいこんなもん少し考えたらわかるだろうが」

「だったらあらためて聞いてくるなよ！　完全バレてるのに必死に隠そうとしてる俺の気にもなってみろ！」

「それはさぞかし恥はずかしいだろうな」

　クラウディオはジュゼの首元から剣を退け、腰の[image: 鞘]に収める。

「ジュゼ、俺はおまえの十年来の友人だ」

「いきなりなんなんだよ！」

「おまえが今さっき俺に言った、『おまえいったいなんなんだ』の答えだ」

　するとジュゼは、両腕で目元を覆おおい、観かん念ねんしたように溜ため息いきを吐く。

「──リリアちゃん、さっきはごめんねー。ちょっといろんな事情があって、あんなひどい態度をとるしかなくってさー……」

　その事情とはおそらく、『ノワールの間諜の前だったから』というものだろう。

「髪を切るなんてひどいことしちゃったよねー……。リリアちゃん、女の子なのにね」

「副隊長、べつにこのくらい──」

　大丈夫です。と言いかけた時、クラウディオが「絶対に許さん！」と口を挟はさんできた。

「こいつの長い髪は、こいつの中で唯ゆい一いつの女らしい部分だ。それを切るなどまさに悪の所しよ行ぎようだな。こいつに男になれと言ってるようなもんだぞ！」

「隊長、それ最高にわたしに失礼です！」

「だからジュゼ、こいつに許してほしかったら降こう参さんしろ」

　ジュゼは目元を隠したまま、「降参？」と首を傾げた。

「降参して、あきらめることをあきらめろ！」

　クラウディオはジュゼの隣に腰を下ろし、ジュゼの左胸にある記き章しようをトンと叩く。

「──助けるぞ。おまえの妹」

　その瞬間、リリアの心は完全にクラウディオに持っていかれた。

　いけない。戻ってこい、わたしの心。

　頭の中でそう繰り返すが、リリアの視線はなぜかクラウディオから離れない。

　この人は惹ひかれてはいけない人だ。惹かれてしまえば、きっと後戻りできなくなる。そうとわかっているのに、自分の心が制せい御ぎよできない。なぜか彼を見つめ続けてしまうのだ。

「でもクラウ、どこにいるかわからないんだよ、あいつ……」

　そのうちにジュゼが苦しげな声を漏らしたので、リリアはやっと正気に戻った。

「捜したんだ。あの二人のあとをつけ回して行方を追った。でもどうしても見つけられなかった……！　だったらもうあいつらの言うとおりにするしかないじゃないか！」

　それはまさしく、クラウディオが予想したとおりの展開だった。

「なぜ俺に言わなかった」

「言ったら妹を殺すと脅された。だから今だって本当は恐ろしいんだよ！　あいつらがどこかから見ていて、妹を殺してしまうんじゃないかって。それとも妹はもうすでに──」

「生きてるに決まってるだろうが!!」

　クラウディオの力強い声が、ジュゼの不吉な想像を吹き飛ばす。

「あいつらの任務はまだ成功していない。水棲馬を国に連れて帰るまでは、切り札を手元に置いておく必要がある！」

「いや……うん、そうだよね。悪い。どうしても嫌な想像ばかりしちゃってさー……」

　ジュゼは肺はいいっぱいに空気を吸い込み、はあっと一いつ気きに吐き出した。

「けどクラウ、やっぱり手詰まりだ。……手の出しようがないよ」

　そう、結局のところ、ジュゼの妹を救い出さなければ現状は打だ開かいできないのだ。だからこそジュゼは、ついさっきまでノワールの間諜におとなしく従したがい続けた。

「卑ひ怯きようだわ……！　いくら水棲馬が欲ほしいからって、こんな手を使うなんて！」

　リリアはいつしか、手の平に爪つめが食い込んでしまうほどの握り拳を作っていた。

「こんなことなら手加減しなければよかった」

　するとクラウディオに、「いいから落ち着け」と諭さとされる。

「海を舞台にすれば、周辺のどの国よりもバルトランツが勝まさる。それはネプトゥスの恵みがあるからだ。今やバルトランツは不ふ可か侵しんの土地になり、貿ぼう易えき産業も盛さかんだ。隣国が裕ゆう福ふくになることが、ノワールはよほど面おも白しろくないんだろう」

　クラウディオは再びジュゼに視線を向けた。

「ジュゼ、おまえはあの客船の中に入ったか？　そこに妹が乗っていそうな様子は？」

　その質問に、ジュゼは寝ね転ころがったまま首を横に振った。

「乗ってなかった。けれど陸にいるとも思えない。あいつらはいくつかの小型客船を拠きよ点てんに行動してたんだ」

「小型客船か……片かたっ端ぱしから止めたとして、あいつらが逃げきる前には間に合わないな」

「うん……俺も無理だと思う。バルトランツの海に小型客船はたくさん浮かんでるから」

　その数が十や二十じゃないことは、リリアにも容易に想像がついた。

「そうですよね、ノワールの軍船に向かう時だって、たくさん見かけましたし……」

　そう呟いた時、リリアの頭の中で何かがコトンッと音を立てた。

　どうやらそれは、記憶の断だん片ぺんが転がる音だったらしい。

「ええと……何かしら。小型客船……？　そういえば何か忘れてるような気が……」

　リリアは海べりで待たせ続けていたアズーリを振り返った。するとどうしてか、ぼやけていた記憶が次第にはっきりしていく。

「そうよ、確かアズーリに乗ってノワールの軍船に向かう時に……」

　その途と中ちゆうで何か、小型客船絡みの気になることがあったような気がする。

「ああっ、そういえばあの女の子！」

　リリアはポンと手を打った。

　そう。小型客船の甲板から、こちらに手を振り続けていた少女がいたのだ。

　歳としはおそらくリリアと同じくらいだろう。リリアに向けて必死に何かを叫んでいたので、てっきり水棲馬を見て興奮しているのだと思っていた。

　──けれどあの時、もしも違う言葉を叫んでいたのなら？

「ねえアズーリ、あの時、あなた何か聞こえていた？　軍船に向かう途中、甲板から何かを叫んでた女の子がいたでしょう？」

　リリアは漆黒のままのアズーリに駆け寄った。

「お願い、思い出して！　わたしと同じ歳くらいの女の子だったわよね？」

　するとアズーリは、つまらなそうにふわっと欠伸あくびをする。

「人間の男女の違いは妾にはよくわからぬ。歳がいくつかなど興きよう味みもない」

「じゃあそこはどうでもいいわ。船の上から手を振っていた人がいたのは覚えてるでしょう？　あの人、何か言ってたわよね？」

　よくよく思い返してみれば、その少女は白いワンピースのような服を着ていた気がする。

「副隊長、妹さんが連れ去られた時の服装、わかります？」

「……夜着の上に、ボタンで留とめるタイプのガウン」

「ガウンって、丈たけの長いものですか？」

「うん。病院で着ていたやつだから、足首まである。ちなみに色は真っ白」

　それと同時に、アズーリが答えた。

「おい、甲板で手を振っていた人間なら、こう叫んでいたぞ」




　────お願い、助けて!!　とな。




「それだわ、間違いない！」

　点と点が見事につながった瞬間、リリアの体は勝手に動き出していた。

「アズーリお願い、あの船を捜して！　あの女の子が乗っていた船よ！」

　アズーリの返事も待たずに、その背中にひょいと飛び乗る。

「どこに行くつもりだ！」

　リリアの異変に気づいたクラウディオが、血けつ相そうを変えてこちらに走り寄ってきた。

「わたし、副隊長の妹さんらしき人を見かけたんです。ですから助けに行ってきます！」

　するとジュゼが、跳ね上がるような勢いで上半身を起こす。

「リリアちゃん、それ本当!?　いったいどこで見たの!?」

「小型客船の甲板です。必ず連れて帰ってきますので、待っていてください！」

　リリアは二人に向けてぴしっと敬礼すると、アズーリの胴を蹴って海に出た。

「だから妾の腹を蹴るなと言っただろうが！」

　アズーリは文もん句くを言いつつも、リリアの願いを聞いて猛もうスピードで走り始める。

「こらてめぇちょっと待て──っ!!」

　水棲馬に騎乗したクラウディオが、後うしろから悪あく魔まのような形相で追いかけてきた。けれど止まってはいられない。一刻も早く、彼女が乗った船を見つけなければいけないのだ。

「隊長、ごめんなさい！　でもすぐに船を見つけますから……！」

　そしてそれから三十分後。

　アズーリの力を借りたリリアは、大おお海うな原ばらの中から見事にその船を捜し出したのである。
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「いた、あの子よ！」

　リリアがその小型客船に追いついた時、甲板には変わらず例の少女がいた。

　よく見ると来ていた白い服は、ワンピースではなく丈の長いガウンだった。年ねん齢れいはやはり、リリアと同じくらいに見える。

　彼女の長い黒髪に太陽の光が降り注そそぎ、一瞬、強く反射した。ふと顔を上げてみると、春の太陽はすでに西の方角へと傾かたむき始めていた。

「アズーリ、このまま走り続けて！」

　甲板の上にいくつかの人影があったので、気づかれないよう通り過すぎた。

「妾はこの先のことを考えると不安じゃ。おまえは何かと注文が多いからの」

　アズーリはぶつぶつ文句を言いながらも、確実にリリアの指し示じに従ってくれる。

「あの子、何かに縛りつけられてる……？」

　甲板の隅すみに座すわる少女の腕には、白い縄なわのようなものが巻かれていた。うつむいているのでよくはわからないが、口元も何かで塞ふさがれているようだ。

「おそらくおまえに助けを求めたからじゃ。いつの時代も人間はやることが汚い」

「そんな、副隊長の妹さん、病気なのに……！」

　リリアの胸の中に、怒りや悔くやしさがふつふつと湧わき出してくる。

「アズーリ、一度止まって！　今からあの船を攻撃する！」

　アズーリが完全に止まるのを待ってから、腰に差していたジュゼの剣を抜いた。刀とう身しんの根本に視線をやると、そこにはジュゼが立てた誓ちかいが刻きざまれている。

　────愛する妹、チェシーリアを守る。

　今からリリアが、その誓いを守る。ノワールの手前、表立って動けないジュゼに替わって。そしてバルトランツの宝である水棲馬を、ノワールの手から取り返すのだ。

「アズーリ、真っ正面から派手に行くわよ！」

　リリアは右手に握っていた剣を前に出し、標的である船に向けた。

　作戦はない。とりあえず甲板に乗り込んで、船を沈める勢いで戦うだけだ。あの大きさの船なら、おそらく乗っているのは五、六人程てい度ど。──戦える！

　だがその時、背後から水棲馬の足音が聞こえてきたので、リリアはぎくりとした。

「バカかおまえ──!!　というかバカも休み休みにしろっ、このバカが!!」

　ものすごい形相でやってきたのはクラウディオだ。

　──そういえば、わたしのあとを追ってきてたんだわ！

　すっかり忘れていたリリアは、すぐに対クラウディオ用の作戦を展開する。

「隊長！　ほら、船を見つけました。隊長がいらっしゃるのを待ってたんです！」

　するとクラウディオは、額ひたいに手をやって呆あきれたように息を吐いた。

「まったくおまえは……一人で突とつ撃げきするつもりだったくせに、下へ手たな噓を吐くな！」

　作戦失敗。しかもいとも簡単に見抜かれてしまい、リリアはさらに焦りまくる。

「ち、違うんです。そう思ったりもしましたけど、本当にそうするつもりはなくて」

「もういい。──だが船を見つけたことだけは褒ほめてやる。おまえにしてはよくやった」

　クラウディオはしかめっ面つらのまま、リリアの頭をくしゃっと撫でてきた。

「じゃあ、あの子は本当に、副隊長の……？」

　リリアが探るような眼差しを向けると、クラウディオは左胸の記章を叩いて宣言する。

「リリア、俺たちの勝ちだ」

「え？」

「あそこに座っているのはジュゼの妹だ。──間ま違ちがいない！」

　その直後、クラウディオが自分の水棲馬の胴を「はっ！」と蹴った。

「おまえはジュゼの妹を救出しろ！」

　リリアも「了解です！」と敬礼したのち、すぐにアズーリを出しゆつ撃げきさせる。

「うわっ、水棲馬だ……！　ネプトゥス隊の襲しゆう撃げきだぞっ！」

「戦え！　絶対に人ひと質じちを奪うばわれるな──!!」

　まさか発見されるとは思っていなかったのだろう。二頭の水棲馬に急きゆう襲しゆうされた船上は、一瞬でてんやわんやの大騒ぎとなった。

　そんな中クラウディオは、立ち向かってくる相手を鮮やかな剣さばきで倒していく。

　一いつ方ぽうのリリアも命令に従い、ジュゼの妹にかけられていた縄を解とき始めた。

「リリア、そっちに行ったぞ！」

　あとひと息で縄が取り去れるという時に、リリアの前に敵の騎士が現れた。だが一対一ならよほどの相手じゃなければ負ける気がしない。そしてクラウディオが助けにこないということは、彼もそう思ってくれているということだ。

「かわいそうだから浅あさ手でにしておいてあげるわ！」

　そんな気づかいと引き替えに、リリアは本日、何個目かの勝ち星をすんなり手に入れた。

　そして本来の任務に戻り、ジュゼの妹の口を塞いでいた布を取り去る。

「副隊長の妹さんのチェシーリアさんですよね？　お体の具ぐ合あいは大丈夫ですか!?」

　すると彼女は、「ぷはぁっ」と大きく息を吸い込み──。

「お兄さまはどこですか無事ですか!?　近くにいるのかしらそれとも遠い場所に!?　まさかあいつらにやられてないでしょうねお兄さま──っ!!」

　と、いきなりものすごい勢いで捲まくし立ててきた。かなりの錯さく乱らん状態に陥おちいっているのか、リリアの腕を痛いほどの力で摑んでくる。

「お、落ち着いてください！　チェシーリアさんで間違いありませんよね？」

「ええそうですチェシーリアで間違いありません!!　私のお兄さまの妹のチェシーリアです!!　それで私のお兄さまは無事なのですか!!」

「ええ、副隊長はちゃんと──」

　無事です。そう言いかけて、リリアはふと固まってしまっていた。

　無事か無事じゃないかと問われれば、ジュゼは決して無事ではない。なぜなら彼は、クラウディオに手加減されながらも斬りつけられてしまったのだ。

「わたしのお兄さまはどこにいるの!?　お願いですから教えてくださいそこの人っ!!」

　チェシーリアは、透すき通るような肌はだが印いん象しよう的てきな美少女だった。濡れたような黒髪と同色の瞳が神しん秘ぴ的てきで、とてもじゃないが病気を患わずらっているとは思えない。

「あの……チェシーリアさん、よく聞いてくださいね？」

「なんですか何かあったのですか!?　まさか私のお兄さまに何事かよくないことが!?」

「実は副隊長、怪我してしまったんです。ほんの少しだけなんですけれど」

　その瞬間チェシーリアは、「くわ──っ!!」と奇き声せいを上げ、甲板に突つっ伏ぷした。

「でもたいしたことありませんから！　本当にちょっと斬られただけで！」

　慌てて情報を付け足すが、彼女はぐぎぎ、と歯ぎしりをしながらゆっくり顔を上げる。

「私のお兄さまを斬ったのはいったいどこの誰ですか絶対に殺してやる……！」

「ひっ……」

　リリアはぶるぶると震えながら「わ、わたしじゃないです」と半泣きになった。

「ならわたしのお兄さまを斬ったのは誰なのですか!!　早く教えなさいそこの人っ!!」

「ですからわたしじゃないですごめんなさい！　そうだ、犯人はそこにいる方なのでいつでも好きに八つ裂きに──いったぁ！」

　頭の上にいきなりゲンコツが落ちてきて、リリアは悶もん絶ぜつした。

「隊長、ひどいです……！」

　しかし抗こう議ぎも虚むなしく、リリアはクラウディオにずるずると引きずられていってしまう。

　甲板の上には、完全に気を失ったノワールの人間が六、七人ほど転がっていた。どうやらチェシーリアに詰め寄られている間に、クラウディオが決着をつけたらしい。

「わっ、いつの間に……おつかれさまです隊長！」

　リリアはクラウディオに向けて敬礼した。

　すると一方のクラウディオは、リリアの耳元で何やらこそこそ囁ささやき始める。

「おい、俺がジュゼを怪我させたことは黙っておけ！」

「だ、だってすっごく恐かったから、ついぽろりと……」

「俺も同じだ！　正しよう直じきあの妹は昔からめちゃくちゃ恐い！」

　クラウディオはチェシーリアのことをちらりと見て、すぐにサッと視線を逸そらす。

「わたし、あの方に似てるって副隊長に言われたんですけど……」

　全然似てませんよね？　リリアは首を傾げた。

　ジュゼに言われた時は、容よう姿しが似ているのかと思っていた。しかし外見は向こうが完全勝利だ。そして中身だって、方向性からして全く違うような気がする。

　けれどクラウディオは、少し考え込んだのちに「似てるところもある」と言った。

「ええと、どこですか？」

「うるさいところと、大人を振り回すところだ」

「……？？　わたし、大人を振り回してなんかいませんよ？」

　するとクラウディオは、くすりと笑ってリリアの額を小こ突づいてきた。

「いいからさっさと陸に帰るぞ。すぐに水棲馬を取り返さなければいけないからな」

「──三回目っ!!」

「おまえっ、いきなり大声を出すなと何度言えば……！」

「ご、ごめんなさい！　でもわざとじゃないんです怒らないで！」

　リリアはクラウディオに平ひら謝あやまりしながら、彼の背中を追って歩き始める。

「で？　いったい何が三回目なんだ」

　──それは隊長がわたしに笑いかけてくれた回数です。

　頭の中でそう答えながら、リリアは満まん面めんの笑みをクラウディオに向けた。

「内ない緒しよです！」
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　チェシーリアを連れてネプトゥス隊の詰つめ所しよへ戻ると、ジュゼとチェシーリアは涙ながらに抱だき合い、再会を喜よろこんだ。それが兄妹の抱ほう擁ようというにはあまりに熱ねつ烈れつだったので、リリアはついドキドキしてしまっていた。

　するとリリアの耳元で、クラウディオがこっそり囁ささやいた。

「あいつら、実は血がつながってないんだよな」

「え!?　ていうことはもしかして恋人同士とか!?」

　クラウディオは「どうだかな」と、言葉を濁にごしていた。

　一方、ノワール王国の間諜スパイに連れ去られた水棲馬スイレーナは、すぐにネプトゥス隊の元へと戻ってきた。チェシーリアを確かく保ほした後、クラウディオがネプトゥス隊を海から呼び戻し、水棲馬奪だつ回かいの命令を下したのである。

　その作戦は三十分ほどで終了し、一時間後には全すべての水棲馬が無事に馬ば房ぼうに収まった。

　やがてネプトゥス隊は解かい散さん。チェシーリアは実は体調を崩くずしていたらしく、すぐに王立病院へと収しゆう容ようされた。そしてジュゼは、王宮の医務室へと運ばれたのである。

　そんな中、リリアはアズーリに礼を告つげ、海へと帰ってもらうことにした。彼女は普ふ段だん、水みな底そこの世界で、ネプトゥス夫ふ妻さいと共ともに暮くらしているのだという。

「おまえは妾わらわの主あるじじゃ。しかたがないから何かあったら妾を呼べ」

　アズーリはそう言って、リリアの前から去っていった。──そして数十秒後。

「あっ、ちょっと待ってアズーリ！　一つお願いがあるんだけれど！」

　リリアが早さつ速そくその名を呼ぶと、怒り心しん頭とうといった様子でリリアの前に戻ってきた。

「こうもすぐに呼びつけるとは、おまえいったい何なに様さまのつもりじゃ？　その中身の入っていない頭、妾に齧かじられたいのか？」

　アズーリはたてがみを逆さか立だてながら、リリアにくどくどと説せつ教きようをしてきた。その時リリアは、「ごめん……」と謝あやまり、しゅんと項うな垂だれることしかできなかったのだ。

　そして本日の総そう指し揮きを執とったクラウディオは、報ほう告こく義ぎ務むがあるとのことで、王宮へと出かけていった。王族や重じゆう臣しんたちを交まじえての会議に、出席しなければいけないらしい。

　医務室に運ばれる間ま際ぎわに、ジュゼが軽い調ちよう子しで言っていた。

「クラウ、俺は最初から覚かく悟ごができてるんだから、変に庇かばおうとしないでよねー」

「もちろんそのつもりだ。というか、怪け我が人にんはおとなしくしてろ」

　クラウディオはキッと眉まゆを吊つり上げていたが、その心の中で何を思っていたのかは、リリアにはわからなかった。

　そしてリリアは、そんな彼等の姿を見て、心の底そこから祈いのったのだ。

　どうか、誰だれもが幸せになるような結末が訪おとずれますように、と。
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　重じゆう臣しんたちが会議を執とり行う場所は、王族が住まう宮殿の二階にあった。

「王立騎き士し団だんネプトゥス隊、隊長、クラウディオ・アンフォッシ、入室いたします」

　クラウディオが名な乗のりを上げると、部屋の前に立っていたミネルウァ隊の隊員が、会議の間の扉とびらをうやうやしく開けた。

　珍めずらしく緊きん張ちようしながら、クラウディオは歩を進めた。部屋の中にはすでに、バルトランツ王国の主要人物たちが集まっている。

「遅いぞ、クラウディオ。殿でん下か方を待たせるとは、おまえもずいぶん偉えらくなったな」

　そう言ってはははと笑ったのは、左ひだり頰ほおに傷きず跡あとがある背の高い男だ。その実ただの[image: 賭]かけ事ごと中ちゆう毒どく者しやだが、クラウディオの上司にあたる四十代半なかばの騎士団長である。

「申もうし訳わけございません。お待たせいたしました」

　クラウディオは両足を[image: 揃]そろえて敬けい礼れいをした。

「アンフォッシ隊長、君は今さっきまで海上を駆かけ回っていたんだ。しかたがないよ」

　まあ座すわって、とクラウディオに着席を促うながしたのは、この国の王太たい子しである二十五歳の第一王子だ。その隣となりの席には高位の神官である二は十た歳ちの第二王子も座っている。

「はっ、では着席させていただきます」

　王子たちの前に置かれたテーブルの両りよう脇わきには、宰さい相しようや神官長、そして騎士団長やミネルウァ隊の隊長が座っていた。その末席に腰こしを下ろし、クラウディオは報告を始める。

「先ほど全てが終わりました。ノワール王国の間諜スパイや騎士たちは地下牢ろうに入れてあります。軍船アデライドや小型船は、全て港に係けい留りゆういたしました」

　といっても、ここに座る彼等はすでにそのくらいのことは知っているはずだ。自分が呼ばれた理由は、もっと別のところにある。クラウディオはそう考えている。

「アンフォッシ隊長、君にいくつか聞きたいことがあるのだが」

　宰相がテーブルをトンと叩たたいた。いつも『また髪かみが抜ぬけたっ！』と大おお騒さわぎしまくっている彼だが、今日は珍めずらしく真ま面じ目めな顔である。

「はっ、なんでございましょう」

　──ハゲめ。早速きやがったか。

　クラウディオの意識に緊張が走った。

「君のところの副隊長が、何やらノワールの間諜と共きよう謀ぼうしていたとの[image: 噂]うわさを聞いたのだが、それは本当かね？　もしそうなら彼にも相そう応おうの処しよ罰ばつを下さなければならないが」

　クラウディオは平へい静せいを装よそおい、「ああ、それでしたら……」と説明を始める。

「彼の妹がノワールの間諜に拉ら致ちされ、水棲馬を奪うばうための協力を強制されたのは事実です。しかし彼は、その話を持ちかけられてすぐに私に指し示じを仰あおいできました」

「ほう。それで？」

「水棲馬を奪うために、ノワールが大だい規き模ぼな攻こう撃げきをしかけてくる可能性がある──そう考えた私は、彼に要求を受け入れたふりをしろと命めいじました。そのため彼は、ノワールの間諜と行動を共にしていたのです」

　おかげで軍船アデライドの急きゆう襲しゆうが時間稼かせぎだとわかり、水棲馬を守り抜くことができました。クラウディオはそう言って、堂どう々どうと胸を張る。

「なるほど……しかしなぜそれを上に報告しなかったのだね？」

　まあ、普ふ通つうはそう思うだろう。それもクラウディオにしてみれば、予想の範囲内だった。

　しかしここからの対たい処しよは、完全に他人頼みの危あぶない橋。

　頼むから乗ってくれよ！　クラウディオは内ない心しんでそう祈った。

「いえ、私はきちんと上司に報告いたしましたが──そうですよね、騎士団長？」

　するといきなり巻き込まれた騎士団長が、「ん？」と目を丸くした。

「なんだ？　よく聞いてなかったが……俺？」

「ええ。私が副隊長の件を話しましたら、団長は『誰にも言うな』とおっしゃられたじゃないですか。ノワールの間諜が他にも入り込んでいる可能性があるから黙だまっておけ、と」

　そしてクラウディオは、隣に座る騎士団長の耳元でこそっと囁く。

「……団長の負け分、チャラにしてあげてもいいですよ」

「……全部か？」

「何をふざけたことを。七割です」

　七割でも充じゆう分ぶんだと判はん断だんしたのだろう。騎士団長は「あーそうそう。俺が指示したんだよな」と、急に話を合わせ始める。

「いやーしかしジュゼはよくやってくれたよな。あれこそまさに迫はく真しんの演技！　クラウディオ、おまえもそう思うだろ？」

「そうですね。怪我をしながらもよく頑がん張ばってくれたと思います」

　すると宰相が、「なるほど」と唸うなり声を上げた。

「どうやら作戦だというのは真実のようだな」

「団長である私が許きよ可かしました。しかも見み事ごと成功しましたし、なんの問題もありませんな」

　その言葉を聞いて、クラウディオはやっと胸を撫なで下ろす。

　これで騎士団長も共きよう犯はんだ。ということは、ジュゼの件はもう心配する必要は皆かい無む。

　それよりも、本当に問題なのは──。

「それとアンフォッシ隊長、何やらネプトゥス隊の新隊員の中に、不ふ思し議ぎな水棲馬を操あやつる娘がいると聞いたのだが……」

　そう。リリアに関する一件のほうである。

「それは……」

　クラウディオはつい口くち籠ごもってしまっていた。

　ネプトゥス隊の隊員たちには無む理り矢や理りすぎる口止めをしたが、ここではそんな誤ご魔ま化かしは通用しない。だがどうにかして事実をねじ曲げなければ、リリアは明日にでもネプトゥス隊を除じよ隊たい、すぐさま神しん殿でんという名の研究所行きになってしまう。

　──どうするべきか。本来なら真実を報告するべきだが……。

　クラウディオがぐるぐると頭を悩なやませていると、再び宰相が口を開いた。

「だがその話、どうやらただのデマだったようだな」

「──え？」

　まさかの展開に、クラウディオは内心で呆ぼう然ぜんとしていた。

「実じつ際さいにアルフレード殿下がご覧らんになったそうなのだよ。その娘が水棲馬に乗っているところを」

　すると今まで黙っていた第二王子が、「そうなんですよ」と右手を上げる。

「僕は神殿の近くで彼女を見かけましたが、何の変へん哲てつもない水棲馬に乗って、元気よく海へと駆け出して行きましたよ。──事実そうですよね？　アンフォッシ隊長」

　クラウディオは反射的に「ええ、もちろんです」と頷うなずいていた。

　そうしながらも密ひそかに、にこにこ笑っている第二王子に胡う乱ろんな眼まな差ざしを向ける。

　いったいどういうことだ。こいつは何者だ。

　──どうしてリリアを助けるような真ま似ねをする？




「アンフォッシ隊長」

　会議室を出たところで、件くだんの第二王子に声をかけられた。

　クラウディオが即そく座ざに立ち止まると、彼は神官服の裾すそを揺ゆらしながら近ちか寄よってきた。

「ああ、そんなに驚おどろいた顔をしないでくださいよ。僕の姿があまりに美しいからって」

「いえ、べつにそこには驚いていませんが」

「じゃあこう言ったら驚くかな？」

　第二王子はクラウディオの肩かたに手を置き、くすりと不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

「リリアさんにどうぞよろしくお伝えください」

「────っ!!」

「そうだ。もしよかったら『レオ』が『貸し一つですからね』と言っていたとも伝えておいてくれますか？」

　いったいなんの話だ。あいつはまた何をやらかした？

　クラウディオは眉み間けんに皺しわを寄せ、失礼だと思いつつも第二王子の顔をキッと睨にらむ。

「それから隊長、これは貴方あなたに──僕は彼女の秘ひ密みつを喋しやべりませんから、どうぞご安心を」

　そして第二王子は、「ではまた」と、片方の目をパチッと閉じて去って行った。

「あいつ、変な虫をつけやがって……」

　──アルフレード・レオ・バルトランツ。

　リリアにとっての敵てきか味方か。それを判断するのはおそらくクラウディオの役目だ。
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　その夜、アンフォッシ家の玄関扉が開いたのは、日付が変わってからのことだった。

　階段に腰こしかけてクラウディオの帰りを待ち詫わびていたリリアは、ガチャリと扉が開いた瞬間に、クラウディオに走り寄っていた。

「隊長、おかえりなさい！」

　リリアがいきなり現れたのでびっくりしたのだろう。彼は面めん食くらったような顔をした。

「おまえ……ずっとここで待ってたのか？　俺の帰りを？」

　はい、と言ったら怒られてしまいそうなので、リリアは話を変える作戦に出る。

「隊長、それよりも副隊長の件はどうなったんですか？」

　居間に入るなりそうたずねると、クラウディオは「ああ、それなら──」と、会議の内容をおおまかに話してくれた。

「──というわけだから、ジュゼの件に関してはもう心配ない。公こう私し混こん同どう上等、ということで、使えるものは思いきり使ってやったからな」

「じゃあ副隊長には何の処罰もないんですね？」

　クラウディオが頷くのを待ってから、リリアは「よかったぁ」と胸を撫で下ろす。

「まあ実際、俺も安心した」

　クラウディオも天てん井じようを仰いで、ふうっと安あん[image: 堵]どの息を吐ついていた。やがて彼は隊服の上着を脱ぬぎ、その中に着ていたシャツの襟えり元もとを緩ゆるめ始める。

「ああ、そういえばおまえのほうもなんとかなったぞ」

　クラウディオがふいに顔を上げたので、リリアの心しん臓ぞうがドキッと跳はねた。

「ええと、わたしって……何かありましたっけ？」

「まさかあの水棲馬の件を忘れたわけじゃないだろうな」

「い、いいえ！　それはもちろん覚えてますけど」

　実はすっかり忘れていた。

「とりあえずは揉もみ消したから安心しろ。……まあ揉み消したのは俺じゃないやつだがな」

「……？？　いったい誰ですか？」

　しかしクラウディオは、その質問に答えてはくれなかった。それどころか、なぜか面おも白しろくなさそうな顔をして、こちらをキッと睨んでくる。

「ど、どうしていきなり怒ってらっしゃるんですか！」

「べつに怒ってなどいない。それよりおまえ、あの銀色の水棲馬はいったいなんなんだ！」

「あれは……」

　何から説明すればいいかと考えていると、クラウディオが先に二にの句くを継ついだ。

「いいか、本来ならおまえは今日付けでネプトゥス隊を除隊されていたからな！」

「ええっ!?」

　その言葉に、リリアは口から心臓が飛び出そうなくらい驚いた。

「今回は運が良かっただけだ。普通ならあの水棲馬ごと神殿行きだぞ！」

「そんな……！」

　クラウディオはこちらが不安になるほど真剣な表情をしている。

「──で？　あの水棲馬はなんなんだ？」

　あらためてアズーリのことを問われた瞬間、リリアはびくっと体を震ふるわせた。

　言えない。そんな忠ちゆう告こくをされたら、もうクラウディオにだって真実を明かせない。

　もし彼に打ち明けて、『やはりネプトゥス隊は除隊だな』などと判断されてしまえば、リリアの夢はあっという間に潰ついえてしまう。

「ええとあれは……と、通りすがり！　通りすがりの水棲馬です」

　ついそんな噓うそを吐けば、クラウディオは「そうか」と、ポンと手を叩いた。

「なるほど、おまえ俺に泣かされたいんだな？」

「うう……ごめんなさい」

　リリアはあっさり負けを認みとめる。

「まったく……適当なことを言いやがって」

「だって、隊長が除隊だとかおっしゃるから……」

　するとクラウディオは、「ちっ」と舌した打うちをして、リリアの瞳ひとみをまっすぐ見つめてきた。

「だったら今だけ『クラウディオ』と呼べ」

「え？」

「今だけただのクラウディオでいてやる。だから本当のことを言ってみろ」

「隊長じゃなくて、ただのクラウディオさん……？」

　──そこまで言ってくれるのなら、本当のことを話してみてもいいだろうか。

　彼はきっと、約やく束そくを違たがえたりする人ではないだろうから。

「あの、この話はわたしが八やつつの時からになるんですけど……」

　リリアは幼おさない頃の出で来き事ごとと、今日巻き起こった数々のことをクラウディオに話して聞かせた。そして手袋を外はずし、自分の右の手の平をおっかなびっくり彼に見せる。

「なるほどな、そういうわけか……」

　クラウディオはリリアの話を、意外なほどあっさり受け入れてくれた。

「信じてくださるんですか？」

「実際にあの水棲馬を目にしてるんだ。信じるしかないだろう」

　彼は溜ため息いき交まじりにそう言って、ソファに腰を下ろす。

「──が、やはりおまえは神殿行きだな」

「ひっ……」

「ただしこの話を聞いたのはただのクラウディオだ。安心しろ」

「は、はい……ありがとうございます」

　リリアはバツの悪さを感じながらも、クラウディオに向けて一礼した。

「それよりもおまえ、元々の問題はどうするつもりだ。あと四日で仮かり配はい属ぞくが終了するぞ」

「あっ、そちらは心配いりません。明日には必ず普通の水棲馬の主になれるはずですから」

　リリアは自信満々にそう言ってのけた。

　実はリリアは、その件に関してすでに手を打ってあるのだ。

『お願いアズーリ。あの水棲馬に命じてほしいの。わたしのことを主に選んだふりをするようにって』

　アズーリにそう頼み込んだのは、彼女を呼び戻もどした後のことだ。始めは面めん倒どうくさがっていたアズーリだが、結局『珊さん瑚ごの欠片かけらを十五個追加』という条じよう件けんで渋しぶ々しぶ了りよう承しようしてくれた。

「それはまたどんな手を使ったんだ？」

「内ない緒しよです。でも今度こそ水棲馬の主になって、そしていつかきっと騎士になるんです」

　クラウディオはそれに対して良いとも悪いとも言わなかった。

　それでいい。騎士という存そん在ざいはリリアの目め指ざすところであり、最大の夢だ。誰かに賛さん成せいされなければいけないものでもないし、反対されたとしてもあきらめるつもりはない。

「とりあえずは従騎士でも文もん句くは言いません。与えられた仕事に全力で挑いどみます」

　背せ筋すじをのばして宣せん言げんすると、クラウディオは「上じよう出で来きだ」と頷いた。

「まあとにかく頑張れ」

「はい！」

「……それが終わったら、じきに一カ月だな」

　彼の口からそう聞かされた瞬間、リリアの心は搔かきむしられたように動どう揺ようした。

　──一カ月後にはアンフォッシ家を出て行く。

　それは出会った時に交かわした、クラウディオとの約束だった。

　彼の弟の卒業がのびたことで、あの時とは状況が変わった。けれど約束は約束だ。

「あのっ、わたし──」

　何かを言いたくて、けれど何を言っていいのかわからなくて、自然と唇くちびるを閉じていた。

　離はなれたくない。できることならこのままずっとここにいたい。

　でもそんなわがまま、絶対に言えるわけがない。

「ええと……わたし、ちゃんと探してますから。新しい下げ宿しゆく先」

　実はすでに、ジュゼや新隊員に「どこか紹しよう介かいしてください！」と声をかけてあるのだ。

「だから隊長は心配しないでくださいね？」

　自分の気持ちを誤魔化すように、口元を緩ゆるめて笑ってみせる。

「ではそろそろ部屋に戻ります。家族に手紙も書かなくちゃいけないし！」

　おやすみなさい。笑みを崩くずさぬまま、クラウディオの前で優ゆう雅がに膝ひざを曲げる。

　さっさと寝ねろ。彼はそう言って、立ち去るリリアを見送った。




　翌よく日じつ、リリアは宣言どおりに水棲馬の主となり、ネプトゥス隊へ正式配属されることとなった。さらにジュゼの伝つ手てを頼りに新たな下宿先を見つけ、予定より五日ほど早くアンフォッシ家を出て行くことになったのである。
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　リリアがアンフォッシ家を出て行ったのは、とある春の日の昼下がりのことだった。

　そしてその翌よく日じつ。公こう休きゆうをとっていたクラウディオは、居間のソファでのんびりと読書をして過ごしていた。

　すると家か政せい婦ふであるオルガが、はたきをかける手を止め、ぽつりと呟つぶやいた。

「リリアさん、今いま頃ごろ何してますでしょうかねぇ……」

　さあな。クラウディオは心の中でぶっきらぼうに答える。

「新しい下げ宿しゆく先で、上う手まくやれてればいいんですけど……」

　彼女は皺しわが刻きざまれた頰ほおに手をあてて、はあっと長い息を吐はいていた。

「それにしたってアドルフォ坊ぼつちゃんの帰りが伸びたんですから、もう少しここにいてもらえばよかったのに……」

「オルガ、独ひとり言ごとがでかいぞ」

　クラウディオは頁ページを捲めくる手を止め、オルガをじろりと睨にらみつけた。

　リリアが出て行ったことがよほど面おも白しろくないのか、オルガは頰を膨ふくらませながら仕事をしていた。ぶつぶつ喋しやべりながらも、仕事は完かん璧ぺきにこなすところはさすがにプロだ。

　そういえば、両親が出て行った時も、やはり彼女はこうして掃そう除じをしていたっけ。そう思い出せば、クラウディオの胸の中に切せつない気持ちが滲にじみ出す。

「リリアさん、どうして期限よりも早く出て行ってしまったんでしょうねぇ。本当ならばあと五日もこの家にいられたのに、あーつまらない」

　オルガの独り言──というかクラウディオに対する不ふ満まんはまだまだ続く。

「それもこれも坊ちゃんが引き留とめないからですよ！　不ふ甲が斐いないったらありゃしないんですから。まったく、坊ちゃんはなんでこんなカタブツに育ったのか──」

「やかましいぞ！」

　我が慢まんの限げん界かいに達したクラウディオは、オルガを一いつ喝かつする。

　せっかくの休日に、どうしてぐちぐちと厭いや味みを言われ続けなければいけないのか。

　クラウディオの気分も、さすがに滅め入いり気ぎ味みだ。

「独り言が言いたいなら余よ所そでやれ！」

　するとオルガは、キッと眉まゆを吊つり上げてクラウディオの元に歩み寄よって来た。

「なんだ、何か文もん句くがあるのか」

「もはや文句しかありませんよ。なぜリリアさんを引き留めなかったんですか！」

「一カ月！　それが約やく束そくだったからだ！」

「そんなものくそくらえですよ！　休みの日にぼけーっとリリアさんのことを考えてるくらいなら、引き留めればよかったんですよ！」

　そう指し摘てきされて、思わずクラウディオは口をぱくぱくさせていた。

　事実、昨日きのうからずっと、頭の片かた隅すみでリリアのことを考え続けていたからだ。

「お、俺はただ本を読んでいただけで、べつにあいつのことなど……！」

「本、逆さかさまですよ」

「なにいっ!?」

　自分の手元に視し線せんをやるなり、クラウディオは言葉を失うしなった。

　まさか自分がそんなベタな失敗をしでかすなど、思ってもいなかったのだ。

「違う。これはあれだ！　暗あん号ごう解読の練習で、逆さにして読むと味方からの暗号が現れるという画かつ期き的てきな仕組みで……！」

　するとオルガは、「はいはいそうですね」と呆あきれたように首を竦すくめた。

「噓うそじゃない！」

「あーもう面めん倒どうな坊ちゃんですね。わかりましたよ、オルガは優やさしいから信じてさしあげますよ。で？　その暗号は解読できたんですか？」

　クラウディオは「くっ……！」と唇くちびるを嚙かみしめる。

　自分の気持ちや行動が制せい御ぎよできていない。なぜかはわからないが、常つねにリリアのことを考えてしまう。それは理性的なクラウディオにとって、ものすごく苦く痛つうな状態だった。

　──だいたいなんなんだ、あの娘は。

　クラウディオはリリアに対して、次し第だいに苛いらついてきた。

　彼女はいきなりアンフォッシ家に現れて、クラウディオの生活を引っかき回した。

　私生活だけかと思っていたら、なんとネプトゥス隊にまで入り込んできた。そして家でも仕事場でも、クラウディオがはらはらするようなことを平気でしでかしまくる。

　──そう、あの娘はとにかく危あぶなっかしいのだ。

　放っておくとどこかで何かをやらかしていそうで、クラウディオは不安になる。

　この間の戦せん闘とう時だってそうだ。

　敵てき襲しゆうだからと出しゆつ撃げきしたら、いきなりおかしな水棲馬スイレーナに乗って現れた。

　ノワールの騎き士しをもの凄すごい勢いきおいで斬り倒たおしていったかと思うと、ふいに飛んできたどうでもいい槍やりに突つかれて甲かん板ぱんに転がった。それで戦う意志を失ったかと思えば、最後にはクラウディオの背中を敵から守ってみせる。

　めちゃくちゃだ。──が、あの覚かく悟ご、威い勢せい、剣術の腕。どれか一つでも欠かけていれば、あの船で戦い続けることはできなかっただろう。

　正しよう直じきたいしたものだとクラウディオは思う。が、やはり危なっかしくて不安になるのだ。

　目の前から消えてくれれば楽になるかと思ったが、いなければいないで心配になる。

　いったいこれはなんだ？　あいつは俺に何をした？

　ノワールの軍船では、動揺するあまりに、つい彼女の額ひたいにキスまでしてしまったじゃないか！

「──ちくしょう、出かけてくる！」

　クラウディオは立ち上がるなり、ズボンのポケットに革かわの財さい布ふを詰つめ込んだ。

　こういう時はジュゼでも呼び出して酒を吞のむに限る。先の一件で怪け我がをしたジュゼだが、もうアルコールを入れても大だい丈じよう夫ぶな程てい度どには回復しているはずだ。

「気をつけていってらっしゃいませ。ジュゼさまによろしくお伝えくださいね」

　──くそっ。完全に行動を見み抜ぬかれている。

　それがまた面白くなくて、クラウディオは舌した打うちしながら玄関扉とびらを開けた。

　するとなぜだか扉がドゴッとおかしな音を立てた。

　続いて「ふぎゃっ」と猫ねこを潰つぶしたような声が聞こえてくる。

「……なんだ？」

　おそるおそる外を覗のぞいてみると、そこには驚おどろくことにリリアが立っていた。

「おまえ！　ここで何やって……」

　びっくりするあまりに、クラウディオの言葉が途と中ちゆうで消える。

　今さっきまで頭の中にいた存そん在ざいが、現実にクラウディオの目の前にいる。それはとても不ふ思し議ぎな感覚で、クラウディオは大いに困こん惑わくした。

「どうもこんにちは、隊長。昨日ぶりです……」

　ぺこりと頭を下げる彼女の手には、旅行[image: 鞄]かばんの取とっ手てが握にぎられていた。まるで昨日、この家を出て行った時そのままのような出いで立たちだ。

「何があった？」

　クラウディオが反射的にリリアの腕うでを摑つかむと、彼女は「実は……」と、バツが悪そうに説明をし始めた。

　ジュゼに紹しよう介かいされた下宿先に、温かく迎むかえ入れてもらえたこと。そしてそのお返しとばかりに、あれこれ張りきって家事を手伝おうとしたこと。

　その結果、調理場を半はん壊かいさせてしまい、『頼むから出て行ってくれ！』と、家主に泣きつかれてしまったこと。

「調理場には入るなとあれほど言っただろうが！」

「でもどうにか役に立ちたくって……今度こそ大丈夫かと思ったんです」

　リリアはしゅんと項うな垂だれている。

「まったく……おまえは本当にどうしようもないな」
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　そう口に出した直後、クラウディオはぷっと噴ふき出していた。

「で？　何しに戻もどってきたんだ？」

　するとリリアは、切せつ羽ぱ詰つまった表情でクラウディオの手を握ってくる。

「一カ月という期限、まだ有効ですか!?　あと五日残ってたと思うんです。その間に次の下宿先を見つけますから、もう一度ここにおいていただけませんか？　絶対に隊長のこと襲おそったりなんてしませんから!!」

「五日でいいのか」

　クラウディオがしれっとした顔でたずねると、リリアは「えっ？」と目を丸くした。

「それはまあ、本当はもっと隊長の側そばにいたいですけど、でも約束だし……」

　──ああ、なんてことだ。本当にこいつは、俺を振り回すのが天才的に上手い！

　そう考えながら、クラウディオは笑えみがこぼれる口元を手で覆おおい隠した。

　逃がしてしまって後こう悔かいしていたら、アホみたいな理由ですぐに戻ってきた。

　そしてとんでもなくいじらしいことを言うのだから、もう簡かん単たんに手放すことはできなくなってしまう。

「おい。隊長命令だ」

「えっ……な、なんでしょう？」

「俺の弟が帰ってくるまでの三カ月──その間、俺の側にいろ」

　するとリリアは、ゆるい瞬まばたきを繰くり返したのち、満まん面めんの笑みを浮うかべて敬けい礼れいした。

「了りよう解かいです！」

　その時、海から吹きつけた潮しお風かぜが、二人の間を通り抜けていった。











〈ＥＮＤ〉
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　はじめまして、もしくはおひさしぶりです。秋あき月づき志し緒おです。

　お手にとっていただき、ありがとうございます。お会いできて嬉しいです！




　新しいお話です。

　同どう居きよものが書きたい！　という気持ちに、王立騎士団やら海やら制服やら恋やら……好きな要よう素そをたくさんつめこみつつ、楽しいお話を目め指ざしました。

　前作の中ちゆう華か風ふうファンタジーとは、がらりと変わった西洋風の世界です。

　カタカナって新しん鮮せん！　そんなことを思いながらキーボードをカタカタしていました。

　超ちよう絶ぜつ不ぶ器き用ようだけれど、剣けん術じゆつだけは得とく意いな少女──リリアと、ぶちぎれながらも彼女に振り回されてしまう青年──クラウディオとの恋物語。

　読者の皆様にも気に入っていただけたら嬉しいです。




　ここからはお礼の言葉を。今回も多くの方に支ささえていただきました。

　素す敵てきなイラストを描かいてくださった硝しよう音おとあや先生。ラフをいただいた時は感動しました。キャラクターだけでなく、隊服や水棲馬スイレーナもかっこよく仕上げてくださいまして、本当にありがとうございました。表情豊かなリリアが可か愛わいすぎです！

　担当様。今回はいつにも増してお世話になりました。迷めい走そうしまくった私を支え続けてくださいまして……ありがとうございますと共に、これからもよろしくお願いします。

　編集部の皆様、校正様やデザイナー様など、全すべての関係者の皆様へ、心からの感謝を。

　支えてくれる家族。私と一いつ緒しよに一いつ喜き一いち憂ゆうしてくれる姉へ、あらためてありがとう。




　そして最後に、この本を手にとってくださいました読者の皆様へ。

　ここまでお付き合いいただきまして、本当にありがとうございます。新作ということでかなりドキドキしているのですが、少しでも楽しんでいただければ幸いです。

　もしよろしければ感想などお聞かせください。

　またお会いできる日が訪れることを願っています。
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